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　　　序章







　極東の島国で悪あく魔まが目覚めた。

　たとえ話でも比ひ喩ゆ表現でもなく、実際に、である。

　悪魔がまず初めにしたことは、自らの手足となる存在を作り出すことだった。

　力の大半を失ったその悪魔にとって、それは最も優先すべきことだった。

　悪魔は残り少ない魔ま力りよくを使い、一体の使い魔まをこの世に生み出した。

　無から作られたヒト型の使い魔、それがわたしだ。

　わたしが生まれて初めて目にしたものは、自分よりも背の低い、十歳さいくらいの女の子だった。

　金色の髪かみを頭の両側に束たばねたその子は、つり目がちな瞳ひとみをこちらに向けながら小さく笑った。

「リリスと名乗れ」

　開口一番、彼女はそんな言葉をもらした。

「リリス……」

「そう、それがお前の名前じゃ」

「あなたは……？」

「ワシか？　ワシはな、在りし日には『魔ま王おう』などとも呼ばれていた者じゃ。今ではすっかりその力も衰おとろえてしまったがの」

　そう言って少女は自分の名を口にした。

「リリス、今日からお前にはワシの使い魔として働いてもらうことになる。地上での生活に慣れるには何かと時間がかかるじゃろうが、まっ、少しずつ覚えていけばよい」

「……分かりました。リリスはあなたの忠実な僕しもべとして、全すべてを捧ささげることを誓ちかいます」

　疑問をはさむ余地などなかった。生まれた瞬しゆん間かんから、本能で感じていた。

　いま目の前にいる少女こそ、わたしを生んだ悪魔なのだと。

　そして主人の命めいに従うのが、使い魔の役割なのだということも。

　全ての悪魔の頂点に立ち、畏い敬けいの念を込めて『魔王』と呼ばれる者。

　サタンという名のその悪魔が、わたしのご主人様だった。




　こうして、わたしとサタン様による、悪徳に満ちた非道な生活が始まったのである。

　一年前のことだ。













　　　第一章　サタン様のご出陣！







　使い魔まの朝は早い。

　日が昇る前にベッドを抜け、わたしは作業着へと着替えた。

　黒のワンピースに、フリル付きの白いエプロンを組み合わせたエプロンドレス。世間で言うところのメイド服だ。

　腰こしまで伸のびた黒くろ髪かみを簡単にまとめ、これまたフリルの付いた白いカチューシャをセットし、部屋を出る。向かう先は玄げん関かんである。

　昨夜から用意していたゴミ袋ぶくろを抱かかえ、扉とびらを開ける。長く続く庭を抜けて門を開き、目的の場所へと足を進める。

　使い魔の朝は早い。

　今日は燃えるゴミの日だからだ。




　かつて、大きな戦争があった。

　神に世を統すべる資格無しとして、サタン様が同志を率いて反旗を翻ひるがえしたのである。

　神と悪あく魔まとの生き残りをかけた全面戦争は、しかし神の勝利という結果に終わる。

　悪魔たちは健闘したが、戦力の差は圧倒的だった。仲間の多くを失い、自らも深ふか手でを負ったサタン様は暗い闇やみの奥へと潜もぐり、永き眠ねむりについた。

　時は流れて二十一世紀、機は熟した。

　今こそ我ら悪魔が世界の覇は権けんを握にぎる、その時なのだ。

　──そんな話を、サタン様はわたしに語ってくださった。




　物事には順序というものがある。

　サタン様は復活なされた。本当ならすぐにでも世界を手中に収めるべく行動したいところだろう。

　しかし急せいては事を仕損じる。今のサタン様にかつてほどの力はない。

　悪魔の存在を疎うとんじる連中は少なからず存在する。そんな奴やつらに対抗するだけの力を、蓄たくわえなければならないのだ。

　それまでの間は人間社会に溶とけ込み、彼らの目を欺あざむきながら日々を過ごす必要がある。わたしをヒト型の使い魔として生んだのも、きっとそのためだろう。

　サタン様の期待に応こたえるべく、わたしは人間としての生き方をこの一年の間に学んできた。

　もちろん、無む為いな生活を送っていたわけではない。サタン様が力を取り戻すために、わたしは毎日のように『悪事』を働いている。

　悪あく魔まは基本的に、世界に散らばる『悪意』を食らうことで力を得る。

　人の不幸は蜜みつの味、という言葉があるように、怒り、憎にくしみ、悲しみといった負の感情が、悪魔にとっては何よりのご馳ち走そうなのだ。

　この世を悪意で満たす。それがいま成すべきことなのである。だからわたしは悪事を働く。罪を重ねれば重ねるほど、サタン様が真の意味で復活なさる日も近づくのである。

　そう、今日この時点ですでにわたしの『悪』は始まっているのだ。

　わたしの手には今、ゴミ袋ぶくろが握にぎられている。そのゴミ袋を、

「せい！」

　ためらいもせず、かけ声と共に指定のゴミ捨て場に投げ捨てた。

　周囲に人はいない。任務完了だ。

　今日は燃えるゴミの日。焼しよう却きやく処分できるゴミを捨てる日のことである。

　だがわたしが捨てたのは、燃えないゴミなのだ。

　回収に来る人間の、怒りに満ちた表情がありありと思い浮かぶ。その感情がサタン様を喜ばせるとは知らず、グチの一つでもこぼすのだろう。

　知らぬが仏、とはこのことだ、バカめ！

　小さな悪からコツコツと。それがサタン様のモットーなのである。

　任務を終えたわたしは顔に笑みを浮かべ、屋や敷しきへと戻るのであった。

　悪いことをした後は気持ちがいいものだ。




　サタン様の住んでおられるこの屋敷は、とある街の郊外に位置する、二階建ての西洋建築である。

　敷しき地ち面積は坪にして６６６というキリのいい数字。いずれ世界を獲とるお方の城にしては狭すぎるものだが、それまでの仮住まいとしては充じゆう分ぶんな広さだと言えよう。

　家屋の外観は古く薄うす汚よごれており、広い庭も荒れ放題。外から見ればただのボロ屋敷にしか見えないだろう。

　しかしそれは人を寄せ付けないためのカモフラージュだ。屋敷内の設備はしっかり整備されているし、どの部屋もわたしが毎日掃そう除じしているから、中に入ってしまえば綺き麗れいなものである。

　世間では幽ゆう霊れい屋敷と呼ばれているらしく、今のところ好きこのんで近づいて来る者は誰もいない。まあ、実際に悪魔が住んでいるのだから、その呼び名もあながち間違いとは言えないのかもしれないが。

「おはようございます、サタン様。本日もクソったれな青空の広がる、晴れ晴れとした一日ですよ」

　サタン様の寝室のドアを開けて、お決まりの挨あい拶さつをする。が、返事はない。明かりも消えているが、しかし眠ねむっているわけではない。ベッドの上に、ご主人様の姿はない。

　部屋を見回すと、案の定わたしのことなど全く気にせず、サタン様は寝巻き姿のまま、正座をしながらテレビの前にかじりついていた。

　テレビにはゲーム機が一台接続されていて、サタン様はコントローラを握にぎりながら一心不乱に操作なさっている。おそらく昨晩は徹てつ夜やだったのだろう。鋭するどい眼光をテレビ画面に向けながら、黙もく々もくとボタンを連打、連打。

　サタン様のご趣味はテレビゲームだ。特に、いわゆるクソゲーと呼ばれる類たぐいの物に目がない。

　クソゲーとはようするにクソみたいにつまらないゲームのことで、娯ご楽らく作品としては失敗作に当たる物である。

　しかしそのつまらなさが逆にマニアの心を刺し激げきするらしく、優秀なクソゲーは愛好家の間で、定価よりも高い値段で取引されることもあるらしい。

　サタン様が今プレイしているゲームは、まな板の上のナスビを延々と切り続ける、というただそれだけのものだ。運ばれてくるナスビを包ほう丁ちようで切り、皿さらに移す。運ばれてくるナスビを包丁で切り、皿に移す。その繰くり返しである。

　そんな無意味で非建設的な行為を、サタン様は昨晩から徹夜でしておられるのだ。それも今日に限ったことではない。サタン様は普段から、一日の大半をテレビの前でお過ごしになっている。クソゲーをすることは日課のようなものなのである。

　まったく、恐ろしいお方だ。得る物のないムダなことに時間を割さく。これほどまでに罪深い行いが他ほかにあるだろうか、いや、ない。わたしごときのやることとは比べ物にならないほどの悪行、悪あく魔まならではの所業である。

　それでこそ悪魔の頂点に立つお方、そしてわたしのご主人様だ。

　さて、わたしはわたしで自分の責務を果たそう。ゲームの妨げとなることを心苦しく思いながらも、声をかける。

「サタン様、そろそろ朝食の時間です」

　クソゲーに没ぼつ頭とうしているサタン様からの返事はなかった。が、もう一度「サタン様」と呼びかけると、顔をテレビ画面に向けたまま面めん倒どうくさそうな声で答えてくださる。

「食べさせてくれんか？」

「了りよう解かいしました。少々お待ちください」

　いつもと同じ応答をしてから、わたしは寝室を後にした。

　ご主人様の身の回りのお世話をするのがわたしの仕事だ。使い魔まとして生まれてきたのだから当然である。スカートをはためかせ、駆かけ足気味に目的の場所へと向かう。

　このメイド服はサタン様が用意してくださった物だ。なんでも、わたしにもっとも相応ふさわしい格好、なのだそうだ。

　意味はよく分からなかったが、サタン様のおっしゃることなのだから間違いはない。

　厨ちゆう房ぼうからいくつかのスナック菓が子しと、炭酸飲料の入ったペットボトルを調達し、再び寝室へ戻る。先ほどと変わらず、サタン様は夢中になってクソゲーをプレイしている。

　わたしはスナック菓子の袋ふくろを開け、中からチップス（うすしお味）を一枚取り出し、サタン様のお口の前に持っていった。

「サタン様、どうぞ」

「ん」

　サタン様は画面から視線をそらさず、菓子を口に入れる。今度はペットボトルを開けてストローを差し、再びお顔の前へ。

「サタン様、どうぞ」

「ん」

　ジュースを一口飲み込んで、やはり視線はテレビに釘くぎ付づけ。そんなやり取りを何度か繰くり返す。普段と変わらぬ朝の光景である。
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　スナック菓子の袋が空になる。わたしは二袋目を開けてさっきと同じことを行う。

　サタン様は駄だ菓が子しがお好きだ。添てん加か物ぶつがたっぷり使われていていかにも安っぽい味のする、身体からだに悪そうな物などは特に大好物である。

　もちろん、身体に悪いと言ってもそれは人間にとっての話だ。悪あく魔まにとって、駄菓子やジャンクフードは重要なエネルギー源なのだ。

　快楽や満腹感だけを求めた食べ物こそ悪意の塊かたまり。もちろん、取り込んだエネルギーは全すべて魔ま力りよくに変換されるため、サタン様が体調を崩くずされることも、体形に変化が表れることもない。

　やがて全てのスナック菓が子しを食べ終えると、サタン様はわたしの手からペットボトルを奪い取り、一気に飲み干してから大きく伸のびをした。どうやらクソゲー遊びは一段落したらしい。

　頃合いを見て用件を伝える。

「サタン様、わたしはこれから買い物に行って参ります。何か買っておく物はありますか？」

　するとサタン様は、

「ん、そうか。買い物か」

　小さくつぶやき、一いつ瞬しゆん思案にふける表情を見せる。そしてすぐにこちらへ顔を向けて言った。

「よし、ワシも一緒に行こう。案内せよ」

　これは、珍めずらしいこともあるものだ。サタン様が外出なさるのは何日ぶりだろうか。

「かしこまりました。では、お召めし物をご用意いたします」

「ワシはよいから、お前も着替えてこい」

「はっ。それでは後ほど」

　答えてすぐに背を向け、自室へ戻る。

　外出用の服に着替えながら、わたしは胸の高鳴りを抑おさえることができなかった。

　サタン様の日常は、寝るか、食べるか、ゲームをするか、の三つのことで占しめられている。負のエネルギーを貯ためることに余念がない徹てつ底ていした生活管理能力には驚くばかりだが、そのサタン様が外出なさる理由は一つしかない。

　そう。外の世界で悪行の限りを尽くし、この世に恐怖と混乱を振りまくのだ！

　破壊と暴力が、街にあふれる。その光景を想像して、わたしは小さくほくそ笑むのだった。




　空は相変わらずウンザリするほどの晴れ模様だった。気温も高すぎず、低すぎず、悪あく魔まにとっては過ごしにくい一日である。

　暦こよみの上では九月半ば、世間では秋と呼ばれる季節だ。

　国によっては『落ちる』という意味の言葉が秋を指す単語として使われているところもあるとか。落葉の季節だから、というのが語源らしい。人間にしては風情ふぜいがある名前の付け方だ。

　しばしの間、屋や敷しきの門前で待っていると、サタン様がゆったりとした足取りでこちらに向かって歩いてきた。棒ぼう付つきのキャンディをなめながらのご登場である。

　サタン様のお召し物は、上は胸元に赤いリボンが付いた白地のブラウス、下は青地のミニスカートに茶色のブーツというものである。

　一方わたしは、丈たけの長い白のワンピースの上に、薄うす地じの赤いカーディガンを羽は織おり、歩きやすいようにスニーカーを履はいている。

「それでは、参りましょうか」

「ん」

　サタン様が空いている左手をお上げになったので、わたしは右手を差し出し、その手を握にぎった。

　サタン様の足取りに合わせて、ゆっくりと歩く。

　途と中ちゆう、すれ違う人間どもが皆、わたしたちに視線を向けてくる。しかしサタン様が外出なさるときにはいつものことなので、特に気にしない。

　サタン様は、類たぐいまれなる美び貌ぼうの持ち主なのだ。

　黄金こがね色いろの髪かみは特別な手入れをせずとも艶つややかに輝いているし、真っ白な肌はだは触ふれれば崩くずれてしまいそうなほど柔やわらかい。大きく開かれたつり目がちな瞳ひとみは、見る者を吸い込むかのように青く輝いている。

　サタン様を見た人間は、誰もが悔くやしそうに歯は嚙がみしながら目をつり上げるか、あるいは顔を上気させてうつむく。

　その反応は、悪あく魔まにとって都合の良いものだ。「嫉しつ妬とや色しき欲よくは、悪意を生み出す感情である」とは、サタン様のお言葉である。

　そんなご主人様にも悩みはある。

「これで身体からだがあと少し『ないすばでぃ』であったなら、もっと効果的だったんじゃがのう」

　時折そんなつぶやきがサタン様の口からもれることがあるのだ。

　身長１４０センチ、体重３０キロ。十歳さいくらいの女の子にしか見えない、貧ひん相そうな体形。

　かつては完かん璧ぺきなボディラインを保っていたサタン様だが、力を失った今では肉体そのものが退行し、このようなお姿となってしまわれたのだ。

　身体能力も見た目通りのもので、だからこそわたしという存在が必要なのである。

　だけど心配はいらない。サタン様は嘆なげいた後にいつも、こうおっしゃるのだ。

「ま、『こういう体つき』を好む輩やからもおることじゃし、的を絞しぼれば効果はあるかの」

　わたしはその言葉を聞くたび、心を揺さぶられる。

　サタン様は決して逃げない。自らの肉体を受け入れ、肯こう定ていし、少しでも有効活用なさろうとしているのである。

　なんと自分に厳しいお方なのだろう。

　しかしその前向きさは王に必要なものだ。どんな状況にも活路を見出す。それが王に求められる資質であり、役割なのだ。

　サタン様の歩む困難な道のりを想像し、わたしは拳こぶしを握にぎりしめて感かん涙るいにむせび泣いた。

　たとえ何があっても、わたしだけは、わたしだけはサタン様の味方です！

「む」

　わたしが一人でハッスルしていると、サタン様はふと立ち止まり、視線を一点に注いだ。その先にあるのは、路上に止められた一台の車だった。

　赤いボディカラーの、どこにでもある自動車である。その車には誰も乗っておらず、路上駐ちゆう車しやのままその場所に置かれているようだった。

　人間にしてはなかなか見上げたことをする奴やつもいるものだ。ここは確か駐車禁止の場所のはず。社会的に許されない駐車違反という悪行に、サタン様も感心なさっているのかもしれない。

　何を思ったのかサタン様はその車に近づくと、キャンディを口にくわえ、ゆっくりと右手を胸の前に持ち上げた。

　サタン様の右手人差し指には、指輪がはめられている。何の種類かは分からないが、赤く輝く小さな宝石を付した物だ。

　不意にサタン様はその指輪を目の前の車体に押し付け、右手を動かした。

　心地よい音と共に、次々と車体に傷が刻まれてゆく。

　やがてサタン様が手を休めると、そこには、

『魔ま王おう降こう臨りん』

　という文字が大きく描えがかれていた。

　こ、これは、サタン様が自らの配下に相応ふさわしいとお思いになった者にだけ与える、『魔の刻印』ではないか！

　悪あく魔ま顔負けの非道な行いに、サタン様はこの車の持ち主を立派な悪人としてお認めになったのだ！

「何しとんじゃいワレ！」

　そのとき突然、背後から騒そう音おんに近い大声が聞こえた。

　振り返ると、サングラスをかけ、アロハシャツを着たパンチパーマの男が、青筋を立てながらこちらに向かって歩いてくるのが見えた。

　年ねん齢れいは二十代後半くらいだろうか。今どき、サタン様が愛読なさっている少年漫まん画がの中でもお目にかかれないような、典型的なチンピラだ。

　わたしはサタン様の前に立って、すぐにでも殴なぐりかかってきそうなその男と対たい峙じした。

「どうかしましたか？」

「誰の車やと思っとんじゃい！　死なすぞワレ！」

　どうやらこの男が車の持ち主らしい。サングラス越しに見えるその瞳ひとみは血走っており、とても理性を保っているようには思えない。

　そんな男の様子を見て、サタン様は落らく胆たんのため息をついた。

「なんじゃ、てっきり熱心な悪魔崇すう拝はい者しやかと思うておったのじゃが、違うのか。ワシのサインが欲しかったのじゃろ？」

「誰がそんなもんいるかい！　なめとんかワレ！　死なすぞワレ！」

　どうにもまともな話し合いの通じる雰ふん囲い気きではない。このままではサタン様にも危険が及ぶかもしれない。

「ご主人様、こいつ殺したらダメなんですよね？」

「うむ、許さん」

　念のため確認してみるが、やはり許可は下りなかった。

　人間社会の中で暮くらす際に、サタン様から厳命されたのが『殺人の禁止』だった。

　理由は簡単。もったいないからだ。

　愚おろかな人間どもは、放っておけば勝手に罪を重ねてくれる。罪は悪意を生み、サタン様復活を早めてくれる。

　だが死ねばそいつはもう何もできない。悪事を働けない。それでは困る。

　特に目の前にいるような奴やつは優秀な人材だ。長生きすればするほど、サタン様復活のために多大な貢こう献けんをしてくれるだろう。

　仕方がない、強制的に無力化させるか。

　でも人間の身体からだは壊こわれやすいから、力加減が難しいんだよね。

　振り返ってサタン様の顔を見る。サタン様は小さくうなずき、早く終わらせるようにうながした。

　よし、やろう。

　わたしは軽く息を吐はいて目の前の男を見つめた。

　こいつも、いくら車を傷つけられたからといって、わたしたちなんかに絡からんでこなければよかったのに。せっかくサタン様が悪人であるとお認めになったのに、その功績も台無しだ。

「なんじゃワレ！　誰と話しとると思っとんじゃい！　殺すぞワレ！」

　自分が無視されていることでますます腹を立てたのか、男はワンパターンな口調に磨みがきをかけてすごんでくる。

　この手の人間は自分より強い相手には歯向かわないものだが、おそらく見た目にだまされて戦力差を誤ったのだろう。

　サタン様は子どもにしか見えないし、わたしはわたしで、ただのか弱い女の子だと、この男の目には映っているはずだ。

　わたしの肉体はこの国の人間と同じ肌はだ、同じ瞳ひとみ、同じ髪かみの色で形作られている。この国に溶とけ込みやすいように配はい慮りよして、サタン様がお作りになられたのだ。

　身長１６０センチ、体重４５キロ。設定年ねん齢れいは十五歳さい。どこにでもいそうな、普通の女の子。

　この男はわたしのことを、脅きよう威いだなんてかけらも思ってない。

　しかしこの肉体には、人間の限界を超えた力が秘められているのだ。

　わたしは目の前の男に向けて、力を極限まで制せい御ぎよし、優しく、ソフトに、右手を突き出した。

「えいっ」

　──次の瞬しゆん間かん、男は星になった。

　声も漏もらさず空の彼方かなたに吹っ飛ぶ彼を見送りながら、わたしは大きくため息をついた。

　まだまだ修行が足りない。

「……すみません、ご主人様。今度からはもっと注意して殴なぐります」

「ま、死にはせんじゃろ」

　のんびりとしたサタン様の声が聞こえる。穏おだやかなその声色が逆に怖い。うう、反省しますから、お許しください。

　どうか死んでませんように。

　小さな祈いのりをささげてから、障しよう害がいのなくなったわたしたちは目的の場所へと向かうのだった。




　近所のスーパーマーケットは屋や敷しきから歩いて十分のところにある。特に面白みのある場所でもないのだが、日々の生活に必要な物のほとんどはここで揃そろえることができるため、よく足を運んでいる。

　ご近所の人たちに人気のあるお店で、セールスタイムになると結構な混雑ぶりを見せてくれたりする。しかし今はまだ開店直後ということもあって人はまばらだ。おかげでずいぶん楽に買い物ができそうである。

　だが、今日は買い物だけが目的ではないのだ。

　平和ボケしたこの国の愚ぐ民みんどもに、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図を見せてやるのだ！

「んじゃ、離れて見ておれ」

「はっ」

　スーパーの手前まで来たところでご主人様の命めいが下り、わたしは一歩下がった。

　サタン様は目をわずかに細めて前方を見つめる。

　そして右手で顔を覆おおうと、

「ゆくぞ」

　小さくつぶやいた。

　その瞬しゆん間かん、サタン様の気配が急激に薄うすくなった気がした。

　空気と一体化したような、そんな印象を受ける。

　こちらの思おも惑わくなどに構わず何事もなかったかのように歩いてゆくその背後を、わたしはゆっくりと追う。

　不意にサタン様は立ち止まる。その目の前には一台の自転車があった。

　駐ちゆう車しや区域からはみ出して、通行の邪じや魔まになっている物だった。

　サタン様はその自転車を、無造作に蹴けり飛ばした。

　派手な音を立てて自転車は倒れる。通行人が一いつ斉せいにそちらへ視線を向ける。

　サタン様は鼻歌を歌いながら平然と歩みを再開させた。だが、誰もそのお姿を見とがめる者はいない。

　当然だ。今のサタン様を認識できる人間など、いるはずがないのだから。

　人間社会では、悪あく魔まは空想上の存在だとされている。実際に見た人がいないからだ。

　ではなぜ見た人がいないかというと、悪魔が『見つけられない工夫』をしているからである。

　悪魔には、人間にはない特別な能力がある。そのうちの一つが『確率を操作できる』というものだった。

　確率を操れるからこそ、悪魔は人間に見つからないのである。

　なぜ確率を操れると見つからないかというと、答えは簡単。『見つけられる可能性』を操作できるからだ。

　さっきサタン様がなさったのは、『他者が自分を目視できる可能性』を極端に低くする、というものである。

　今この場にいる人間の目に、サタン様のお姿は映っているはず。でも、サタン様をサタン様として、ここに存在していることを認識できる『確率』が極端に低いために、見えていることに気付かないのである。

　悪魔は通常、行動を起こしやすくするためにこの『認識される可能性』を低く保っている。だから誰もその姿を見ることができない。

　人間は観測することでしか実在を確認できない生き物だ。彼らにとって、観測できない存在は実在しないのも同然である。

　もちろんサタン様が現実に存在している以上、見つかる可能性はゼロではない。実際、能力の低い低級な悪魔は人間に発見される例もあるとかないとか。

　しかし、サタン様はかつて魔ま王おうと呼ばれ、悪魔の頂点に立ったお方だ。力の大半をお失いになった今でも、確率を操る能力は健在である。人の身を模した日常生活では使う必要のない能力だが、こうして悪魔として活動するときには惜おしみなく使用し、大いに役立ってくれる。

　ゆえに、自転車を蹴けり倒したのがサタン様だと気付く人間はいないのである。気付ける奴やつなんて、よっぽど運が良いか、わたしのように人にあらざる者くらいだ。

　いずれにせよ、ここにいる人間どもは何も気付いていない。せいぜい『風が吹いて自転車が自然に倒れた』程度に解釈しているくらいだろう。

　たかだか使い魔までしかないわたしは確率の操作などできないが、使い魔だからこそ、今でもわたしはサタン様のお姿を見ることができる。

　そんな今のわたしにできることは、陰ながらサタン様のご活かつ躍やくを見守ることくらいだ。危険が及べばすぐに助けられるよう、少し離れながらご主人様の後に付いてゆく。

　──背後で何人かの人間が、こちらに視線を向けながら自転車を片付けていたみたいだが、わたしたちには関係のないことだろう、きっと。

「またあの子よ。たまに見かけるわね」

「そりゃあ通行の邪じや魔まだったし、迷めい惑わくだって思う気持ちも分かるけど、もうちょっとやり方ってものが、ねえ？」

　などというセリフも聞こえてきたが、関係ない、関係ない。

　店内に入ったサタン様は周囲を見回し、標的を定めるとそこに向かって歩き出した。

　立ち止まったその目の前には、納なつ豆とうや豆とう腐ふなどが置かれている商品棚だながあった。

　しばしの間あいだ並べられた商品を見つめていたサタン様は、おもむろにその中の一つを手に取り、上下左右に角度を変えて眺ながめ回した。

　４パック百円の納豆だった。なかなかお買い得な値段だった。

　何を思ったのかサタン様はそれらの納豆を、商品棚の奥の方にある同じ種類の納豆と入れ替え始めた。手前の物は奥へ、奥の物は手前へ。

　やがて作業を終えたサタン様は満足そうに小さく笑みを浮かべ、別の場所へと歩いて行った。

　何をしていたのだろうか。確認するためにその商品棚に近づき、サタン様が触さわっていた納豆のパックをいくつか手に取ってみる。

　手前と奥の物を何度か見比べてみて、一つのことに気が付く。

　これは、賞味期限の新しい物が、手前へと持ってこられている？

　そのとき、わたしの脳裏に電でん撃げきが走った。

　そうか、サタン様の狙ねらいが分かったぞ！

　賞味期限の迫っている物から手前に並べていく並べ方は、業界用語で『先入れ・先出し』と呼ばれるものだ。

　古い商品から先に売りさばくことで、期限切れになって廃はい棄きしなくて済むようにするための、合理的・効率的な手法である。

　そんな店側の涙なみだぐましい営業努力を、サタン様は土足で踏みにじろうとなさっているのだ！

　消費者本位の自分勝手で卑ひ劣れつな行為！

　しかも買う気なんてないのに！

　納豆なんて身体からだに良い物、食べたことないのに！

　やはりサタン様は恐ろしいお方だ……。自分とは無関係な物に、これほどまでのことを平然とやってのけるなんて。

　まさに外げ道どう、悪あく魔まの所業。

　わたしが感動に打ち震ふるえている間に、サタン様は次なる標的を見つけたようだった。

　サタン様が向かった先は、肉類が置かれている区域だった。

　そこでまず目に付いたのが、試食コーナーである。

　小さく切られたソーセージが鉄板プレートで焼かれ、使い捨ての小こ皿ざらに載のせられていくつも並べられている。ソーセージにはつまようじが刺ささっていて、サタン様はそのうちの一つを無造作に手に取ると、ためらいもせずに口の中に入れた。

　表情も変えずに口を動かす。美お味いしいんだか美味しくないんだか分からないけど、とにかく口を動かし続けている。

　サタン様の行動はそれだけでは終わらなかった。口の中の物を食べ終わる前に、他ほかのソーセージへと手を伸のばしたのだ。

　ソーセージを次から次へと口に放り込み、頰ほおをふくらませながら、それでも手を休めない。

　やがて試食用のソーセージが空になると、サタン様は軽くお腹なかをさすってからその場を後にした。

　そのあまりの恐ろしさに、わたしは身動きひとつできなかった。

　いくら人間に気付かれないからとはいえ、全すべて平らげるとは。いや、たとえ気付かれていたとしても、サタン様は同じことをやり遂げていただろう。

　しかも食べるだけ食べておいて、やっぱり買うつもりなんてまったくない。

　消費者としての権利を最大限に行使した、営業妨ぼう害がいにも等しい行為である。並大抵の神経の持ち主には決して真ま似ねのできない、非道な振る舞いである。そして、サタン様は並大抵のお方ではない。

　改めてご主人様の偉大さを確かめていたそのとき、突然背後から物音が聞こえた。

　振り返ると、小学生くらいの男の子の姿が見えた。

　世間では今日は確か祝日だったはず。だからこんな時間に子どもがいるのだろう。

　取り立てて目立つところのない、平へい凡ぼんな子どもである。しかしその姿は、この場に似つかわしくないものだった。

　男の子はキックボードに乗って、店内を滑かつ走そうしていたのだ。

　それを見て、わたしは小さく感嘆の息をもらした。

　こんな狭くて人の多い場所で乗り物に乗ってスピードを出すとは、なんたる危険行為。将来が楽しみな逸いつ材ざいである。褒ほめてつかわすためにも、是ぜ非ひとも親の顔が見てみたい。

　しかしその思いもすぐに断ち切られることになる。男の子がスピードを落とすことなく、サタン様のいる方へと向かって行ったのだ。

　サタン様は今、周囲の人間には気付かれない状態にある。それはあの男の子に対しても同様で、彼は自分の進行方向の真正面に誰かがいるなどとは思ってもいないだろう。

　仮に気付いたとしても、このような場所でキックボードを乗り回すような奴やつだ。そのまま直進して、目の前の相手に無理やり避よけさせようとするはずである。

　だが魔ま王おうたるサタン様が道を譲ゆずるだなんて、万が一にも考えられないことだった。

　実際、今だって通路の端はしの方へ移ったりなどせず、悠ゆう然ぜんとキックボードの彼を見つめている。

　このままではぶつかる。危険だ。

　飛び出そうと思ったそのとき、サタン様と目が合った。

　手を出すな。視線がそう訴えていた。

　わたしはうなずいて足を止め、動向を見守る。

　男の子が間近へと迫ったとき、サタン様が動いた。

　右腕うでを胸の高さに持ち上げて横に開き、関節を直角に曲げてヒジから上を真上に掲げる。拳こぶしはグーの形に握にぎられていた。

　あれは、もしや……。

　驚きに目を見開いたとき、二人の身体からだが交こう錯さくする。

　その瞬しゆん間かん、サタン様の右腕は男の子のノド元に食い込んでいた。

　男の子の身体が宙に浮き、サタン様は勢いのまま、叩たたきつけるように腕を振り抜いた。

　鈍にぶい音を立てながら、男の子は背中から床ゆかに激突する。

　何が起きたのか分からないかのように、男の子はぼんやりと天てん井じようを見つめた。しかしそれも一いつ瞬しゆんのこと、襲おそいくる痛みに耐えかねて、彼は大声を上げて泣き出した。

　決まった！　サタン様が持つ６６６の必殺技の一つ、ギロチンラリアットだ！

　話には聞いていたが、この目で見るのは初めてだ。興奮のあまり、わたしは思わずガッツポーズを取っていた。

　あれはおそらく、サタン様なりの洗礼の儀ぎ式しきなのだろう。

　若き逸いつ材ざいに敬意を表し、全力で出迎える。あの子にはそれだけの価値があると、そうお思いになったのだ。

　良かったな、少年。貴様はなかなかの有望株らしいぞ。

　だから泣くな。その痛みはきっと、貴様が立派な悪人になるための助けとなるはずだから。

　ふと、サタン様の方を見てみると、腕をさすりながらちょっと涙なみだぐんでいた。

　あー、やっぱりサタン様も痛かったんだ。思いっきりぶつかったからなあ。

　わたしが見ていることに気付くと、サタン様は目をこすって顔を背そむけ、歩き出した。

　さすがです、サタン様！　自分へのフォローも完かん璧ぺき！

　臣下の者には弱みを見せない。それでこそ王としてのあるべき態度！

　感極まってこっちまでもらい泣きしそうになるところをぐっと堪こらえ、わたしはサタン様の後を追い続けるのであった。

　視界の隅すみに、少年の元へ駆かけ寄る母親の姿が見えた。




　その後もサタン様は次々と罪を重ねていった。

　そのたびにわたしは拳を固く握にぎり、陰から無言のエールを送り続けた。傍はたから見れば相当怪しい人物だったかもしれない。でも気にしない。

　周囲の視線がサタン様に集中していたのは、きっと次々と起きる奇き妙みような現象が注目されていたからに違いない。だって確率の操作をしているんだから、サタン様のことが気付かれているはずがないのだ。

　サタン様自身が好奇の目にさらされていた、なんてことは絶対にありえない。ありえるはずがない。

　ひとしきり悪事を済ませると、満足なさったのかサタン様は手まねきしてわたしを呼び寄せた。すぐそばまで行くとサタン様は、

「ちと疲れたわい。ここまでにしておくか」

　なんてことをおっしゃりながら気配を元に戻し、確率の操作を中断した。これで周囲の人間にもご主人様のお姿が見えるようになったはずだ。

「さ、買い物をするかの」

「はい。何か欲しい物があったら言ってくださいね」

　入店から一時間は経たっただろうか。ようやく本来の目的を実行することになった。

　と言っても目指す場所は一箇所しかない。お菓か子しコーナーである。

　駄だ菓が子しを中心に、サタン様が好むお菓子を買い物カゴの中に次々と入れていく。サタン様も気に入ったお菓子をご自分でカゴに放り込む。

　選ぶ基準は当然、どれだけ身体からだに悪そうか、である。油っこい物、添てん加か物ぶつたっぷりの物、いかにも人工的な味のしそうな物、などが対象となるのだ。

　カゴの中がいっぱいになったところで、飲み物も補充しておく必要があったことを思い出し、飲料水のコーナーへ足を向ける。

　サタン様は紅茶やコーヒーなどといった、オシャレな飲み物は口にしない。甘ったるいだけの無果汁の炭酸飲料、特に最近はメロンソーダ味がお気に入りだ。

　目当てのペットボトルを何本か無理やりカゴの中に押し込む。

　もちろん、選んだのはなるべく安っぽい外観の物だ。その方が味の悪さにも期待できる。

　買い物を済ませたわたしたちはスーパーの袋ふくろに荷物を詰め込み、店を出た。

「ん」

　帰り道の途と中ちゆうで、不意にサタン様がわたしの袖そでを引っ張った。無言で見つめるその先には、一件のクレープ屋がある。

　わたしはうなずき、チョコカスタード味を二つ注文した。

　その後、近所の公園のベンチに座って二人で食べた。

　わたしが半分ほど食べた頃にはもう、サタン様はすでに食べ終わっていた。

「食いきれんのなら、ワシが食ってやるぞ？」

　サタン様がそうおっしゃったので、喜んで差し上げる。

「では、後始末をお願いします」

「うむ、苦しゅうない」

　わたしたちの間ではよくあるやり取りだった。




　サタン様の外出というちょっとした出来事がありながらも、いつもと変わらぬ一日。

　そのときのわたしはそう思っていた。

　空には雲が広がり始めていた。

　何か良いことが起こりそうな、そんな空模様だった。













　　　第二章　未知との遭遇！







　公園には緩ゆるやかな時間が流れていた。

　祝日ということもあって子どもたちの姿が多く、滑すべり台やブランコ、あるいは自前のサッカーボールを蹴けり合って遊ぶ子たちで辺りは賑にぎわっている。

　砂場には二人組の男の子がいて、さっきから砂の城を作っていた。わたしとサタン様はクレープを食べ終えた後も、ぼんやりとその様子を眺ながめていた。

　やがて城が完成する。喜びを分かち合う二人。若き日の楽しい思い出。

　そうなるはずだった。

　砂場に一人の男の子が乱入してきたのは、そのときだった。おそらくこの場にいる子どもたちの中で、一番高学年の子だろう。

　彼がその二人組に恨うらみがあったかどうかは分からない。知り合いなのか、赤の他人なのかもわたしは知らない。ただ、彼がムシャクシャしているのだろうということだけは、雰ふん囲い気きで分かった。

　突然彼は、砂の城を踏ふみ潰つぶした。

　唐とう突とつだった。唐突すぎて、二人組の男の子は何が起きたのか、すぐには理解できなかった。その間にも、砂の城の崩ほう壊かいは止まらなかった。

　やがて事態を把は握あくした二人の男の子は涙なみだを浮かべ、大声を上げて泣き出した。

　和なごやかだったはずの空間に、気まずい空気が流れた。皆の視線が砂場に注がれる。

　しかし周囲の注目を浴びつつも、砂の城を潰す彼の足は止まらない。一心不乱に踏み続ける、踏み続ける。

　そこで繰くり広げられているのは、ただのケンカなどではなかった。強者から弱者への、一方的な暴力だった。

　受け売りの知識だけど、人間社会ではあれくらいの年の子は、年ねん齢れいによる力の差が相当大きいらしい。小学生の頃などは、一歳さい違うだけでもう何も逆らえないのだそうだ。

　城を踏み潰す彼が、そのことを意識しているのかどうかは分からない。しかしいずれにせよ、彼は自らが持つ力を最大限に行使し、公園全体に悪意を撒まき散らしている。

　類たぐいまれなる逸いつ材ざいである。

　今け朝さからの例でいくと、今回もサタン様はなんらかのアクションを起こすはず。これほどの人材を放っておくはずがない。

　期待のまなざしを向けるのとほぼ同時に、ご主人様はゆるりと立ち上がり、静かに目を細めた。

「サタン様」

「うむ、分かっておる。なかなか見上げた奴やつじゃ」

　サタン様の気配が薄うすまる。さきほどと同じ、確率の操作である。

　再び洗礼の儀ぎ式しきを行うのだと、そう思った。

　だが、

「しかし、上には上がおることを分からせんとのう」

　サタン様はそんな言葉をもらして、砂場へと足を向けた。

　どういう意味だろう。路上駐ちゆう車しやのチンピラやスーパーマーケットの子どもの時とは、状況が異なるということだろうか。

　サタン様の後ろ姿を見送りながら、その背中にまとわる闘気のようなものを感じた。ただならぬ様子から、ようやくわたしはご主人様の深いお考えに気付き、自らの思し慮りよの浅さに呆あきれる。

　サタン様は、格付けをなさるおつもりなのだ。

　見て分かる通り、彼は立派な悪人だ。そんな彼を前にして、魔ま王おうとしての血が騒さわいだのだろう。どちらが強者なのか、そしてどちらが上の立場なのかを思い知らせる必要があるのだ。

　理り不ふ尽じんな現実を見せつけ、絶対に勝てない相手がいることを、身をもって理解させる。それが魔王としてのプライドなのである。

　やがてサタン様は狙ねらいを定めると、一気に駆かけ出した。

　目標に間近へと迫った瞬しゆん間かん、サタン様は小さく飛び上がり、両足を揃そろえて進行方向に向かって突き出した。

　いまだ破壊活動をやめようとしない彼の背中に、サタン様の両足がめり込む。衝しよう撃げきで彼は吹っ飛び、頭から砂場に突っ伏した。

　決まった！　６６６の必殺技の一つ、マジカル☆ドロップキックだ！

　受け身に成功したサタン様はすぐさま起き上がり、まだ動けないでいる彼の背中を思いっきり踏みつけた。

　何度も何度も踏みつける。一心不乱に踏みつける。まるで彼が砂の城を踏み潰つぶしたことの再現みたいだった。

　やがて突然のことに混乱していた彼も、痛みのためか恐れのためか、声を殺して泣き始めた。

　周りの人間にしても訳が分からないだろう。砂の城を踏み潰していた男の子が、何も起きてないのに急に吹っ飛んだかと思うと、いきなり泣き出したのだから。

　親おや御ごさんたちが顔をしかめながらヒソヒソと話し合っているのは、大声で泣く男の子を迷めい惑わくだと思っているからに違いない。

　いずれにせよ、これでサタン様の勝ちだ。

　恐怖を植えつけることに成功なさったサタン様は額ひたいに浮き出た汗あせをぬぐい、こちらに向けて勝利のブイサインを見せた。それに応こたえるように、わたしも親指を立てて前に突き出す。

　見知らぬ男の姿が見えたのは、そのときだった。

　ラフな格好をした、若い男だった。ご主人様の華か麗れいなるご活かつ躍やくに夢中で気付かなかったが、いつの間にか男はそのすぐ後ろに立っていた。

　そして唐とう突とつに、サタン様の頭にゲンコツを落とした。

　鈍にぶい音がした。いきなりのことなので、止める暇ひまもなかった。

「やりすぎだ、バカ」
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　男の言葉で我に返り、わたしはすぐさまサタン様の元へ駆かけ寄った。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ご主人様！」

　両手で頭を押さえながら、サタン様はその場にうずくまっていた。返事はない。

　どうしよう。見たところ外傷はないようだが、場所が場所だけに安心するわけにはいかない。内出血は起こしてないだろうか。骨にヒビが入ってないだろうか。

　不安で心が押しつぶされそうになる。動揺して何をすればいいのか分からず、サタン様を見つめることしかできない。

「立てるか？」

　そんなわたしの背中から、男の声が聞こえた。

　反射的に振り向く。見ると、あの男が砂の城を破は壊かいした子どもを起き上がらせ、頭をなでているところだった。

　その態度に腹が立ち、思わず声をかける。

「おい、貴様！」

　男はわたしに気付くと、不ふ機き嫌げんな顔を作りながら言った。

「……あんた、そのお嬢じようちゃんの保護者か？　年上のあんたが、ちゃんと小さい子の面倒を見なきゃダメだろ」

　ぶしつけなその言葉に苛いら立だち、男をにらみつける。

　身長は１７０センチくらいで、おそらく高校生。髪かみを短く刈かり込み、両手をポケットの中に突っ込んでいる。中肉中背のどこにでもいそうな若者だが、眼光だけはやけに鋭するどく、こちらを見つめている。

　現時点で彼に関して分かるのは、その程度のことだけだ。だが、いま重要なのは彼がどんな人間かということではない。何をしたか、である。

　こいつはサタン様に危害を加えた。すなわち敵てきだ。

　敵は排はい除じよしなければならない。

　男の正面に向き直り、わずかに腰こしを落として右手に力を込める。

　今け朝さのように手加減できるかどうか分からない。乱れた心を制せい御ぎよする気もない。

　サタン様を傷つける者は、誰であろうと許すわけにはいかないのだから。

　いざ、目の前の男を殴なぐろうとしたとき、

「待て、リリス」

　制止の声が聞こえた。

　サタン様が立ち上がり、涙なみだ目めになりながらわたしのスカートの端はしを握にぎっていた。

「ご主人様、しばしお待ちください。すぐに片付けますので」

「いいから待てと言うておろうに」

　使い魔まとしての使命を果たそうとするわたしをなおも押しとどめて、サタン様は涙をぬぐう。そして一歩前に出ると、まっすぐに男を見上げた。

「おぬし、なぜワシを殴ったのじゃ？」

　子どもらしからぬサタン様の口調に、男はわずかに眉まゆをひそめる。しかしすぐに気を取り直すと、壊こわれた砂の城に親指を向けながら、口を開いた。

「ここを通りかかったとき、ちょうどこいつが暴れているところだったんだよ。で、止めようと思ったら、いきなりお嬢ちゃんが飛び蹴げりを食らわせたから、お嬢ちゃんの方を止めた」

　返答を無言で聞きつつも、サタン様は男から目をそらさない。

「そりゃあ、悪いのはこいつだろうさ。でもな、だからってあそこまでやらなくてもいいだろ。物事には限度がある。やりすぎは良くない。俺おれの言ってること、分かるか？」

「ワシを殴ったのは、限度の範はん囲い内だということか？」

　当然とでも言うように、男は無言でうなずく。その態度にわたしは再び胸に殺意を抱いだいた。サタン様に説教とは、いい度胸だ。

　しかしサタン様はスカートの端はしを引っ張り、こちらの動きを制する。

「ご主人様、こいつからはもう何も聞き出せませんよ。さっさと始末しましょう」

「……冷めきった今の世の中、見知らぬ子ども相手に手を上げることの出来る人間など、そうそうおらん。そう考えると、こやつはなかなか男おとこ気ぎのある奴やつだと思わんか？」

　サタン様は目の前の男を見ながらそんなことをおっしゃる。

　どうやらそれほどお怒りではないようだ。それどころか、むしろ喜んでさえいるようだった。よく分からないけど、サタン様はこの男のことを気に入ったみたいだ。

　ならばわたしも矛ほこを収めよう。ご主人様の意に反する行動は慎つつしむべきだ。軽く深呼吸をして気持ちを落ち着ける。

　──そういえば。

　男の話を聞きながら、わたしはちょっとした違和感を覚えていた。

「サタン様、一つお尋たずねしたいのですが」

「なんじゃ？」

「この男はなぜサタン様のことに気付いたのでしょうか？」

　サタン様は今、確率の操作を中断している。男に殴なぐられたことで集中が途と切ぎれたのだろう。そのせいで周囲の人間から好こう奇きの視線にさらされるハメになっている。当然と言えば当然ではある。

　でも、この男がサタン様にゲンコツを落としたのは、確率を操作している最中のことなのだ。

　普通の人間なら、サタン様がこの場にいることすら気付けるはずがない。

「ん？　うむ、それはじゃな──」

「あっ、そうか！」

　だがわたしはサタン様の返答を待たず、即座に事の重大さを理解する。こんな簡単な問題、質問する前に気付くべきだった。

　つまり、この男は普通の人間ではない、ということなのだ。

　少なくとも、どこにでもいるような青年などではない。

　そうか、だからサタン様はこの男を始末なさろうとせず、様子を見ておられるのだ。

　この男にはなんらかの利用価値がある。もっと詳くわしいことを知る必要がある。だから、わたしを止めたのだ。

「と、いうことなんですね？」

「う、うむ。そうじゃ。そういうことなんじゃ」

　サタン様は胸を張りながらお答えになる。やっぱりそうだったんだ。

　さすがはサタン様、その判断力の高さには頭が下がる思いである。自分の単純さが恥ずかしい。男おとこ気ぎ云うん々ぬんといったセリフは、あくまでカモフラージュなのである。

　しかしそういうことならば、サタン様の行動にも納なつ得とくできる。もちろん、納得できなくてもご主人様の命令に逆らうつもりなんてないのだが、とにかく、冷静さを取り戻せたわたしは、同意を示すために大きくうなずいた。

「何を話してるのか知らねえけどよ」

　わたしたちの会話を不ふ審しんに思った様子もなく、男が口をはさんでくる。

「まずはこいつらに事情を聞こうぜ」

　そう言って彼は子どもたちに顔を向け、ヒザを折って同じ高さの目線で見つめた。

「おいボウズ、なぜあんなことをしたのか、教えろ」

　子どもたちの一人の、城を壊こわした子に男は尋たずねる。乱暴な言葉遣づかいに怯おびえつつも、男の子は鼻をすすりながら、やがて途と切ぎれ途切れに言葉をもらし始めた。

　話をまとめると、こういうことらしい。

　男の子は今日、家族で遊園地に出かける予定だった。それは二週間前から決まっていたことで、彼はこの日をとても楽しみにしていた。

　だけど今け朝さ、彼の父親にどうしても外せない仕事が急に入ったのだ。そのせいで予定はキャンセル、男の子の必死なお願いも通じず、父親は会社へ。

　失望の中、することもなくフラフラと近所の公園にやってきた男の子は、楽しそうに遊ぶ子どもたちを見たことで怒りが噴ふん出しゆつ、気が付いたら砂の城を踏ふみ潰つぶしていた。

　と、まあそれがこの男の子なりの事情なのである。

　ようするに八つ当たりなのだが、理由が判明したためか、二人組の男の子も許す気になったのだろう。同情の視線を彼に向けている。

　男は話を聞いている間ずっと無言だったが、やがて小さくため息をつくと、男の子の頭に手を乗せて乱暴に髪かみをかき乱した。

「お前な、んなことでいちいち腹立ててたら、これから苦労するぞ。世の中にはもっと理り不ふ尽じんなことなんていっぱいあるんだからよ」

　男のセリフは慰なぐさめてるんだかなんだか分からないものだったが、彼の言葉でひとまずは気持ちの整理がついたのか、男の子はもう泣き止やんでいた。砂の城を壊したことを二人組の子に、「ごめんなさい」と謝り、その場は丸く収まった。

「さて、次はお嬢じようちゃんの番だな」

　収まったと思ったら、男はサタン様へと視線を移しながら、突然そんなことを言った。

「ワシがどうかしたのか？」

「このボウズに暴力を振るっただろ？　謝りなよ。もちろん、お嬢ちゃんはお嬢ちゃんで、何か事情があったのなら聞くが」

　サタン様の口が、への字に曲がった。かなり機き嫌げんが悪そうだった。

　確かに返事に困る状況だった。事情はある。あるけど、格付けをするため、などと言ってもきっと意味が通じないだろうし、男の正体が分かるまではこちらの素す性じようを明かすわけにもいかない。かと言って人間の子ども相手に頭を下げるなんて、魔ま王おうとしてのプライドが許さない。

「……ふん」

　サタン様はわたしの腕うでを引っ張ると、無理やり顔を近づけて小声で言った。

「リリス。さっき買ったお菓か子しをいくつか、この子らに与えよ」

「えっ、いいんですか？」

「構わぬ。好きなだけくれてやれ」

　なるほど、物で釣つるのは安あん直ちよくだが非常に有効な手段だ。無条件でこちらの非を認めるのではなく、あくまで『与える者』として上の立場を保とうというお考えなのだろう。

　わたしは買い物袋ぶくろの口を開き、中からいくつかの駄だ菓が子しを取り出した。

「愚ぐ民みんどもよ！　ありがたく施ほどこしを受け……」

　言葉の途と中ちゆうでサタン様がスカートを引っ張る。

「一般人のフリをせよ。普通に話せ、普通に」

「ああ、そうでした。ええっと、ボクたち、お腹なか空いてない？　お菓子あげようか？」

　手に持ったお菓子を子どもたちの目の前まで近づける。彼らは遠えん慮りよがちにわたしとお菓子を交こう互ごに見比べていたが、わたしが作り笑顔で大きくうなずいてやると三人は顔を見合わせ、同時に一つずつ受け取った。

「これでよいのじゃろ？」

「ん、まあ、喜んでるみたいだし、いっか」

　サタン様の勝ち誇ほこった言葉に、男が頭をかきながら答える。

　よかった。ご主人様の機き嫌げんも直ったみたいだし、これで一安心だ。

「あの」

　気分を良くしていると、砂の城を壊こわした子が声をかけてきた。

「ん、何？」

「あの……、ありがとう、おねえちゃん」

　ためらいながらも、彼はそんなセリフを言って頭を下げた。年長者に続けとばかりに、二人組の男の子も「ありがとう」「ありがとう」と言葉を続ける。

「お城、作り直そっか。僕も手伝うよ」

　城を壊した本人が申し訳なさそうに言うと、二人組の子は目を輝かせて、同時にうなずいた。

「うん、いっしょにつくろう！」

　子どもたちはもうわたしたちのことなど構わず、熱心に城を作り始めた。あんな惨さん事じがあったのに、今ではすっかり仲良しになっている。

　公園には元の和なごやかさが戻っていた。一件落着したことで、周囲の人間も皆、興味を失ったのだろう。今はこちらのことなど気にせず、誰もが思い思いの遊びに興じている。

「ご主人様」

「ん、なんじゃ？」

「感謝、されちゃいましたね」

「そうじゃの」

「せっかく険悪な雰ふん囲い気きだったのに、台無しですね」

「仕方あるまい、そういうこともある。それより問題は、あやつじゃ」

　サタン様は横にいる男に目を向けた。彼は笑顔を取り戻した子どもたちを見て、「ふん」などと言いつつも、満足げな表情を浮かべていた。

　そう。多大な犠ぎ牲せいを払はらったのは、こいつのことを知るためなのだ。

　わたしたちの視線に気付くと、彼は真顔になってこちらを向き、はっきりとした口調で言った。

「悪かったな」

「ん？　何のことじゃ？」

　突然の言葉に、サタン様が疑問の声を上げる。

「お嬢じようちゃんを殴なぐったことだよ。痛かっただろ？」

「おお、そのことか。気にするでない、あれは全面的にワシが悪かったのじゃから、殴られるのは当然のことじゃ。むしろよく止めてくれたと言いたいくらいじゃよ。……おぬしには迷めい惑わくをかけてしまったし、お礼代わりと言ってはなんじゃが、何かワシらにできることはあるかの？」

　突然の申し出に、男は困こん惑わくの表情を見せた。

「んなこと言われても、お嬢ちゃんにやってもらうことなんて、特に……」

「もし用事でもあるのなら、なんでも手伝ってやるぞ。ここで会ったのも何かの縁えんじゃ」

「……あー、すっかり忘れてた。そういやそうだったんだ」

　男は小さく舌した打うちすると腰こしに手を当て、何やら考え事をしていたが、やがてゆっくりとサタン様に顔を向ける。

「それじゃ、手伝ってもらおっかな。人手が増えりゃ手間も省けるし、保護者付きなら問題も起きねえだろう。せっかくの善意を断るのも悪いしな」

「善意か。善意、まあいいじゃろう。善意、のう」

　サタン様はブツブツとつぶやいている。善意という言葉がお嫌きらいなのだ。

「でも、お嬢ちゃんたちにはつまらねえことかもしれねえぞ。いや、まあ、俺おれにとってもつまらないことではあるんだが」

「なんでも構わんから、早く案内するがよい」

「ん、そっか？　別にいいけどさ」

　どうやら話はまとまったようだ。彼はまだ思うところがあったみたいだが、それ以上は何も言わず、わたしたちに背を向けて足を踏み出す。

「ところで、おぬし、名をなんと言う？」

　その背中に向かって、サタン様が声をおかけになった。

「愛あい沢ざわだよ。愛沢悟さとる」

　男は振り向かずに答えると、そのまま目的地へ向かって歩き始めた。

　妙みような事態になってきたことは、肌はだで感じている。いつものように買い物をしに来だけだったのに、今は『アイザワサトル』と名乗るこの男の正体を探ろうとしている。

　わたし自身は、こんな奴やつサクッと片付けて、屋や敷しきに帰って部へ屋やの掃そう除じでもしたいところだ。

　だけどわたしは使い魔まだ。使い魔は主人の命めいに従うのみである。

　それに、サタン様の完全復活のためだと思えば、どんな困難にでも耐えられる自信はある。愛沢とやらが何者かは知らないが、素す性じようが分かり次第、ご主人様が適切な判断を下してくれるだろう。それまでわたしは自分の仕事を黙もく々もくとこなすだけだ。

　用事でもなんでも押し付けるがいい。もしも貴様について何かが分かるのなら、どんなつまらないことでも笑顔でやり遂げてみせよう。

　決意を新たに、サタン様と目を合わせる。

　わたしたちは同時にうなずき合い、今け朝さと同じように手をつないで彼の後に続いた。

　──それから十分後、わたしたちは世にもおぞましいものを見るハメになるのだった。




「あ、やっと来た。遅いよ、悟」

「っせーな。ちょっとゴタゴタしてたんだよ」

　着いた場所は駅前の広場だった。祝日のためか、周囲には結構な数の人間があふれている。

　到着するなり、愛沢の姿を見つけた一人の女が声をかけてきた。

　フチのない眼鏡めがねをかけた、愛沢と同じ年くらいの女の子だ。

　身長はわたしより少し低いくらい。簡素な服で身を固め、肩かたまで伸のびた髪かみは綺き麗れいに切り揃そろえられている。

「あれ？　その人たちは？」

　彼女はわたしたちに視線を移しながら、小さく首をかしげる。

「ああ、こいつらは、ええっと、名前なんだっけ？」

「……」

　サタン様は答えず、目の前の女を凝ぎよう視ししていた。彼女は今、右手には火バサミを、左手にはサイズの大きい半透とう明めいのビニール袋ぶくろを、それぞれ手にしている。

「まあいいけど。それより、ほら、悟も持って」

　女はそう言ってビニール袋を一枚、愛沢に手渡す。愛沢は軽く舌した打うちしつつも、面倒くさそうにそれを受け取った。

「ったく、なんでいつもこんなことやらせんだ？」

「またそれ？　悟さとるのためだって言ってるでしょ」

「余計なお世話だっつってんだろ。やるなら一人でやれよ」

「悟がやらなきゃ意味ないの」

「……愛あい沢ざわよ、おぬしは一体、何をする気なんじゃ？」

　二人の会話にサタン様が割って入る。

「見て分かんねえか？　ゴミ拾いだよ。いわゆるひとつの、ボランティア活動ってやつ」

　愛沢の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、サタン様の顔が一気に青ざめた。額ひたいからは汗あせを流し、手足は細かく震ふるえている。

「おお、ボランティア……。なんと恐ろしい響ひびきじゃ……」

　サタン様が恐れるのも当然のことだった。

　奉ほう仕し活動は、悪あく魔まにとっては最も忌いむべきことなのだ。

　公共の場でのゴミ拾い。一銭せんの得にもならない、博愛に満ちた行為。そんなことを魔ま王おうたるサタン様がやろうものなら、精神だけでなく肉体にも大きなダメージを受けかねない。

「…………リリス、気が変わった。ワシは帰るぞ」

　サタン様は拳こぶしを強く握にぎりしめながら、不ふ機き嫌げんな声で言った。

「はい。心しん中ちゆうお察しします」

　心から同情し、深く頭を下げる。

　こちらの事情など知らず、愛沢は眼鏡めがねの女となにやら話し合っていた。時折わたしたちの方を指差していることから、手伝いたいという話について説明しているのだと推測する。

「リリスよ、お前はここに残り、愛沢に手を貸せ。不本意かもしれんが、堪こらえよ」

「……了解しました。でも、この荷物はどうしましょう？」

　わたしは自分の右手を軽く上げながら言った。そこには、さっき買ったお菓か子しやジュースでいっぱいになった買い物袋ぶくろがある。

「それはワシが代わりに持って帰ってやろう」

「え、いいんですか？　結構重いですよ？」

「ワシを誰だと思っておる。買い物袋の一つや二つ、どうということはない」

　サタン様がわたしの手から荷物を奪うばう。途と端たん、バランスを崩くずしてよろめき、危うく転びそうになる。

「えっと、本当にいいんですか？」

「くどいぞ。大だい丈じよう夫ぶと言ったら大丈夫じゃ」

　顔を赤くしながら、サタン様は荷物を両手で抱かかえている。どう見ても大丈夫じゃない。

「リリス、一つ指示を与える」

　大だい丈じよう夫ぶじゃないのに、それでもサタン様は威い厳げんを保ったお言葉を発する。

「愛あい沢ざわの肉体の一部を摂せつ取しゆし、持ち帰れ。どんなに小さくてもよい。細胞の一ひと欠片かけらでも構わん。ただしあやつがまだ何者か分からぬ以上、危害を加えてはならぬ。任務が終わり次第、速やかに帰き還かんせよ」

　やはりだ。サタン様はあの男に、何か異質なものを感じているようだった。そうでなければここまで熱心に正体を探ろうとはしないはずだ。

「かしこまりました。必ず遂すい行こうしてみせます」

「うむ、期待しておるぞ。では、また後でな」

　言い終えると、サタン様は屋や敷しきに向かって歩き出した。その足取りはフラフラでとても頼りなく、見ていると不安で胸がいっぱいになる。

　あ、転んだ。

　こっち見てるこっち見てる。ちょっと涙なみだ目めだ。

　大丈夫かな。本当に大丈夫かな。

　サタン様は立ち上がって、こっちを見るなとでも言うように手を振り、再び歩き出す。駆かけ寄りたい衝しよう動どうにかられつつも、今はやるべきことをやらなければならない。

　後ろ髪がみを引かれる思いで、しかし未み練れんを断ち切るために、わたしは背を向けた。

　サタン様、わたしは必ず務めを果たしてみせます！

　だから、だからどうかご無事で！

「あれ？　あのお嬢じようちゃん帰るのか？」

　拳こぶしを固く握にぎりしめているところへ、愛沢が声をかけてくる。

「え？　ああ、はい。ちょっと急用ができたもので」

「大丈夫か、あんな小さい子を一人で帰して」

「貴様、ご主人様を愚ぐ弄ろうする気か！　お一人でも立派にご帰還なさるに決まっている！」

「え、いや、なんだよ、いきなり」

　っと、いけない。一般人のフリ、一般人のフリ。

「……大丈夫ですよ。ああ見えてしっかりしてますから」

　笑顔、笑顔。

「それならまあ、いいけどさ。それで、あんたはどうするんだ？　手伝うのか？」

「はい、喜んで」

　笑みを作ったまま即答する。本当は不ふ愉ゆ快かい極まりないが、我が慢まん、我慢。

「んじゃ、これ持って適当にそこらのゴミを拾ってくれな」

「はいはい、喜んで」

　愛沢からビニール袋ぶくろを受け取り、スマイル、スマイル。

　こうして、ボランティア活動は始まった。

　活動そのものは特に難しいことではなかった。この程度のことなら小学生だって出来るし、お屋や敷しきの掃そう除じに比べれば大した労力も使わない。

　それでもゴミ拾いの間、わたしはずっと苦痛を感じ続けていた。やってみるまでは分からなかったが、奉ほう仕し活動がこれほどきついとは思わなかった。

　善意を増やす行為に加か担たんするなど、使い魔まとして最も恥ずべきこと。ご主人様直じき々じきのご命令だと分かってはいるけれど、それでも懺ざん悔げせずにはいられなかった。

　ああ、サタン様、お許しください。

　わたしは今、いいことをしています……。




　二時間後、ゴミ拾いは無事終了した。

　人間にとってはそれなりに体力を消費する労働だったかもしれないが、人ではないわたしはこの程度で疲れなど感じない。しかし精神的にはもう限界だった。

　手洗い場で手を洗った後、広場のベンチに座りながら、わたしは大きなため息をついた。

　まったく、物好きな奴やつらだ。祝日という、学生にとっては貴重な休みの一日をこんなことに費やす彼らの気が知れない。

　しかもそれなりに成果があったものだから、わたしとしてはなおさら許しがたい。おかげで街には善意が広まり、サタン様の完全復活がまた一歩、遠のいてしまった。

　気に食わない。非常に、気に食わない。

「お疲れさん」

　突然、頭の上から声が聞こえた。

　顔を上げると、目の前に愛あい沢ざわの姿があった。

「手伝ってくれてサンキューな。やっぱつまんなかっただろ？」

　そう言って愛沢は水に濡ぬれた手をハンカチで拭ふきながら、しかめっ面を見せてくる。わたしと同じように、彼も手を洗っていたようだ。

「お気になさらず。望んでやったことですから」

　ぶっきらぼうに返事をする。

　どうやら愛沢もわたしと同じような心境みたいだが、だからといってこの男に対する印象は変わらない。こいつはサタン様を殴なぐった不届き者なのだ。

「そっか。まあ、あんたが一番はりきってたしな」

　わたしの顔を見ながら失礼なことを言う。

　確かにサタン様の使い魔であるわたしにとってはゴミ拾いなど造作もないことだし、不信感を持たれてはいけないから手を抜かずに仕事をこなしたけど、やりたくてやったことじゃない。そこのところを彼は分かってない。

「そういや、まだ名前聞いてなかったな。あんたの名は？」

　ふと、思い出したように愛あい沢ざわが尋たずねる。疲れていたわたしは特に考えもなしに、投げやりに答えた。

「リリスといいます」

「リリス？　変わった名前だな」

「なんだと！　貴様、ご主人様が付けてくださった名をバカにする気か！」

　……と、ノドまで出かかった言葉をグッとこらえる。平常心、平常心。

「？」

　愛沢は不ふ審しんな顔を見せたが、彼が口を開く前に、わたしたちを呼ぶ声が聞こえてきた。

　眼鏡めがねの女だった。

「ゴミの処理、済んだよ」

　彼女はこちらに向かって歩きながら、わたしたちに両腕うでを突き出した。その手には缶かんジュースが握にぎられている。

「ほら、あなたも。私のおごり」

「え、いいんですか？」

「あなたも頑がん張ばってくれたしね、お礼代わりだと思って受け取ってよ」

　眼鏡の女は邪じや気きの無い笑みを見せて、そんなことを言った。

　ずいぶん気前のいい人だ。まあ、タダでもらえる物ならなんでももらっておこう。サタン様への手て土産みやげができたと思えば、少しは気分も良くなるというものだ。

　わたしは缶ジュースを受け取り、愛あい想そ笑わらいを浮かべた。

「じゃあ、私ちょっと手洗ってくるね」

　そう言って女は手洗い場へと向かう。そんな彼女を、同じく缶ジュースを受け取った愛沢は不ふ機き嫌げんな眼差まなざしで見つめている。

　それにしても、こうして見る限りでは普通の若者のようにしか思えないのだが、この男と他ほかの人間とでは、いったい何が違うというのだろうか。わたしごときにはその違いが分からない。

　視線に気付いたのか、愛沢はこちらへと顔を向ける。

「なんだ？」

「ああ、いえ。いつもこんなことをしてるのかな、と思いまして」

　適当なことを言ってごまかす。

「んー、まあな。ほとんど無理やりなんだが、断りきれなくてな。腐くされ縁えんってやつ」

「はあ」

　別に聞きたくて聞いたことじゃないので、どうでもいい。

「それよりさ、このあと俺おれら、昼飯食いに行くつもりなんだけど、リリスさんはどうする？」

　そう言って彼は親指で広場にある時計台を指差した。午後一時を回ろうかという時間だった。

　正直言って、早く帰りたい。これ以上長い時間、サタン様をお一人にしておくわけにはいかない。だけどまだ使命を果たしていない以上、ここで別れるわけにはいかない。

　……いや、待てよ。もしかして今は、任務を遂すい行こうする絶好の機会なのではないか？

　ボランティア活動の最さい中ちゆうは人の目もあったし、手が出せなかった。愛あい沢ざわもわたしに対しては、今け朝さ出会ったばかりの相手ということもあってか、多少は警けい戒かいしていた。

　だけど今は、彼の表情はわずかにリラックスしているように見える。一仕事終えたことで、気が抜けているのかもしれない。

　しかし、危害を加えてはいけない、という点が問題だ。

　サタン様もなかなか酷こくな指示をお出しになる。でも、決して不可能なことはおっしゃらないはず。何か方法があるはずだ。

　愛沢をじっくりと観察し、様子をうかがう。彼は缶かんジュースのプルタブに手をかけているところだった。

「……つっ！」

　そのとき、軽く舌した打うちして愛沢は指を離す。見ると、彼の人差し指は赤くにじんでいた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ん、気にすんな。ちょっとドジっただけだ」

　愛沢はつまらなさそうな口調で言って自分の指を見る。指先には切り傷ができていて、少し血が出ていた。

　──チャンス！

「こんなもん、ツバでもつけとけば……」

　愛沢の言葉が終わらないうちに、わたしは彼の手を取る。

　そして、ケガをした指をそっと口に含んだ。

　何が起きたのか分からなかったのか、愛沢はぼんやりとわたしの顔を見つめた。そして次の瞬しゆん間かん、指を引き抜こうと腕うでを動かした。だがわたしは彼の手をがっちりと確保している。

「ちょ、おい、何してんだ？」

　愛沢は顔を赤くしながら戸と惑まどいの声を上げるが、そんなものは気にしない。なんとか逃れようと必死にもがいているけど、人じん外がいの力を持つわたしの手を振りほどくことなど不可能である。

　わたしはそのまま、傷口から血液を吸い上げた。ちゅーちゅーと音を当てて、血液がノドの奥に流し込まれてゆく。

　血液の中にはその人間の持つ細胞、つまり肉体の一部が含まれている。これで摂せつ取しゆ完了だ。

　念のため、丹たん念ねんに傷口をなめることにする。ざらついた舌の表面で、ゆっくりと指先の血をすくい取り、口の中に押し込む。視線を動かすと、ますます赤くなる愛沢の顔が見えた。

「あ、あ、あなた、何やってるのよ！」

　そのとき、とても大きな叫び声が聞こえた。

　見ると、眼鏡めがねの女が顔を真まっ赤かにしてこちらを指差していた。

「お、男の子のケガした指をなめるなんて！　そ、それも初対面のくせに！　出会ったばかりのくせに！　そ、そ、そんなの、フケツよ！」

　邪じや魔まが入ったか。これ以上の続行は不可能、かな。

　しかし必要なものは手に入れた。もうここに用はない。

　わたしは愛あい沢ざわから顔を離し、口元をぬぐった。

「愛沢くん、わたしお昼ご飯の用意しないといけないから、もう帰るね」

「あ、ああ、そ、そうか？」

　目が合うと、彼はどもりながらあわてて視線をそらした。わたしの言葉なんて耳に入っていないかもしれない。

「それじゃあ、またね」

　大きく手を振り、足早にその場から立ち去る。

「ちょっ、ちょっと、待ちなさい！」

　眼鏡めがねの女が引き止める声も無視して、逃げるようにして走り出す。

　早くお屋や敷しきに戻ろう。サタン様にご報告しよう。

　疲労感は完全に吹き飛んでいた。

　任務を成功させた喜びで、胸がいっぱいだった。




　わたしが帰宅したとき、サタン様のお姿は見当たらなかった。

　自室にもおらず、スーパーで買った物はそのまま厨ちゆう房ぼうに置きっぱなし。

「サタン様、どこですかー？　任務完了しましたよー？」

　荷物を片付けながら、ふと思い当たる。

　風ふ呂ろ場ばへ足を向ける。近づくにつれ、シャワーの音が大きくなってくる。

　脱だつ衣い所じよにはさっきまでサタン様が着ていらした物が乱暴に脱ぬぎ捨てられていた。

　やっぱりここだったか。きっと重い荷物を運んだせいで汗あせをおかきになったのだろう。

　衣服を洗せん濯たくカゴの中にまとめて、わたし自身も手早く服を脱ぐ。

「失礼します」

　ドアを開けると、一気に湯ゆ気げがあふれた。

　お屋や敷しきの浴室には、人が走り回って遊べるくらいの広さがある。周囲を見渡し、シャワーのある場所へ目を向けると、涙なみだ目めになりながら頭を洗うサタン様のお姿が見えた。

「あっ、ダメじゃないですか。ちゃんとシャンプーハットをかぶっていただかないと」

「うるさい、そんなもの必要ないわ」

　目を軽く充血させながら、サタン様は意地を張る。今までお一人で洗せん髪ぱつして上う手まくいったことなどないのに、いつも無理なさるんだから。

「そんなことおっしゃらずに、後はわたしがやりますから、サタン様はじっとなさっていてください」

「……ふん、まあよい」

　なおも食い下がると、サタン様はまだ何か言いたそうな顔をしながらも渋しぶ々しぶとバスチェアーに座り、腕うでを組みながら目をつむった。

　わたしは備え付けのシャンプーハットをサタン様の頭に載のせ、シャンプーをかけて頭を洗い始める。

「これでもう、目に泡あわが入りませんよ」

「分かっておる、いちいち子ども扱いするでない」

　不満を述べつつもサタン様は抵抗なさったりしない。広い浴室には、サタン様の髪かみにシャンプーをなじませる音だけが響ひびいていた。

　ちなみに、シャンプーはどこにでもある市販の物を使っている。それだけでこの艶つややかな髪を維持できるのだから、サタン様の持つポテンシャルの高さが分かるというものである。

　ついた泡をシャワーでしっかりとすすぎ、洗せん髪ぱつを終えると、今度はボディソープをスポンジに染み込ませた。

「お背中、流しますね」

　背中にスポンジを当て、優しくこする。

「ん、んん」

　時折サタン様のくすぐったそうな声がもれたが、不快なわけではないみたいだった。

　改めてサタン様を見つめる。この小さな背中には、魔ま王おうとしての責任が大きくのしかかっている。その労苦を思うと胸が熱くなり、つい抱だきしめたくなる衝しよう動どうにかられるが、今は自分の仕事をしなければならない。辛しん抱ぼう、辛抱。

「それでは、お次は前を」

　背中を流し終えて、振り向いていただこうとすると、

「前はよい」

　サタン様は即座に拒絶の言葉を口にした。でもこれは、わたしたちの間では何度も繰くり返されたやり取りだった。

「いつも思っているのですが、どうして前は洗わせてくださらないのですか？」

　以前から抱いだいていた疑問を口にすると、サタン様は顔を赤くして全身を緊きん張ちようさせる。

「ええい、うるさい！　ワシにも恥じらいというものがだな……」

「はあ」

「とにかく、前はよい。分かったな」

「そこまでおっしゃるのなら」

　きっとわたしごときでは理解できない理由があるのだろう。気にならないと言えばウソになるが、必要とあらば教えてくださるだろうし、詮せん索さくなど無用だ。




　お風ふ呂ろから上がった後、サタン様のお身体からだを拭ふきつつ、わたしは愛あい沢ざわの件をお伝えする。

「なるほどの。ご苦労であった」

　話し終えると、サタン様は下着を身に付けながらねぎらいの言葉をかけてくださった。

　嬉うれしい。その一言を聞けただけでも、苦労した甲か斐いがあったというものだ。

「しかし、お前も大だい胆たんなことをするものよのう」

「え？　何がですか？」

　唐とう突とつに話を振られ、反射的に聞き返す。

「何がって、自覚はないのか？」

「自覚、ですか？」

　訳が分からず首をかしげる。サタン様はなんのことをおっしゃっているのだろう。わたしは自分にできることをやっただけなのだが。

「あー、よいよい。気にするな」

「はあ」

　サタン様の呆あきれ声にも、生返事でしか答えることができない。

　まあ、気にするなとおっしゃる以上は、大したことではないのだろう。

「よし。では摂せつ取しゆした肉体の一部をこちらに寄こせ」

　サタン様はわたしを見上げ、腰こしに手を当てながら目を閉じる。

「はい。それでは失礼して」

　わたしはサタン様の両肩かたに手を置き、ゆっくりと顔を近づけた。

　そしてその柔やわらかい唇くちびるを、わたしの口でふさぐ。

「ん」

　サタン様が小さく声をもらす。わたしは舌を使ってサタン様の唇を割り、口の中にためた唾だ液えきを移した。

「ん、んむ……っ！　んん……っ！」

　息苦しそうにあえぐ声がする。サタン様は目をつむり、頰ほおをほんのりと赤らめていた。

「んくっ！」

　コクン、とサタン様のノドが鳴る。わたしが移した唾液を飲み込んだのだ。

　その中には当然、さっき摂取した愛沢の血液も含まれている。

　サタン様は人間の肉体の一部を体内に取り入れることで、その者の持つ情報を知ることができるのだ。
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「む」

　突とつ如じよ、サタン様は目を見開き、わたしの肩を押して口を離した。

　どうやら何か判明したらしい。

「奴やつと本格的に接せつ触しよくを図るぞ。ちと準備してもらいたい物がある。頼まれてくれるか？」

　真顔に戻ったサタン様は唇くちびるに人差し指を当て、上目遣づかいにわたしを見てくる。

「準備、ですか？　それは構いませんけど、いったい何が分かったんですか？」

　唐とう突とつな依頼に戸と惑まどいつつも、率直な疑問をぶつける。

「リリスよ、人類の歴史の中で、最も大きな影響を与えた人物は誰じゃ？」

　するとサタン様はわたしの用意した着替えを着ながら、唐突にわたしに問いかけた。

「影響？」

　頰ほおに指を当て、考えることしばし。だけど答えは出ない。

「んー、人間についてはまだまだ勉強中の身ですから、なんとも」

「範囲を広げようかの。偉人と言えば誰を思いつく？」

「はあ、今度は偉人ですか。ぱっと思い浮かんだだけなら、何人か名前が出てきますけど」

「ではその中で、ワシらに因いん縁ねんの深い者と言えば？」

「えーっと、それはつまり、悪あく魔まと関係がある、ということですね」

　となると、宗教関係者かな。その中でも特に悪魔と関係が深くて、人類に最も大きな影響を与えた人物、か。

　──一人、思い当たる奴やつがいた。

「ご主人様、まさかそんな単純な答えじゃないですよね？」

「うむ、その通り」

「ですよね、違いますよね。…………え？」

「今、思い描えがいた人間で正解じゃよ。というか、それくらい即答できんようでは困るぞ」

　サタン様はわずかに眉まゆをひそめるが、わたしは呆ぼう然ぜんとして返事をすることができなかった。

　そんなわたしに構わず、サタン様は言葉を続ける。

「あやつめ、ただの無ぶ骨こつなだけの男じゃと思っておったら、まさかこんな秘密を抱かかえていたとはな。こいつはとんでもない掘り出し物じゃったわ」

　もしもわたしの考えが正しければ、サタン様の反応も理解できる。

　確かに、彼が人類に与えた影響は計り知れない。彼の名は広く世に知られ、彼を中心に世界が回っていると言っても過言ではない。

　彼のために多くのものが生まれ、多くのものが壊こわされた。ある人にとって彼は救きゆう世せい主しゆだが、別のある人にとってはただのペテン師に過ぎない。

　そう、彼は──。

「愛あい沢ざわ悟さとるは、イエス・キリストと呼ばれる者の生まれ変わりじゃ」













　　　第三章　作戦開始！







「あー、転校生を紹しよう介かいする」

「阿あ久く野のリリスです！　はじめまして！」

「阿久野サタンである。苦しゅうない、そのまま座っておれ」

　担たん任にんの言葉を受け、自己紹介をする。わたしは大きな声で、はっきりと。サタン様は尊そん大だいに、そして優ゆう雅がに。

「阿久野くんたちは双子ふたごの姉妹とのことだ。みんな仲良くするように」

　教室を見回すと、見知った顔を二つ、見つけた。

　一つは驚きの表情を、もう一つは鬼おにのような形ぎよう相そうをこちらに向けている。

　わたしはそのうちの一人、愛あい沢ざわ悟さとるに向かって微笑ほほえみかけた。すると彼は一いつ瞬しゆん、口元を緩ゆるめかけて、思い直したように目をそらした。

　その様子を見て、もう一人の人物、眼鏡めがねの女はさらに眉まゆをつり上げた。

　買い物に出かけた、次の日のことである。わたしたちは転校生という身分で、愛沢悟が通う高校への潜せん入にゆうに成功した。

　晴せい嵐らん高校は、わたしたちの住む街の駅から徒歩二十分のところにある私立校である。そこの一年三組が、わたしと、そしてサタン様の編入されたクラスだった。

　今わたしが着ている服は、学校指定のセーラー服である。高校生として必要な物は、昨日きのうのうちに全すべて揃そろえた。あとはサタン様のお力をもってすれば、転校の手続きなど造ぞう作さもないことだった。

　今はデータ社会の世の中である。

　たとえ目の前の現実が信じがたいものでも、データに不備がなければそれは『正しいこと』として受け入れられる。

　データこそ真実なのだ。

　そこで活かつ躍やくするのが、サタン様が持つ６６６の必殺技の一つ、イミテーション・ペーパーだ。

　そう。晴嵐高校の生徒だと認定された文書を、偽ぎ造ぞうしたのだ。

　これでわたしたちはこの学校の仲間入りだ。ちょろいもんである。

　おかげで、今このクラスにわたしたちのことを不ふ審しんに思っている人はいない。突然転校生がやってきたことについて疑問を提示する者はおらず、当然のこととして受け止めている。

　しかもわたしたちには、

「そうそう、言い忘れてたけど、阿久野くんたちは帰国子女だそうだ」

　という設定もあるのだ。

「もし彼女たちに分からないことがあったら、みんなで教えてあげるように」

　だから少々不自然な行動をしても怪しまれることはない。

　それをいいことに、サタン様はなんと、堂々と棒ぼう付つきキャンディをなめていらっしゃるのだ。

　担たん任にんは何も注意しないし、生徒たちも「まあ、帰国子女だから」という空気に流されて全くの無反応。

　何も言われないのを利用して、暴食をむさぼる。まさに魔ま王おうである。

　そもそも、サタン様は制服すら着ていない。今日のお召めし物は、全身を黒で統一したものだった。黒のジャンパースカート、黒のニーソックス、黒の革かわ靴ぐつ、髪かみ留どめも黒。

　サタン様の勝負服である。本気の証あかしである。

　サイズの合う制服が無かったこととは一切無関係である。

　サタン様の格好について誰も何も言わないのは、もちろん帰国子女だからである。

　便利な言葉である。

　というわけなので、生徒たちの視線がサタン様に集中しているのはその美しさに目を奪われたからであり、決して不信感を持たれているわけではない。

　具体的には「どうしてあんなに小さな子が？」とか、「小学生くらいにしか見えないんだけど」とか、「双子ふたごにしては外見が違いすぎないか？」なんてことは絶対に思われてない。

　もちろん、確率の操作を行い、わたしたちのことを不自然だと思わせなくすることも可能だ。しかしそれはあくまでも保険である。

　確率の操作にも魔ま力りよくの消費はともなうし、範はん囲いを学園全体にまで広げるとなると、さすがに効率が悪い。

　他ほかのやり方で解消できる問題である以上、ムダな浪費は避けるべきだ。

　ともあれ、わたしたちのことについて何か指摘する者は今のところいない。不ふ審しんに思っているのは、愛あい沢ざわ悟さとるだけだ。

　眼鏡めがねの女はさっきからわたしをずっとにらんでいるが、それも昨日きのうのことが尾を引いているだけだろう。何をそんなに怒っているのか分からないが、いずれにせよ、転校生という身分に関しては、彼女も疑っていないはずだ。

　もちろん、この一連の行為にリスクがないわけではない。

　本来ならこの時間、サタン様は自室でクソゲーに興じているはずなのだ。

　ゲームに飽あきればお菓か子しを食べる。食べ終えるとゲームを再開する。そんな一日をお過ごしになることで、サタン様は魔力を蓄積なさるのである。

　その日課を中断するということは、それだけ完全復活の日が遅れるということ。

　サタン様がそこまでしてここへの潜入を決めたのは、それに見合うだけのメリットがある、ということだ。

　メリット、すなわちイエスの生まれ変わりである、愛あい沢ざわ悟さとるのことだ。

　愛沢悟の魂たましいを汚けがす。それがサタン様の目的である。

　よく言われているように、悪あく魔まは魂を食べたりはしない。ただ堕だ落らくさせ、濁にごらせるだけだ。

　魂が汚よごれれば悪意が増え、魔ま力りよくは蓄積される。その魂が清せい浄じようであればあるほど、汚すことに大きな意味がある。

　人の肉体に個人差があるように、魂もまた人によって輝き方が異なる。かつての偉人の記録を受け継ついだ魂は、それだけで強い輝きを放っている。ましてやそれがイエスの魂ともなれば、どれほどの価値があるかは言うまでもないだろう。

　サタン様が愛沢悟に執しゆう着ちやくするのは、彼の魂がレア物だからだ。

　愛沢悟はやや乱暴そうな印象を受けるものの、ごく普通の高校生である。おそらく彼自身は自分がイエスの生まれ変わりなどとは自覚していないし、これからも気付くことはないだろう。

　しかしたとえ彼がどんな人生を歩んでも、必ず多くの人を惹ひきつける重要な人間になることは間違いない。それが愛沢悟にとっての宿命である。

　そんな彼の魂を汚すことができれば、彼を慕したう人間もまた心を悪に染めることになる。

　ようするに、愛沢悟は多くの人間を釣つり上げるための、上質なエサなのだ。

　愛沢を『こちら側』に引き込むことができれば、サタン様復活への時間は大幅に短縮される。だけど失敗すれば、苦労は全すべて水の泡あわ。

　必ず成功させなければならない。そのためにはわたしの責任も重大だ。

　だってわたしは、サタン様の使い魔まなのだから。

　こんなときのために、わたしは作られたのだ。




　授業を受けながら、わたしたちは愛沢悟の動向に探さぐりを入れていた。

　どうすれば彼の魂を汚すことができるのか、その有効な手段を見つけ出すためだ。

　わたしの席は窓際の一番後ろだった。その右隣どなりにサタン様が、そしてさらにその右に愛沢がいる。

　もちろん、愛沢を観察しやすいようにこの席を選んだのである。愛沢の情報は事前に仕入れていたし、サタン様が、

「あの席がいい」

　とおっしゃったら、担たん任にんはあっさり認めてくれた。そりゃそうだ、サタン様のお言葉を当然のこととして受け止めているのだから。

　単に大ざっぱな性格なだけかもしれないが、どっちでもいい。

　ついでに言うと、愛沢の右隣にはあの眼鏡めがねの女がいたけど、それもまあ、特に重要ではない。

　さて、さっそく観察開始といくか。

　一時間目の授業は世界史だった。中年の教師が、人間社会にだけ伝わっている歴史を教えていた。どうでもいい内容だった。

　ふん、きっとここにいる連中の中に、悪あく魔まと天使たちとの大戦があったことを知る者など、一人もいないのだろう。せいぜい受験対策のため、記号的に暗記していくがよいわ。

　教師の言葉を聞き流しながら、いざ愛あい沢ざわの方へと顔を向ける。

　そのとき、サタン様と目が合った。

　サタン様はわたしを見ると、ゆっくりと首を横に振った。「やめておけ」と態度で示されているのだ。

　なるほど、あまり派手なことはするな、ということなのだろう。

　この教室の中で愛沢だけは『突然の転校生』という事態に気付き、今でも驚きを隠かくせないでいるはず。これ以上刺激して警けい戒かいを強くさせないためにも、まずはじっくり様子を見ることが大切、というわけだ。

　まったく、サタン様の深しん慮りよなるお考えに感服の至りである。

　しかし、そうなるとやることがなくなるなあ。どうしよう。

　指示を仰あおぐべく、再びサタン様の方へと目をやる。

　次の瞬しゆん間かん、わたしは驚きよう愕がくに打ち震ふるえ、頭の中を歓喜の波が駆かけ巡めぐった。

　サタン様が携帯ゲーム機を取り出し、何食わぬ顔でプレイし始めたのだ！

　授業中に携帯ゲーム機で遊ぶという、あまりにも傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞い。それも転校初日の、一時間目の授業中に、である。

　この行いを表現するには、大だい胆たん不ふ敵てきという言葉だけでは到底足りない。しかもわたしたちには『帰国子女』という免めん罪ざい符ふがあるから、遊んでいることをとがめられることもないという、隙すきのないやり口。サタン様の行いを指摘することで『空気を読めてない奴やつ』と思われることを、誰もが恐れているのである。

　ああ、その上なんということだろう。

　サタン様が遊んでおられるゲームは、クソゲーなのだ！

　ジャガイモの芽をひたすら削けずり取るだけのゲームである。包ほう丁ちようでジャガイモの芽を削り終えると、次のジャガイモに移る。ただそれだけを繰くり返すゲームなのである。

　これほど悪意のある所しよ業ぎようは他ほかに考えられない。

　さすがはサタン様、このような状況でも魔ま力りよくの蓄積に勤いそしもうとなさるその心がけに、ただただ恐れ入るばかりだ。

　出だしは快調だと、そう思った。

　しかしその思いは、長くは続かなかった。

　隣となりにいた愛沢が教科書を丸めて、サタン様の頭を叩たたいたのだ。

　ポコン、という気の抜ける音がした。

　サタン様を見下ろし、不ふ機き嫌げんそうな顔を作りながら、彼は言った。

「んなもん、授業中にやってんじゃねえよ」

　教室中の注目が集まる。すぐに教師も騒さわぎに気付き、こちらに近づいてくる。

　そしてサタン様の持つゲーム機を見つけると、ゆっくりとした動作で取り上げ、

「とりあえず、没ぼつ収しゆうな。後で取りに来い」

　そう言って教きよう卓たくへと戻っていった。

「ああ、ワシの、ワシの『ジャガイモ・トッタ君』が……」

　サタン様が取り上げられたゲームの名をつぶやく。そのお顔はまるで世界が終わったかのように真まっ青さおだ。おそらくサタン様が所有するクソゲーの中でも、特にお気に入りの一作だったのだろう。

　うん、まあ、いくら帰国子女でも、教師に見つかったらアウトだよね。

　教師にしても、見つけた以上は取り上げなきゃ示しがつかないよね。

　ちなみに、昨日きのうプレイなさっていた「ナスビを延々と切り続けるゲーム」は『キリキリ・ナースベイダー』という名前らしい。

　ゲーム名はどうでもいい。問題は愛あい沢ざわの行動だ。

　そうなのだ。昨日の今日なのに、忘れていた。

　愛沢は全く空気が読めない奴やつだったのだ。

　周囲からどう見られようが、まるで平然としている奴だったのだ。

　砂場での一件などで、彼がそういう男だということは分かっていたはずだった。それなのに止められなかった。これはわたしのミスだ。

　責任は後でいくらでも取ろう。だがとにかく今は愛沢に制裁を加えなければならない。彼がサタン様に手を上げたのは、昨日に続いてこれで二度目だ。さすがに許すわけにはいかない。

　わたしは愛沢をぶん殴なぐるため、席を立とうとした。そんなわたしを、しかしサタン様が制する。

「よせ」

「なぜですか。これ以上の勝手な振る舞いは許すことが出来ません」

　愛沢の邪じや魔まが入らないよう、小声で話し合う。

「耐えるのじゃ。こんなもの、大事の前の小事に過ぎんわ」

「ですが」

「得る物はあった。代だい償しようはちと大きかったが、まあよい。あとはもう少し、もう少しだけ様子を見るのじゃ。そうすれば愛沢攻こう略りやくの糸口がつかめるはずじゃ」

　サタン様はまだ顔色がすぐれなかった。その憂ゆう鬱うつな表情を見て、わたしは冷静さを取り戻す。

　そうなのだ。ゲーム機を取り上げられたサタン様が一番悔くやしいに違いないのだ。

　それでも耐えろとおっしゃるのだから、わたしとしては従うまでだ。

　その恐るべき忍耐力の強さに、改めて魔ま王おうとしての底力を感じるのだった。

　そう、サタン様のお言葉は決して強がりなんかではない。そんなわけないじゃないか。

　わたしは愛あい沢ざわの方へと顔を向けた。彼もこちらに気付き、目が合った。

『今に見ているがよい。貴様の命運が尽きるのも、そう遅くはないのだから』

　そういった意味を込めて、わたしは勝ち誇ほこった笑みを浮かべた。

　すると愛沢は腕うでを組みながら、

「ふ、ふん」

　なんて言って顔を背そむけた。

　どうやら彼の心に多少なりとも恐怖心を植えつけることが出来たようだ。サタン様に派手なことはしないよう言われているが、これくらいなら構わないだろう。

　──ちょっと表情の作り方を間違えたせいで愛沢の目には『にこやかな笑顔』として映ったかもしれないし、彼の表情はほんの少し照れているように見えないでもなかったが、多分気のせいだ。

　ふと視線をずらすと、つり上げた目でこちらをにらむ眼鏡めがねの女の姿が見えた。

　一体なんだろう？　よく分からなかったが、どうでもいいことなので気にしないことにした。




　そんなこんなで、なんとか一時間目の授業が終了した。

　だが、この程度でへこたれる訳にはいかなかった。わたしたちの転校初日は、まだ始まったばかりなのだ。




　二時間目の授業は数学だった。

　この時間は大人おとなしくしていよう、とそう思っていたのだが、どうやらそういうわけにもいかないみたいだった。

　頭にやや白いものが混じり始めた教師が、教室に入るなり、

「小テストをする」

　なんて言ったせいだ。

　教室にはちょっとしたざわめきが広がりつつも、みんな一いち様ように渋しぶい顔をしながら小テストを受けることになった。

　テスト用紙が配られ、教師の合図と同時に、教室に静せい寂じやくが訪れる。本当なら何もせずじっとやり過ごしたいところだったのだが、仕方がない。授業に集中しよう。

　テストの内容はひどく簡単なものだった。所しよ詮せんは高校一年レベルだ。

　サタン様の使い魔まであるわたしは、計算能力も抜群なのだ。この程度の問題なら楽勝である。

　というわけで、さくさくと答えを書き終えたわたしは、何気なくサタン様のいる方へと視線を向けてみた。

　サタン様はウンウンうなりながら、テスト用紙とにらめっこなさっていた。

　肩かたを震ふるわせ、鋭するどい目をさらにつり上がらせている。

　瞬しゆん時じに判断を下す。これはご主人様のピンチだ。

　魔ま王おうサタンともあろうお方が、たかだか学校の小テストごときで低い成績を残す。これほどの屈くつ辱じよくがあるだろうか。

　そんな事態を招いてはいけない。今こそわたしの出番だ。

　わたしはサタン様に答えを伝えるため、右目だけを閉じてアイコンタクトを送った。わたしとサタン様との間では、一定の法則に従った暗号が決められているのだ。

　しかしサタン様はそんなことに気付かず、大きく息を吐はきながら頭を後ろにそらした。

　そのとき、たまたまこちらに顔を向けていた愛あい沢ざわと、ばっちり目が合った。

　彼はわたしの顔を見るなり、あわてて目をそらした。

　しまった、もしかしてあいつに答えを教えるハメになったか？

　いや、愛沢は暗号のことなど知らないはずだから、その点は心配する必要はないはず。

　だがいずれにせよサタン様が解答に夢中になってる今は、アイコンタクトによる伝達は不可能のようだ。別の手段を考えないと。

　そうだ、もっと単純に、文字で伝えればいいんだ。

　わたしは誰にも気付かれないように素早く机の中に手を突っ込み、中にあるノートの一部をちぎり取るとそこに解答を書き写し始めた。

　裏面にはわたしからの情報だと分かるように名前を記入。さらに、サタン様のプライドを傷つけないよう、親和の意味を含んだ一言をつけ加える。

『リリスより　愛を込めて』

　これでよし。

　わたしはその紙を小さく折り曲げ、狙ねらいを定め、サタン様の机に向かって投げ放った。

　でもわたしの投げた紙は、目標地点に落ちる寸前、

「ええい、分からぬ！」

　サタン様が苛いら立だちまぎれに手を振り上げ、その手に弾はじかれてあらぬ方角へと飛んでいった。

「あっ」

　思わず声を上げるが、もう遅い。

　放物線を描えがいて飛んだ紙は、あろうことか愛沢の机の上に落下した。

「？」

　頭の上に疑問符を浮かべながら、愛沢はその紙を手に取り、ゆっくりと広げる。

　そしてその文面を見るとすぐに、クシャクシャと握にぎり潰つぶした。

　あー、やってしまった。今度こそ答えを教えてしまった。

　敵てきに利する行為をしてどうするんだ、わたし。

　もう同じ手は使えない。それどころか、今ので愛沢の注意がこちらに向いた以上、サタン様に答えを伝えることは事実上不可能となった。もし愛あい沢ざわにカンニングが見つかり、教師に告げ口でもされたら、携けい帯たいゲーム機を没ぼつ収しゆうされたときよりもひどい結果が待っているに違いない。

　自己嫌けん悪おに陥おちいりつつ、サタン様が自力でこの危機を脱だつ出しゆつなさることに期待するしかなかった。

　視界の隅すみに、目をつむって頭を押さえる愛沢の姿が映った。

　さらにその隅っこの方に、ものすごく凶きよう悪あくな顔でこちらをにらむ眼鏡めがねの女が見えた。

　なぜそんな顔をしているのか分からなかったし、これまたどうでもいいことだった。




　で、当然のごとく、サタン様の点数は散々なものだった。

　適当に書いた記号の問題が一問、正解しているだけだったのである。

「お気を落とさずに、ご主人様」

　わたしの慰なぐさめの言葉も、不ふ機き嫌げん全開のサタン様のお耳には入ってなかったみたいだった。

　あと、なぜか愛沢の点数も悪かった。

　答えを知ったはずなのに、どうしてだろう？

　もしかしたら、テストに集中出来ない何かがあったのかな。なんだっていいけど。




　三時間目の授業は体育だった。

　男女が別々の部屋に分かれて、体操服に着替える。

　わたしはサタン様のお着替えを手伝いながら、謝罪の言葉を述べていた。

「すみませんサタン様、お役に立てなくて」

「ん、なんのことじゃ？」

　テストの手助けを出来なかったことを伝えると、

「気にするでない。無意味な数字のやり取りで一いつ喜き一いち憂ゆうするほど、ワシは若くはない」

　サタン様はつまらなさそうな顔でそんなことをおっしゃった。

　さすがはサタン様、過ぎたことをいちいち引きずったりしない懐ふところの深さは、わたしのご主人様として頼もしい限りである。

　胸をなで下ろし、改めてお着替えの手伝いに専念する。

　サタン様の体操服は学校指定の物ではなく、小学生用の物だ。これもサイズが合わなかったからなのだが、ご本人は気にしていないみたいだった。やはり、懐が深い。

　サタン様がジャンパースカートを脱ぬぎ、白い肌はだがあらわになると、それを見る女子生徒の口から感かん嘆たんのため息がもれた。

　本格的にサタン様の美しさに魅み了りようされる者が出始めたようだ。良い傾向である。
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　体操服の袖そでに腕うでを通し、「うんしょ」の声と共に首を出す。

　ニーソックスも汚よごれるといけないので、運動用の靴くつ下したに穿はき替える。サタン様の素足が見えると、またしても周囲からはため息。

　こういう反応は慣れているが、それでも気分は良くなるものだ。ご主人様が賞賛を浴びる、というのは、使い魔まとしてはものすごく嬉うれしいことなのだから。

「ああ、そうじゃ。リリスよ、そろそろ行動を開始するぞ」

　体操服に着替え終えると、サタン様は突然そんなことをおっしゃった。

　何気ない言葉だったのですぐには理解出来なかったが、やがてその意味が頭の中に浸透してゆく。同時に、湧わき立つ闘志で心が燃え上がった。

「いよいよですね」

「うむ」

　わたしの言葉にうなずくサタン様。そう、いよいよ愛あい沢ざわの魂たましいを我が物とする時なのだ。

「分かったら、ほれ、お前も着替えよ」

「はい、ではお言葉に甘あまえて」

　サタン様にうながされ、立ち上がって制服を乱暴にまくり上げる。

　不意に、眼鏡めがねの女と目が合った。

　彼女はわたしの身体からだを見つめていた。特に胸元を強く凝ぎよう視ししていた。

「何か？」

　話しかけると、彼女はわたしを指差し、

「大きい方が勝ちだなんて決めつけないでよね！」

　叫びながら足早に教室を出ていった。

　さっきからあの人は何がしたいんだろうか。

　疑問は尽きなかったが、別にどうでもいいことだった。




　体育の授業内容は、いくつかの陸上競技を行って記録を残すというものだった。

　まずは１００メートル走。名前が呼ばれるのを待ってから、スタート位置につく。

　見上げると、空は快晴だった。絶好の体育日和びよりかもしれなかった。

　そのときのわたしはいよいよ行動開始ということで、ちょっと浮かれていたのだろう。

　つい、力が入ってしまった。

「よーい、ドン」

　合図の声と共に、１００メートルの距離を一気に駆かけ抜け、ゴール。

　地面にはいくつもの陥かん没ぼつした跡あとが残っていた。

「えーっと、………………４秒？」

　タイムを計っていた生徒が戸と惑まどいの表情を浮かべていた。

　ああ、しまった！　意味も無く世界記録を更新してしまった！

　何をやっているんだわたしは。思いっきり目立ってるじゃないか。

　どうしよう、どうすればいいんだ？

　思考停止状態に陥おちいる寸前、サタン様がよく通るお声で一言、

「機械の故こ障しようではないか？」

　とおっしゃった。

「ああ、そっか。きっと故障してんたんだよね、うん」

　その一言でタイムを計っていた人は合点がいったのか、何度もうなずく。他ほかのみんなも特に疑問をはさむことなく、そりゃそうだよね、で済ましている。

　良かった。このクラスの生徒が細かいことを気にしない人ばかりだったおかげで、なんとか助かったみたいだ。

「すみません、サタン様」

　サタン様のいる所へ駆かけ寄り、力なくうなだれる。サタン様のフォローがなければ、もっと大変なことになっていたに違いない。大いに反省しなければならない。

「お前はいつまでたっても力加減が上う手まくならんのう」

　呆あきれ声が胸に刺ささる。でも声の調子からは、あまり怒っている様子は感じられなかった。

「まあよい、ワシが手本を見せてやろう」

　そう言い残し、名前を呼ばれたサタン様がスタート位置につく。

　サタン様の瞳ひとみは強い光を帯びていた。それは研とぎ澄まされたハンターの目だった。

　わたしの背中に、冷たい汗あせが流れた。

「よーい、ドン」

　合図と同時に、サタン様が駆かける。そのお姿はまるで野に生きる肉食獣じゆうのごとき力強さだ。ただ前だけをまっすぐ見つめ、ゴール目指してひたすらに走る。

　美しいと、心の底から思った。一いち分ぶの隙すきも無い、完かん璧ぺきなランニングフォームだった。

　これが、これがわたしのご主人様なのだ！

「２５秒」

　──計測係が、サタン様のタイムを口にした。

　バカな、と心の中で叫ぶ。あの完璧な走りが２５秒だと？　何かの間違いではないのか？

　だがわたしはすぐに、その思考が短たん絡らく的だったことに気付く。

　そう、よく考えてみれば妥だ当とうな数字だった。

　わたしにお手本を見せるために、サタン様はあえて遅い記録を残したのだ！

「……」

　走り終えるとサタン様は、ポテポテと歩きながらこちらへ戻ってくる。

　なんだかひどく疲れたような顔をなさっているのも演技に違いない。きっとそうだ。

　わたしは密かにガッツポーズを取り、心の中で拍手を送るのだった。




　こうして、１００メートル走は無事終了した。

　サタン様はまだ疲れた演技をなさっていた。非の打ち所がないその演技力に、わたしはただ感動を覚えるのみだった。

　普段お屋や敷しきに引きこもってばかりで、もうすでに息切れしていた、なんてことでは、決してない。




　次に行ったのは走り幅跳とびだった。

　今度は力加減が上う手まくいって、わたしの記録はごく平均的な数値だった。

　さっきわたしのタイムを計っていた人も「やっぱりあれは故こ障しようだったんだ」と納なつ得とくの様子。

　やれやれ、人間社会に溶とけ込むのも難しいものである。

　その後、当然サタン様も走り幅跳びを行った。

「えいっ！」

　気合の入ったかけ声を上げながら、サタン様が跳ぶ。

　助走に乱れはなかったし、踏み切りもラインぴったり。

　伸のび切った足は地を離れ、その小さなお身体からだが重力から解き放たれる。

　それはまるで、花畑を舞う蝶ちようのようだった。

　──でも砂場まで届かなかった。

　わたしは、今度はうろたえたりしなかった。これもまた、サタン様の計算通りの結果なのだから。

　目立たないためのこの徹てつ底ていした配はい慮りよを、拍手で皆に伝えてやりたいくらいだ。そんなことをしたら意味がなくなるから、やらないけどね。

「……」

　わたしが一人静かに興こう奮ふんしている間、サタン様はその場を動かなかった。

　しかしやがて立ち上がると、トボトボと校庭の隅すみまで歩いてゆき、体育座りをして顔を埋うずめた。全身がぷるぷると震ふるえていた。

　……えーっと、もしかして落ち込んでる？

　一応、声をおかけしておいた方がいいのかな。

　こういう場合、なんて言えばいいんだろう。そう思っていたとき、

「どうした愛あい沢ざわ。さっきから変だぞ、お前」

　男子のいる場所からそんな声が聞こえてきた。

　クラスメイトの一人が愛沢に話しかけていたのだ。

「うっせー、ほっとけ」

　愛沢はぶっきらぼうに答えると、そっぽを向いて大きく息を吐はいた。なにやら考え事をしているらしく、目を閉じたまま胸の前で両手を組んでいる。

　そろそろ頃合いかな。

　サタン様に目を向ける。するとやはり同じ事を考えていたらしく、顔を上げてわたしを見ると、大きくうなずいた。

　──作戦開始。

　わたしは一度大きく深呼吸すると、

「ああっ、急にめまいがっ」

　言うと同時に、その場にへたり込んだ。

　最初はポカンとしていた周囲の人たちも、わたしがそのまま立ち上がらないでいると、次第にざわつき始める。

「おお、なんということじゃー、リリスは生まれつき、身体からだが弱いんじゃー」

　サタン様がわざとらしい棒ぼう読よみ口調で、説明するかのように叫んだ。

「誰か、誰か保健委員はおらぬかー？　リリスを保健室へ連れてやってくれー」

　まるで投げやりに聞こえるセリフだったが、そんなことは気にした様子もなく、クラスメイトたちはわたしを心配するような目で見ている。サタン様のお力のおかげで、誰もこの状況を不自然だと思わないのだ。

「保健委員って誰だっけ？」

「愛沢だろ」

「愛沢、連れていってやれよ」

　クラスメイトの言葉を受けた愛あい沢ざわはやがてこちらに気付き、眉まゆをひそめながら近づいてくる。

　わたしは弱々しい動作で立ち上がると、わざとらしくバランスを崩くずし、愛沢の胸にもたれかかった。

「お、おい、なんだよ」

　愛沢は慌あわてながらわたしの顔をのぞきこんでくる。が、わたしは目を閉じたまま何も答えない。戸と惑まどいつつも彼はわたしに肩かたを貸して、仕方なくといった様子で歩き始める。

　狙ねらい通りの展開だった。

　サタン様のお力で、愛沢に関する情報は全すべて手に入れていた。彼が保健委員だということも当然分かっていた。

　ひとまず愛沢を他ほかの人間と引き離し、邪じや魔まが入らないようにする。それが計画の第一段階である。

「ちょっと待ったぁ！」

　だがそのとき、背後から制止の声が上がった。

　視線だけを向けると、仁に王おう立だちでわたしをにらむ、あの眼鏡めがねの女が見えた。

「ここは委員長であるこの私、宮みや坂さか麻ま美み子こが！　付き添いとして、同行します！」

　きっぱりと大おお真ま面じ目めに言い放ち、彼女は右手を前に突き出して『待った』のポーズを取った。

　こちらの狙いに気付かれたのだろうか。いや、そうじゃない。

　今までの行動から察するに、どうやらこの宮坂と名乗る女は、なぜだかは知らないが昨日きのうのアレを怒ってるみたいだった。

　このままだと、また同じようなことが起きるかもしれないと危き惧ぐしているのだろう。だからわたしと愛沢が二人きりになるような状況を、作りたくないのかもしれない。

　うーん、なんでそんなに必死なんだ。厄やつ介かいだなあ。

　どうしたものか。と、そう迷ったのも一いつ瞬しゆんだった。

「いいんちょー、先生が用具室からハードル出すの手伝ってくれってさ」

　生徒たちの中から、そんな声が聞こえた。

「へ？　ハードル？」

　突然の呼びかけに宮坂は気の抜けた返事をして、声の聞こえた方に振り向く。しかしそれ以上は何も聞こえてこなかった。

「……むぅ、仕方ないわね。悟さとる、その子を運んだらさっさと帰ってきなさいよね。変なこと考えたらダメなんだからね」

　愛沢の眼前に人差し指を突き刺さし、宮坂は急ぎ足で用具室に向かった。残されたクラスメイトは「相変わらずだな、委員長は」などと口々に話している。

　騒さわぎの中心へと目をやると、サタン様が腕うでを組みながら、不ふ敵てきに微笑ほほえんでいる様子が見えた。

　目が合うと、サタン様は小さくうなずいた。やはり、今の声はサタン様の仕し業わざだったのだ。

　サタン様は七色の声色を使い分けることで、敵てきを惑まどわすことができるのだ。

　６６６の必殺技の一つ、レインボー・ボイスである。

　ナイスアシストです、サタン様！

　皆の注意が宮みや坂さかへと向いた隙すきを見逃さない、見事なお手並み。素す晴ばらしい。

　決してただの裏声なんかじゃない。そんなわけがない。

　さあ、ここからはわたしの仕事だ。

　愛あい沢ざわに身体からだを預けながら、わたしは拳こぶしを握にぎりしめ、その機会をうかがった。




「ちーっす」

　ぶしつけな挨あい拶さつをして、愛沢が保健室のドアをゆっくりと開ける。わたしはうっすらと目を開けて、中の様子をうかがった。

　ひっそりと、音のない空間が広がっていた。保健室の窓は開け放たれており、ゆるやかな風がカーテンを揺らしている。

　窓辺には一人の女がいた。白衣を着た、えらくスタイルのいい先生だった。

　彼女はタバコを口にくわえながら窓の縁ふちに座り、ぼんやりと外の景色を眺ながめていた。年ねん齢れいは二十代半ばくらいだろうか。セミロングの髪かみを揺らし、退屈そうに目を細めている。

　わたしたちに気付くと、彼女は興味のなさそうな目つきでこちらを見た。

「おう、客か。入れ入れ」

「客って……。えっと、めまいがしたみたいなんで、ベッドで寝かせてやってくれますか？」

「あー、寝かせろ寝かせろ」

　投げやりな口調でそんなことを言う。ずいぶんと適当な性格の人みたいだった。

　先生はこちらに歩きながら、面倒くさそうにわたしの顔をのぞき込んだ。

「ん、見ない顔だな」

「……転校生らしいっす、一応。今日来たばかりで」

「転校生？　ああ、こいつか、教頭の野や郎ろうが今け朝さ言ってたのは」

　愛沢の答えに先生はわずかに顔をしかめ、わたしを見つめる。

　そして、

「おーい、転校生。起きてるか？　聞こえるか？」

　不意に頰ほおをぺしぺしと叩たたき始めた。

「ちょ、先生、何やってんすか」

　愛沢の制止も聞かず、先生はわたしの頰を叩き続ける。ぺしぺし、ぺしぺし。

　なんだこの人は。

　わたしが頭を上げると、先生は目を細めて息を吹きかけた。タバコの臭においが、鼻の奥にまで入ってくる。

「お前、名前は？」

　唐とう突とつに先生はそんなことを尋たずねてくる。

　本当になんなんだこの人。わたしは人間じゃないから、こんな煙けむりくらいなんともないけど。

　まあ、なんだっていい。とりあえず、邪じや魔まだ。

「先生」

「ん？」

「おやすみなさい」

　言うと同時に、わたしは彼女の腹のド真ん中に拳こぶしをめり込ませた。

　鈍にぶい音がした。

　先生は声も漏もらさず、その場に崩くずれ落ちた。

「お、おい！　あんた何やってんだよ！」

　愛あい沢ざわが叫ぶ。しかしそんなことは気にせず、先生を放置して彼の方へと向き直る。

「やっと二人っきりになれたね」

　精一杯の笑顔を見せると、彼は引きつった顔で一歩後ずさった。

「げ、元気そうじゃねえか。もう、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うん、愛沢くんの顔を見てたら、治っちゃった」

「そうか、それはよかった。じゃあ、俺おれは先に戻ってるから」

　愛沢はその場から立ち去ろうとして、背を向けて入り口へ向かう。

「待って」

　そんな彼にわたしは制止の言葉をかける。

　そして、体操服の端はしをそっと指でつまんだ。

「え？」

　愛沢の動きが止まる。こちらを振り向こうとせず、言葉の続きを待ってるみたいだった。

　えーっと、次はどうするんだったかな。

　彼が背を向けているのをいいことに、わたしはポケットから一枚の紙を取り出して読む。

　それはサタン様から頂いたカンペだった。

　この紙には、これから行う『保健室でドッキリ！作戦』についての詳しよう細さいが書かれているのだ。

　わたしはカンペ通りにセリフを読み上げる。

　まずは、こうだ。

「えっとね、昨日きのうのこと、覚えてる？」

　わたしの声に反応し、愛沢が振り向く。

「……昨日のことって、なんだよ」

「もぅ、分かってるんでしょ？」

　言いながらわたしはゆっくりとうつむき、身体からだをモジモジさせる。

「どうしてあんなことをしたかっていうとね」

　下を向いたまま言葉を続ける。

「あなたのことを、もっとよく知りたかったからなの」

　ここで顔を上げ、上目遣づかいに愛あい沢ざわの目を見つめる。

　すると彼は一いつ瞬しゆんひるんだ表情を見せた。しかしすぐに口元を引き締め、抵抗の意志を表す。

　サタン様が想定した通りの展開に満足しながら、わたしは次のセリフを口にする。

「初めて見たときから、気になっていたの」

　そう言って愛沢と密着するように、一歩詰め寄る。

「な、何がだよ」

　愛沢は後ずさるが、わたしはさらに詰め寄り、彼との距離を縮めようとする。

「バカね。愛沢くんのことに決まってるじゃない」

　その度に愛沢は後ろに下がり、わたしはまた一歩踏み出し、とそんなことを繰くり返しているうちに、愛沢の足が止まった。背後にはベッドがあり、それ以上は下がることができなかったのだ。

　愛沢が一瞬戸と惑まどった隙すきを突き、わたしは彼に抱だきついて体重を預ける。

「ちょ、ま……」

　制止の言葉など聞かず、そのままベッドに押し倒した。

　驚いた彼は仰あお向むけのまま逃れようとするが、頭側は壁になっているため、逃げ場はない。

「ずっと、言おうと思っていたことがあるんだ。聞いてくれる、かな？」

　わたしは愛沢の胸元に顔を埋うずめ、胸を押し付けた。すると、逃げようとしてもがいていた彼の動きが止まる。

「……な、なんだよ」

　愛沢はノドの奥から搾しぼり出すようにして、言葉を口にする。突き放した言い方だったが、声に勢いがない。

　よしよし、なぜだか分からないが、愛沢はカンペに書かれた通りの反応を示してくれている。サタン様の深遠なる知能をもって練られた計けい略りやくに、抜かりはないということだ。あとは最後の締めを間違えなければ、確実にこの作戦は成功する。

　わたしは頭を上げ、愛沢のすぐ目の前まで顔を近づけた。そして頰ほおに手を当て、ゆっくりとなでる。彼はわずかに身体を震ふるえさせたが、拒絶はしなかった。

　密着しそうなほどに顔を近づける。わたしの口元に、愛沢の視線が寄せられているのを感じる。

「あのね。わたしは、ね」

　カンペの内容を思い出す。

　あの紙の最後には一言、こう書かれていた。

『ここで愛あい沢ざわをオトす』

　イエスの生まれ変わりである、愛沢悟さとるの魂たましいを汚けがす。それが今回の作戦の目的である。

　魂を汚すためには何をすればいいか。

　簡単なことだ。奴やつの心を、悪に染めればいいのだ。

　愛沢の顔を両手ではさみ、彼の瞳ひとみをまっすぐに見つめる。

「わたしは……」

　お前ならできると、サタン様はおっしゃってくれた。その期待には応こたえたい。

　だから、わたしは──。

「悪の手先なの」

　両手を愛沢の首に回し、頸けい動どう脈みやくに指を当て、軽く力を入れた。

　あっさりと、眠ねむるように、愛沢悟はオチた。

　よし、今度は加減もバッチリ。

　カンペには愛沢をオトせと書かれていた。

　オトすとは気絶させること。つまり愛沢を気絶させることが、わたしの任務だったのである。

　どうやってオトすのかについては何も書かれていないが、そこは『あ・うんの呼吸』というやつだ。

　皆まで言わずとも、ご主人様の考えが手に取るように分かる。それでこそ使い魔まというものである。ゆえに、このやり方で間違いない。

　愛沢は気持ちよさそうに白目をむいている。今ならちょっとやそっとのことでは起きないだろう。

　さて、ここからが本番だ。彼の心を悪に染めなければならない。

　わたしは愛沢の耳元に近づき、そっとささやいた。

「悪あく魔まは素す晴ばらしい。悪魔は偉大だ」

　愛沢は何の反応も示さないが、構わず言葉を続ける。

「悪魔は素晴らしい。悪魔は偉大だ。悪魔は素晴らしい。悪魔は偉大だ」

　人間の世界には、睡すい眠みん学習という学習方法がある。眠っている間に同じ言葉を繰くり返し聞き続けると、その言葉を覚えることができる、というものだ。

　睡眠学習によって、悪魔の魅み力りよくを脳に染み込ませる。おそらくサタン様も、こうすることが目的でオトせとおっしゃったのだろう。そうに違いない。

「悪魔は素晴らしい～。悪魔は偉大だ～。悪魔は素晴らしい～。悪魔は偉大だ～」

　呪じゆ文もんを唱えるように、一心不乱に繰り返す。

　悪魔は素晴らしいのである。偉大なのである。意味なんて考えずに、ただその言葉を頭の中に叩たたき込めばいいのである。ベントラー、ベントラー。って、これは違うか。

　わたしが愛あい沢ざわへの『教育』に熱中していると、突然、

「睡すい眠みん学習なんて効果ねえぞ」

　背後から声がした。

　反射的に振り返り、即座にベッドから飛び降りて身構える。目に入ったのは、さっきまで倒れていたはずの保健の先生が、お腹なかを押さえながら起き上がっている姿だった。

「それどころか、睡眠障しよう害がいを引き起こすだけだ。保健の先生としてはちょっとオススメできない行為だなあ。まあ、そいつを苦しめたいってんなら、それもアリかもしれないけどな」

　彼女はそんなことを言いながら、落ちていたタバコを拾ひろった。そして火が消えていないことを確かめると、そのまま口にくわえる。

「あー、しかし、油断したなあ。平和ボケってやつかな。お前、悪あく魔まがどうとか言ってるが、何者だ？　ただの崇すう拝はい者しやってわけでもなさそうだな」

　煙けむりを吐はきながら、目の前の女はわたしを眺ながめ回す。

「それはこちらのセリフだ。貴様こそ正体を明かせ」

　こいつ、ただの保健の先生ではないな。

　人間がわたしの打だ撃げきを食らって、こんな短時間で起き上がれるはずがないのだ。

「まあ、そんなに警けい戒かいしなさんな。あたしは敵てきじゃないよ」

「……何？」

　女の言葉に眉まゆをひそめる。敵じゃない？

　真意を測りかねるわたしに向かって、彼女はつまらなさそうに言葉を続ける。

　サラリと言われたので、頭の中ではすぐに処理出来なかった。

　だけどそれは、本当ならもっと厳おごそかに、尊そん大だいに、威い厳げんを込めて放たれるべき言葉だった。

「こんな姿してるけど、あたし悪魔なんだ」













　　　第四章　昼休み！







　女の言葉はあまりにも突とつ拍ぴよう子しも無いものだった。

　何をバカな、と本来なら思うところだろう。しかしわたしはその一言で、全すべて納なつ得とくできてしまった。

　わたしはこの女が人並みはずれた肉体の持ち主であることをすでに確認している。それだけで、少なくとも彼女が人間などではないことは確かだと言える。

　それに、目を見れば分かる。

　一見しただけでは、その女の目は人間のそれと変わらない。しかしわたしには分かる。その瞳ひとみの奥に宿る光は、漆しつ黒こくの炎ほのおに燃えて暗く鈍にぶい輝きを放っているのだ。

　それこそが、彼女がサタン様と同じく、闇やみに生きる者である証あかしなのである。

「居心地がいいからこの学校に住み着いてるんだけどな。邪じや魔まさえしなけりゃ、事を荒立てるつもりはないよ」

　タバコをくわえたまま女は言葉を続ける。

　つまり、彼女にとってわたしは異物であり、縄なわ張ばりを荒らす侵しん入にゆう者しやだった、ということだ。だからさっきは、わたしのことを根掘り葉掘り聞こうとしていたのである。

　わたしのことを不ふ審しんに思った時点で、この女が人じん外がいの者だと気付くべきだった。そもそも先さきの大戦で敗北したとはいえ、悪あく魔まという種族そのものが死し滅めつしたわけではないのだ。

　いずれはこういうことも起こり得るはずだった。その可能性を考えなかったことが、わたしにとって最大の不覚である。

　ふがいない。まだまだ修行が足りない。

「で、お前さんは誰なんだ？　あたしが言うのもなんだけど、その怪かい力りきは人間のものじゃないよな」

　タバコをふかしながら、女が声をかけてくる。そうだ、今は落ち込んでる場合じゃない。話を進めよう。

「わたしの名はリリス。魔ま王おうサタン様の使い魔まです」

　名乗りを上げると、女はポカンと口を開け、くわえていたタバコを落とした。

　相手の正体が分かった以上、もう警けい戒かいする必要はない。悪魔なら、サタン様のことを必ず知っている。そして悪魔なら、彼女自身が言うように、我々の味方なのだ。

　わたしの言葉を聞いて、女は肩かたをすくめながら口元をつり上げた。

「それは失礼。まさかこんなところでその名を聞くとは思ってなかったな」

「いえ、こちらこそ手荒な真ま似ねをしてすみませんでした。それに、わたしの言葉を信じてくれてありがとうございます」

「それはあたしもだよ。きっと考えてることは一緒なんだろ」

　そう。彼女もまた、同じ結論に達したのだろう。わたしを人じん外がいの者だと認めたのだ。『分かる者』同士だと話が早くて助かる。

　ともあれ、ここで味方に出会えたのは思わぬ収穫だった。サタン様にご報告せねば。

「…………あれ？」

　そのとき、背後から小さくつぶやく声が聞こえた。

　振り向くと、目を覚ました愛あい沢ざわがぼんやりとしながら、ゆっくりと上半身を起こしたところだった。

　うつろな目で彼はわたしを見た。そしてすぐにベッドから飛び起きる。ついさっきまで自分がされていたことを思い出したのかもしれない。

「ちゃ、ちゃんと休んでおけよ！　また倒れても知らないからな！」

　顔をわずかに赤くしながら、愛沢は逃げるように保健室を後にした。

「捕らえようか？」

「……いえ、お構いなく」

　わたしは少し考え、女の申し出を断った。この目の前の女が言うには、どうも睡すい眠みん学習は効果がないらしい。となると、同じことをやっても意味がないということになる。

　何をすればいいのか、サタン様にお伺うかがいしなければならない。それまで愛沢には手を出せない。今は見み逃のがすしかない。

　うーん、任務失敗になるのかなあ。でも、一応収穫はあったわけだし、チャンスはまだまだあるはず。サタン様もお許しになってくださるだろう。と、願望まじりのことを思ってみる。

「ところで、リリスとか言ったな。こんなところで何をしてるんだ？　あの方は先の大戦で深ふか手でを負って、永き眠ねむりについているはず」

　女が素そ朴ぼくな疑問を投げかけてきた。そうか、彼女はサタン様が今どのような状況におられるのかを知らないんだ。

　まあそれも仕方ないか。サタン様が本格的に活動し始めてから、まだ一年しか経たってないという話だし。

「サタン様は今、この学校に来ています」

　わたしがそう答えると、彼女は目を輝かせながら顔を上げた。

「復活したのか！」

「いえ、そういうわけではありません。今のサタン様は決して本調子とは言えない状態です」

「……そうか」

　女はあからさまに落らく胆たんの表情を見せる。

「でもここへやって来たのは、とある目的のためです。その目的が達成できれば、魔ま王おうサタン様完全復活の決め手となるかもしれません」

　わたしの言葉を受けて、再び彼女の表情に輝きが戻る。

「それはもしかして、ついにこの地上を支配する日が来たということか」

　女は声を震ふるわせながら立ち上がり、胸の前で拳こぶしを握にぎりしめた。その様子に少し驚きつつも、答える。

「決して遠い話ではない、と思います」

　サタン様が復活なされば、地上侵しん攻こうなどたやすいこと。だからウソではないはず。

「……クックックッ、そうかそうか。だったらこうしちゃいられねえな。ちょいと準備をしてくらあ」

　女は低い声で笑うと窓に向かって歩いてゆき、縁ふちに手をかけながら軽々と外へ飛び越える。そして「ようやく楽しくなってきたな」とつぶやき、そのまま校門に向かって歩いていった。

　あまりにも一方的だったので、止める間もなかった。何の準備だろう。それよりも、ここはほったらかしにしておいていいのだろうか。

　ふと、名前を聞きそびれたことに今いま更さらのように気付く。

　まあ、いっか。彼女が戻ってきたときにでも確かめれば分かることだ。




　教室に戻ると、サタン様がクラスメイトに揉もみくちゃにされていた。

　女子たちによってである。

　体育の授業が終わり、三時間目の休み時間になったところだった。

「サタンちゃん、可愛かわいい～！」

「お肌はだすべすべ～！」

「見て見て、髪かみもこんなにツヤツヤ！」

「はい、あーん」

　手を引っ張られ、あるいは抱だきしめられ、あるいは頰ほおずりされ、あるいは髪かみを梳すかれ、あるいは飴あめ玉だまを口の中に入れられ、とにかくもう大だい惨さん事じだった。

　分かる、分かる。きっと我が慢まんできなくなったのだろう。サタン様はお美しい。その美しさにあやかりたいという気持ちが、彼女たちを動かしているのだ。

　これは後でクラスメイトの一人から聞いた話なのだが、わたしが保健室に向かった後、女子生徒の何人かがご主人様に声をかけたらしい。

　なんでも、走り幅跳とびで上う手まく跳べずに落ち込むサタン様を見かねてのことだったとか。それをきっかけにして打ち解け合った結果がこの現状、というわけである。

　ともあれ、サタン様を慕したう者が増えたのは良いことだ。

　よく見ると、他ほかのみんなはほとんど着替え終えてるのに、サタン様だけ体操服のままだった。

　教室に戻ってからずっとこの調子だった、ということか。

「……リリス、見てないで早く助けんか」

　微笑ほほえましい光景を眺ながめていると、サタン様が口をへの字に曲げて不満をもらした。

「あ、すみません。お楽しみのところをお邪じや魔ましない方が良いのかな、と思いまして」

「楽しんでなどおらん！　さっさと助けよ！」

　絶叫に近い声でサタン様が叫ぶ。

　そこでやっとわたしの存在に気付いた女子生徒たちは、サタン様を解放して駆かけ寄ってきた。急に自由の身となったサタン様はバランスを崩くずし、よろめきながらもなんとか踏みとどまる。

「リリスさん、身体からだはもう大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ええ、おかげさまで」

「調子悪くなったら言ってね。あんまり無理しちゃダメだよ」

「はい、ありがとうござます」

　言うだけ言うと、ようやく生徒たちは落ち着いたのか、パラパラと散ってゆく。

　どうやらこのクラスには親切な人もいるみたいだ。せいぜい利用させてもらうことにしよう。

「それで、どうなったのじゃ？」

　一人思案にふけっていると、サタン様が小声で耳打ちしてきた。

　おっといけない、忘れるところだった。

　お着替えを手伝いながら、保健室で起きたことを報告する。

「と、いうようなことがありました」

　話し終えると、サタン様は呆あきれたような目をわたしに向けた。

「……育て方を間違えたかのう」

　何かブツブツとつぶやいているが、言っている意味が分からないので黙だまっておく。

「いいかリリス、オトすという意味はな」

「はい？」

「……あー、よいよい。言っても分からぬじゃろう」

「はあ」

「それにしても、その悪あく魔まと名乗る女、気になるの。何者じゃ？」

　サタン様が当然の疑問を口にした。おそらくサタン様が地上に復活なさってから、今までに交流のない相手なのだろう。

「わたしも名前を聞きそびれました。それに、準備があるとか言って、どこかに行ってしまいましたよ」

「……ふん。まあ、いずれは分かることか。では、次の作戦に移るぞ」

　サタン様の言葉を聞き、わたしは顔を輝かせた。いよいよアレを実行なさるおつもりなのだ。

　今回、サタン様が用意なさった作戦は三つある。

　たとえ一つ目が上う手まくいかなかったとしても、次の手を打つ。次がダメでも、さらにまた次の手を打つ。二重三重に策を立てるという、用意周到なお考えなのである。

「ではゆくぞ、リリス。第二作戦、コードネームは」

　サタン様はガッツポーズを作り、高らかに宣言した。

「ラブラブお弁当作戦じゃ！」

「おー！」

　右手を高く掲かかげ、かけ声を上げる。計画は第二段階へと移行したのだ。

　士気が高まってきたそのとき、一人の女が鼻息を荒くしながらこちらに歩いてきた。

　宮みや坂さかとかいう、眼鏡めがねの女だった。

　彼女は苛いら立だちを隠かくそうとせず、人差し指を突き出す。

「ちょっと！　さっきのあれは、あなたたちの仕し業わざなんでしょ！　先生は手伝いなんて頼んでないって言ってたわよ。いったい悟さとるに何を……」

　しかしその言葉は最後まで続かなかった。

　四時間目開始のチャイムが鳴ったのだ。

　口をパクパクさせる宮坂を残し、皆は席に着く。やがて男子生徒も戻ってきて、すぐに先生も入室、日直が起立の号令をかける。

　宮坂は悔くやしそうにわたしをにらんでいたが、諦あきらめて自分の席へと戻っていった。

　あの人もよく分からない人だなあ。本当に何がしたいんだか。

　──ところで、ラブラブってどういう意味だろう？




　わたしたちは今、校舎裏に来ていた。

　現在の時刻は午後十二時十分。お昼休みである。

　以下、回想シーン。

「愛あい沢ざわくん、ちょっといいかな？」

「……なんだよ」

「愛沢くんって、お弁当持ってきた？」

「いや、学食行くつもりだけど」

「そっか、良かった！　実はね、今日お弁当作りすぎちゃったの」

「ふーん」

「それでね、保健室まで連れていってもらったお礼に、わたしのお弁当を食べて欲しいんだ」

「あ？　いや、いいよ。礼を言われるようなことなんて、してねえし」

「リリスさん、どうしたの？」

「あ、クラスメイトの人。愛沢くんがお礼を受け取ってくれないのですよ」

「お礼？　愛沢くんと何かあったの？」

「実はですね、保健室に連れていってもらった後、愛あい沢ざわくんと……」

「分かった！　その弁当、もらおう！」

　以上、回想シーン終わり。

　わたしの言葉をさえぎって叫んだ愛沢は、一いち目もく散さんに教室を飛び出した。どうやらよっぽど他ほかの人には知られたくなかったらしい。わたしは失礼してサタン様を小こ脇わきに抱かかえ、彼の後についてゆく。

　で、走りに走って着いた先がこの校舎裏だった。

　人がいない所に来たかったのだろう。こちらの思うツボだ。

　悪あく魔まにとっては、こういうジメジメした湿気の多い場所は居心地が良いのである。

　ここまでは作戦通りだった。

　一つの例外を除いては。

「……何よ。何か、文句、あるの？」

　宮みや坂さかは眼鏡めがねを軽く押し上げ、息を切らせながら言った。

「勘かん違ちがい、しないでよ、ね。私は、い、委員長として、はぁ……、はぁ……、あ、あなたたちと、もっと親しん睦ぼくを、はぁ……、深めようと、はぁ……、はぁ……、はぁ……、思ってるだけ、ですからね……っ！　あふん……」

　彼女は全速力で走りながらわたしたちに付いてきたせいで、呼吸もままならない様子だった。

　そっか、この人は職務に忠実な人なんだ。委員長という仕事も大変なんだなあ。

　でもわたしとサタン様は、そんな委員長を無視して食事の準備に取りかかっている。

　というか、邪じや魔まだ。

　わたしが目で合図を送ると、サタン様は首を横に振った。手を出すな、というお返事である。

　どうやら宮坂は愛沢と親しい仲にあるみたいだし、ここはまだ様子見ということなのだろう。

　レジャーシートを敷いて、四人で輪になって座る。周囲は木々に覆おおわれ、かなり見通しが悪い。光はほとんどさえぎられ、真っ昼間だというのに薄うす暗ぐらく、肌はだ寒さむささえ感じる。

　素す晴ばらしい景色である。

　気分を良くしたわたしはお弁当箱のフタを開け、愛沢の前に差し出した。

「はい、どうぞ」

　ずっとためらいの表情を見せていた愛沢も、諦あきらめがついたのか小さくため息をついて弁当箱を見下ろした。そして、

「へえ」

　その中身を見て、軽い感嘆の声を上げた。

　メインはタコさんウインナーに一口カツ、ミニハンバーグと豪ごう華かな三点セット。白いご飯と合わせて食べれば気分は上々。プチトマトとレタスは脇わきに添そえて、控ひかえ目ながらも存在をアピール。とどめにウサギさんのリンゴでフィニッシュという内容である。

「結構、マトモなんだな」

　失礼な発言は聞き流す。とりあえず、彼の心をつかむことには成功したようだ。

　しかし愛あい沢ざわは感心しつつも、見とれてばかりで手を出さない。やはり、直接手をつけるのには抵抗があるのだろうか。

　ならば。

「あ、もしかして食べさせて欲しい？」

「はあ？」

「なんだ、それならそうと言ってくれればいいのに」

　タコさんウインナーを一つ箸はしでつまみ、愛沢の口の前まで持っていく。

「はい、あーん」

「……いや、待て」

「あーん」

「やめろって」

「あ───ん」

「ま……」

　制止の声は聞かず、ほとんど無理やり口の中に押し込む。顔を赤くしていた愛沢だが、口を動かすうちに少しずつ表情を変えてゆく。

「あ、美う味まいな、これ」

　その一言をきっかけに、わたしは再び弁当箱を彼の前に突き出す。

「……仕方ねえな。ありがとよ」

　すると今度は素直に受け取り、次々と中身を胃の中に収めてゆく。

　サタン様の使い魔まとして作られたわたしは、料理の腕うでだって一流なのだ。一般高校生の舌を満足させる弁当を作ることなど、児じ戯ぎに等しい。

　もっとも、当のご主人様はわたしの手料理を一切口にしない。ジャンクフードならともかく、この弁当のように美お味いしくて栄養価の高い食べ物は、魔ま王おうたるサタン様のお口には合わないのだ。

　今もサタン様は市販のポテトチップス（しょうゆ味）を手づかみで食しているところである。

　ともあれ、作戦は上う手まくいきそうだった。

　わたしがここまでして愛沢に弁当を食べさせたのには、訳がある。

　食事とは生物が生きるために必要不可欠な行為だ。命に関わるその行為において、上下関係を成立させる。それが今回の作戦の狙ねらい目なのだ。

　わたしが与えた食事を、愛沢が受け取る。これは一つの隷れい属ぞくである。もちろんわたしが上で、彼が下だ。

　たとえ強制的に行われたことでも、与える者・与えられる者という関係を作ってしまえば、後は簡単だ。一度心の折れた者は、その相手にもう二度と逆らおうとしないものである。

　サタン様は作戦の詳しよう細さいを話してくださらなかったが、そういう意味が込められているに違いないのである。きっとそうだ。

　これでようやく愛あい沢ざわを支配下に置ける。そう安心しかけたそのとき、

「ま、待ちなさい！」

　邪じや魔ま者ものが割り込んできた。

　ようやく息を整えた宮みや坂さかが、自らの弁当箱を愛沢の前に差し出したのだ。

「悟さとるはわたしのお弁当を食べるんだからね！」

「えっと……」

「食べるの！」

「あ、ああ。ありがと、な」

　愛沢は突然のことに戸と惑まどっていたが、迫力に圧倒され、「そこまで言うのなら」といった感じで宮坂の弁当箱に箸はしをつける。

　宮坂のお弁当は簡素な物だった。ベジタリアンなのか肉類は入っておらず、ふりかけご飯にサラダ、卵焼きといった程度である。

　愛沢がどんな反応を示すのか、一挙一動を逃のがさずチェックする。だがわたしのときとは違い、彼はその料理についてノーコメントだった。ただ黙もく々もくと口を動かすだけだ。

　わたしは隙すきを見て弁当箱の中から卵焼きを一つ、素早くかすめ取る。そして止める間も与えず、すぐさま口に放り込んだ。

「ちょっと！　それ、あんたのために作ったんじゃないんだからね！」

　委員長の叫び声もどこ吹く風、胃の中に入れてしまえばこっちのものだ。

　しかし、うーん。この味は。

　正直なところ、コメントが浮かばない。

「……何よ。不ま味ずいなら不味いって、はっきり言いなさいよ」

　沈ちん黙もくが気に入らないのか、宮坂はそんなことを言ってわたしをにらむ。

　確かに美う味まくはない。はっきり言って不味い。でも、破壊的なまでの不味さ、というわけでもない。

　なんというか、普通に不味い。不味いだけ。

　場が白ける不味さなのだ。

　ようするに、

「えっと、面白くない味ですね」

　ということである。

　愛沢が何も言わないのも当然だ。言うべき言葉が見つからないのだ。

「お、お、面白くない味って何よ！　味に面白いも何もないでしょ！」

　宮みや坂さかが顔を真まっ赤かにしながらわめき立てるが、無視、無視。面白くないものは面白くないんだからしょうがないじゃないか。

　愛あい沢ざわはもう彼女の弁当に手をつけようとしなかった。今、彼の手の中にあるのは、わたしの弁当箱だけである。

　自分に正直な奴やつだ、偉いぞ。

「ちょっと、悟さとるも何か言ってよ！」

「ああ、うん……」

　宮坂は憤ふん慨がいの声を上げるが、愛沢は答えない。下へ手たに刺激して、怒りの矛ほこ先さきを向けられると面倒だと思っているのだろう。今だけは彼と気持ちが通じ合っている気がした。

　愛沢は話題を変えようとして視線をさまよわせる。そしてわたしの手の中に何もないことを見つけると、わずかに眉まゆをひそめた。

「えっと、リリスさんは昼飯食わないのか？」

　そう。弁当を作りすぎたなんて言ったのは当然ウソで、本当は一人分しか用意してなかったのだ。

　使い魔まであるわたしに食事は必要ない。エネルギーはサタン様を通して自動的に供給されるからだ。

　サタン様がいる限り、わたしは半永久的に活動できる。

「あ、わたしは食べなくても大だい丈じよう夫ぶなんですよ。お構いなくー」

　でも、説明してもきっと理解してもらえないことなので、それだけを伝える。

　すると愛沢は表情を曇らせて、弁当箱をわたしの目の前に差し出した。

「お前も食えよ」

「はい？」

「ダイエットだかなんだか知らないが、飯を抜くと身体からだに悪いぞ」

　どうも、変な方向に勘かん違ちがいされたみたいだ。

「いや、あのね」

「いいから、食えって」

　こちらの言うことなど聞く耳持たないつもりらしい。

　助けを求めるようにサタン様に視線を向けると、彼もまた同じ方向へと顔を動かす。

「そっちのお嬢じようちゃんも」

「ん？　ワシがどうした？」

「さっきからお菓か子しばっか食ってるだろ。そんなんじゃ大きくなれないぞ。リリスさん、この弁当ちょっと分けてやってもいいよな」

　そう言って愛沢はわたしの弁当箱をサタン様の前に突き出す。

　ダメだ、このままではサタン様がわたしの作った弁当を食べることになってしまう。それだけは避けなければならない。

　あの弁当は、サタン様にとっては毒にも等しいのだ。

「分かりました、食べます」

　弁当箱を奪うばい取り、ミニハンバーグをつまんで無理やり口の中に入れる。肉の旨うまみと食感が、口いっぱいに広がる。

　悪に属する者としてあるまじき行為。自分で自分が許せない。

　でも、これでサタン様に害が及ぶことはなくなったはず。このまま全部処分してしまおう。愛あい沢ざわはまだ不ふ機き嫌げんそうな顔をしていたが、一応は満足したようだった。

　チラっと視線を移して、サタン様の様子をうかがう。

　その瞬しゆん間かん、わたしは驚きよう愕がくと共に目を見開いた。

　サタン様が、宮みや坂さかの弁当をお食べになっていたのだ。

　そうか、その手があったか！

　宮坂の不ま味ずい弁当ならサタン様にとっても充分なエネルギーとなる。その上、愛沢の追及もかわせて一いつ石せき二に鳥ちよう。

「……あんたも、なに勝手に食べてるのよ」

　宮坂がジト目でにらんでいるが、サタン様は当然のごとく相手にしていない。

　さすがはサタン様、全すべての問題を解決する手段を一いつ瞬しゆんのうちに思いつくその頭脳は、天才という言葉でさえまだまだ言い足りない。

　それに比べてわたしときたら、自ら盛った毒を食らうことになっている。しかも、健康的な食事を取るということは、世界に悪意を広げる妨さまたげにしかならないのだ。

「宮坂と言ったか。おぬし、なかなか筋が良いの」

「はあ」

「まだまだ至らぬところはあるが、もう少し腕うでを磨みがけばワシ専属の料理長にしてやっても構わんぞ」

「……まったく褒ほめられてる気がしないんだけど」

　サタン様は宮坂と楽しそうに雑談を交わすだけで、わたしと目を合わそうともなさらない。

　やはり、怒っていらっしゃるのだろう。

　わたしも宮坂の弁当を食べると言えばよかったのだ。それくらいのこと、思いついて当然なのだ。

　後で直接おわびするのは当然として、今この場で、わたしは心の中で懺ざん悔げせずにはいられなかった。

　お許しください、サタン様。

　わたしは今、とってもヘルシーです……。




　そんなこんなで、楽しい楽しいお昼休みが終了した。

　食事を与え、上下関係を作るのが目的だったはずなのに、くつろぎの時間を共有する、という結果に終わってしまった。

　またしても作戦失敗である。

　せめて宮みや坂さかの不ま味ずい弁当を食べていれば、まだ少しはマシだったものを。

　……いや、やめよう。今いま更さら言っても仕方のないことだ。

　自らの非は認め、教きよう訓くんとし、次の任務を成功させればよいのだ。

「んじゃ、教室戻るか」

　愛あい沢ざわは立ち上がって伸のびをし、面倒くさそうにつぶやいた。

「あんたらには色々と聞きたいことがあったんだけど、なんかもう、どうでもよくなったな」

　彼は頭をかきながらそんなことを言う。懐ふところが広いのか、それとも物事に執しゆう着ちやくがないのか。

　いずれにせよ、こちらとしては好都合だ。

「あ、そうそう。サタンさんとリリスさんに話があるんだけど、いいかしら？」

　校舎へ戻ろうとするわたしたちに向かって、宮坂が話を切り出してきた。

　わたしに対して敵てき意いを見せていた宮坂だが、今は落ち着いた表情をしている。いったいなんの話だろうか。

「悟さとるは先に戻っててくれる？　私たちもすぐ戻るから」

「ん、でも」

「いいから、ほら、早く」

　愛沢を追い払うようにして宮坂が手を振る。愛沢は少しの間、彼女をにらむように見つめていたが、やがて渋しぶ々しぶといった感じで歩き始めた。

「じゃあな。授業遅れるなよ」

　こちらを振り向くことなく、愛沢は校舎へと消えてゆく。その背中を見送りながら、わたしはサタン様に視線を移した。

　サタン様の様子に特に変化はなかった。愛沢がいなくなった後も校舎の方にじっと目を向けているだけだ。

　でもきっと、まだ怒ってる。

　後の叱しつ責せきを想像して、わたしは小さくため息をついた。

　──視界の隅すみに影が見えたのは、そのときだった。

　細い棒ぼう状じようの影が、すさまじい速さでサタン様めがけて迫っていたのだ。

　常人なら何かが飛んでいることさえ気付かなかっただろう。ましてやその影をどうにかすることなんてできるはずがない。

　だけどわたしは常人どころか、人ですらなかった。

　影がサタン様の背中に触ふれる寸前、わたしは手を伸ばしてそれを捕まえた。

　握にぎりしめた瞬しゆん間かん、乾いた音がして影は砕くだけ、二つに折れて手の中からこぼれた。

　それは、どこにでも売ってるような、ただのボールペンだった。

　仕掛けらしいものもなく、材質もプラスチック。

　だがあの速度だ。もしもあのままサタン様のお身体からだに突き刺ささっていれば、きっと無事では済まなかっただろう。

　自然に飛んでくるような物ではない。誰かが狙ねらって飛ばしたことは明白だ。

　そしてそんなことをする奴やつは、この場には一人しかいなかった。

　振り返ると、宮みや坂さか麻ま美み子こが眼鏡めがね越しにわたしたちをにらんでいた。その瞳ひとみはむき出しの敵てき意いで満ち溢あふれている。

「ずいぶん大だい胆たんな挨あい拶さつじゃの。その積極性には好感が持てるが、ちと礼れい儀ぎを知らぬと見える」

　サタン様はまるで怯ひるんだ様子もなく、ゆっくりと宮坂の方へ向き直る。

「へえ、どうやら私の正体には気付いていたみたいね」

「当たり前じゃ。ワシを誰だと思っておる」

　見み下くだしたような態度の宮坂に、サタン様は鼻で笑って応こたえる。二人はにらみ合ったまま一歩も動こうとしない。

「あの、ご主人様。今はどういう状況ですか？」

　話についていけないわたしは、そんな間抜けな質問をするしかない。サタン様は宮坂を見つめたまま、わたしの問いに答えてくださった。

「見ての通り、あやつは人間ではない」

「はい、それは分かります。人間にはあんな速さでボールペンを投げることなんてできません」

「かと言ってワシら悪あく魔ま側の存在でもない」

「はあ」

　人間でもなく、悪魔でもない。謎なぞかけのようなその問題に、

「……って、そうか」

　しかしわたしはすぐに答えを導き出す。

　そう。考えるまでもない、単純な消去法である。

　人間でもなく、悪魔でもなければ、答えは一つしかない。

　こちらの考えが伝わったのか、サタン様はゆっくりとうなずき、口を開いた。

　そのお言葉と同時に、宮坂の身体が光に包まれる。

　もう隠かくす必要がないと思ったのだろう。宮坂は仮の装いを解き、本来あるべき姿をわたしたちに披ひ露ろうした。

　背中には、純白に輝く羽う毛もうの翼つばさ。頭には、金色にきらめく真円のリング。

　セーラー服はそのままに、人にあらざる物を身にまとい、彼女は自らの素す性じようを明らかにした。

　天使。

　それが宮みや坂さか麻ま美み子この正体だった。




　実を言うと、わたしはちょっと驚いていた。

　まさか委員長が人間じゃないなんて、想像もしてなかったからだ。

　天使である。悪あく魔まに仇あだなす者である。

　おそらくサタン様は、宮坂を初めて見たときから気付いていらしたのだろう。そしてどうやら宮坂もわたしたちの正体は分かっていたみたいだ。だからこそ人間のフリをしたままこちらの出で方かたをうかがい、チャンスを待っていたのだ。

　なんにも気付いてなかったわたしは、やはりまだまだである。

　しかし落ち込んでいる暇ひまはない。いま目の前にいる相手は、わたしたちの敵てきなのだ。

「私は天の使い、天界に属する者！　下界での名は宮坂麻美子！」

　左手を腰こしに当て、宮坂が叫んだ。

「その正体は、大天使・ミカエル！」

　おおっ、名前だけは聞いたことがある。彼女はそんなにも著名な存在だったのか。

「……の、従い兄と弟この妻つま！」

　と思ったら、違ったみたいだった。
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「……の、甥おいっ子の、斜め向かいにある家の、三姉妹の末っ子！　階級は天使！　ただの天使！」

　盛大に名乗りを上げて、宮みや坂さかは満足そうに不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

　全然かっこよくなかった。

　大天使、関係ないじゃない。

「あなたたち、悟さとるがどういう存在なのか知ってるんでしょ？」

　宮坂は腰こしに手を当てたまま言葉を続ける。

「だからこの学校へ来た。彼の魂たましいを汚けがし、自らの糧かてとするために。でも、そうはさせないわ。私は悟を監かん視しし、危機が訪れたときに守るため、天から使わされたの」

　なるほど、宮坂は愛あい沢ざわのボディガードのようなものなのか。だから彼女は、わたしと愛沢の接せつ触しよくにあれほどの怒りを見せていたのだろう。

　天界も愛沢悟の重要性を認めている、ということである。

「私は幼おさな馴な染じみとして、悟をずっと見守ってきたわ。聖人としての自覚を持ってもらうため、細心の注意を払って彼を導いてきたつもりよ」

　大おお真ま面じ目めな顔で宮坂は話す。

「募ぼ金きん活動、リサイクル活動、お年寄りの方の自立支援。社会に貢こう献けんできることには、小学生の頃から関わってきたわ。二人一緒にね」

「はあ」

「日常生活でも気は抜けないわ。忘れ物はないか、服は乱れてないか、おハシの持ち方は間違ってないか。注意すべきことはいくらでもある」

「それは、はい、確かにそうですね」

「クラスの係だって私が決めた。学校行事にも無理やり参加させてきた。悟のためになるって思ったことなら、なんだってやってきた。それが天使としての、私の務めなのだから」

　うん、なるほどなるほど。話の筋が少しずつ分かってきたぞ。

　おそらく愛沢はイエスの生まれ変わりだけあって、根っこの部分では真面目な好青年なんだと思う。昨日きのうだって嫌いや々いやながらもボランティア活動には参加していたわけだし、サタン様を殴なぐったことだってそうだ。

　でも幼い頃から宮坂にうるさく言われてきたせいで、反発して今みたいにひねた言動をするような性格になったのだろう、きっと。

　そうか、そう考えると、宮坂には感謝しなきゃいけないのかもしれない。

　宮坂のおせっかいがなければ、愛沢は真まっ当とうに聖人としての道を歩いていたのかもしれないのだから。もしそんなことになっていたら、わたしたちの付け入る隙すきなんてなかったのかもしれないのだ。

　ありがとう宮坂。あなたのおかげで、愛沢が聖人として覚かく醒せいする日は順調に遅れています。

「……何？　言いたいことでもあるの？」

「ああ、いえいえ。宮みや坂さかさんは立派な天使だなって思って」

「……まったく褒ほめられてる気がしないんだけど」

　宮坂はいぶかしげな目でわたしを見ていたが、ひとつセキ払ばらいをすると言葉を続けた。

「とにかく、あなたたちが選ぶ選択肢しは二つよ。悟さとるのことを諦あきらめるか、ここで命を落とすか。さあ、どっちがいい？」

　ずいぶん物ぶつ騒そうな天使だった。

　しかしそれも当然かもしれない。天使である以上、悪あく魔ま相手には容よう赦しやがない、ということだ。わたしが逆の立場だったら、多分同じようなことを言ってると思う。

「甘あまい奴やつじゃのう」

　でも、サタン様の感想はわたしとは違うものだった。

「ワシなら有無を言わさず暴力で解決する！」

　拳こぶしを握にぎりしめながら、サタン様は高らかにおっしゃった。

　さすがはサタン様。それでこそ魔ま王おう、ひとでなし。

「逃げるという選択肢を与えてる時点で、詰めが甘いのじゃよ。その程度の判断もできぬとは、所しよ詮せんはただの使いっぱしりか」

「これが私なりの礼れい儀ぎよ。どんな相手にも慈じ悲ひを与えるというのが、私たちのルールだから」

　宮坂は薄うすく笑って「さあ、選びなさい」と迫ってくる。

「ならばワシは三つ目の選択肢を選ばせてもらおう。おぬしを倒して愛あい沢ざわを手に入れる」

「……交渉決けつ裂れつね」

　サタン様の返答を聞き、宮坂の表情が冷たいものに変わる。

　そこにあるのは明白な殺意だ。どんな感情も含まれていない、ただ殺すことだけを考えている顔である。

「ふん、もう少し賢かしこい奴じゃと思っておったが、とんだ見込み違いじゃったわ。ワシが何者か、知らぬわけではあるまい」

「ええ、知ってるわ。名前を聞いたときに、ピンと来たからね。かつての力を失った敗北者、それがあなたよ」

　侮ぶ辱じよくとも取れるその発言に、サタン様はニヤリと笑う。

「確かにおぬしの言う通りじゃ。だがの、ワシがなんのためにリリスを連れてると思っておる」

　サタン様はわたしを見て一言、

「奴を倒せ」

　そうおっしゃった。

「はい。ご命令のままに」

　やるべきことが決まった。後はそれを実行するだけだ。

　わたしはサタン様をかばうように前に立ち、わずかに腰こしを落とす。

　目の前の敵てきを見み据すえながら、頭の中で戦力を分ぶん析せきする。

　筋力に関しては、人間の限界を超えた力を出せるようだ。だがあれくらいならわたしでも可能だ。さっきの投とう擲てきが、彼女が出せる力の十分の一程度だったと仮定しても、それでもわたしよりもはるかに劣おとる。そんな実力しかない相手が、わたしたちにケンカを売ってくるとは思えない。

　となると、何か奥の手がある、と考えるべきだろう。うかつに仕掛けるのは早計かもしれない。

「来ないのなら、こっちから行くわよ」

　宮みや坂さかは冷ややかに言い放つと、右手を高く掲かかげて口を小さく動かした。

　宮坂の手のひらに高熱が発生する。直後、まばゆい光と共に白い炎ほのおが生まれる。炎はバスケットボールほどの大きさまで膨ふくれ上がり、彼女の手の上で浮かんだまま揺れ動いていた。

　あらゆるものを焼き尽くす、浄じよう化かの炎だ。

　やはり肉にく弾だん戦せんではなく、飛び道具で挑いどんでくるか。しかも、分かっていたことだが、向こうは本気だ。本気でわたしたちを殺すつもりなんだ。

　まあそれはこっちも同じだから、お互たがい様なんだけど。

　厄やつ介かいな攻こう撃げきだった。避ければサタン様に当たる。防いだとしても余波で被害が及ぶかもしれない。どう対処すべきか迷うところである。

　だけど、そんなことよりも何よりも、わたしはさっきからずっと気になっていることがあった。

「ええっと、宮坂さん。一つ聞いてもいいですか？」

「……何？」

　わたしが話しかけると、宮坂は表情を変えず律りち儀ぎに返事をしてくれた。

「もう人間のフリをしなくてもいいのに、どうして眼鏡めがねをかけたままなんですか？」

　そう。翼つばさを広げ、正体を現した後も、彼女はフチのない眼鏡をかけっぱなしだった。

　今はもう、委員長という役割を演じる必要はないはずなのに、である。

　わたしの疑問に、宮坂はあっさり答えた。

「私、視力弱いから。裸ら眼がんだと０・００１以下なの」

　……ひょっとして、宮坂はバカなんだろうか。

　わざわざ自分から弱点を教えるなんて、どうかしてる。

　もしかしたら、これも引っかかってくれるかな。

「あっ、愛あい沢ざわくん」

　わたしは宮坂の背後に視線を向けて、今気付いたという感じで言う。すると、

「えっ、さ、悟さとる？」

　宮みや坂さかは慌あわてた声を出して後ろを振り向いた。

　あー、ホントに引っかかってくれるんだ。面白いなあ、この人。

　わたしはついさっき受け止めたボールペンの欠片かけらを、勢いよく指で弾はじいた。

　風を切って欠片が飛び、宮坂の眼鏡めがねのつるの部分に直ちよく撃げきする。衝しよう撃げきで眼鏡は外れ、そのまま地面に落ちる。

「あっ、ちょっと、何するのよ！」

　突然のことに驚いた宮坂は手の上にある炎ほのおを投げ出し、ヒザを曲げて両手を地面につけた。

「眼鏡、眼鏡」

　宮坂は手探りで眼鏡を探し始める。当然、放り投げた炎はそのまま落下し、

「きゃああああああ熱い熱い！」

　自らの肉体を燃やすことになった。

　炎に包まれながら宮坂は転げ回る。そのせいで周囲に火が燃え移り、木々や校舎の壁が焦こがされてゆく。

　その様子を見つめながら、わたしはサタン様に尋たずねた。

「えっと、この人どうしましょう？」

「放っておけ。殺すと面倒なことになるし、こやつも自らの失態を上に報告などせんじゃろ」

　サタン様はつまらなさそうに言って背を向ける。もう興味を失ったみたいだった。

「それよりもリリスよ、予定変更じゃ。この場を離れるぞ」

　そのお言葉に、わたしは小さくうなずく。

　宮坂はこんな有り様だし、炎による被害は広がり続けている。人に集まって来られたりしたら面倒なことになりかねない。このままここに残っていても何の得もない。

　わたしはサタン様を抱だっこして、駆かけ足でその場を後にした。

「ま、待ちなさい！」

　背後からは、わたしを呼び止めようとする声が聞こえたが、当然無視だ。

　後始末は全部彼女に押し付けよう。あれくらいで死ぬことはないだろうしね。一応、天使なわけだし。

「ちと、疲れたのう。今日はもう帰るぞ」

　サタン様から次の指示が下る。しかしまだ午後の授業が残っているはずだった。

「勝手に帰っても構わないのでしょうか？　明日あした先生に理由を尋たずねられたとき、どう答えればよいのでしょう？」

「そんなもの後で考えればよい。ひとまず出直して対策を練り直しじゃ。もしも宮坂が追ってくるようなら、そのときはまた相手をしてやれ。ま、あやつも人目のあるところでは仕掛けて来んじゃろうがの」

「分かりました。愛あい沢ざわをオトすのはまた明日あした、ということですね」

　刻々と変わる状況に、臨りん機き応おう変へんに対応する。それが勝利への近道である。

　しかし、どうやらこのままでは用意していた第三の作戦『下校時間もトゥギャザーしようぜ作戦』は中止になりそうだ。ちょっと残念な気がするけど、仕方がない。

　校門への道を駆かけながら、わたしは言いそびれていたことを口にした。

「あの、サタン様。さきほどは申し訳ありませんでした」

「ん？　何がじゃ？」

「食事のことです。あんな健康的な食事をしてしまって、世界に善意を増やすハメになりました。あれはわたしのミスです。お叱しかりください」

　自ら作った毒を食べたときのことを思い出す。

　途と端たんに、不ふ愉ゆ快かいな気分がよみがえってくる。

　おのれ愛沢め。この屈くつ辱じよく、晴らさでおくべきか。と、責任転てん嫁か。

　でも、サタン様のお言葉は思っていたものとは違っていた。

「気にするな。リリスにしては上出来じゃったぞ」

「ですが」

「むしろ狙ねらい通り、と言ってもよいかもしれんの」

「ほえ？」

「まあ、分からずともよい。結果はいずれ出るはずじゃ」

「はあ」

　おっしゃる意味がよく分からなかったが、どうやらそれほど深刻な事態にはならなかったみたいだ。内心で安あん堵どしつつ、さらにわたしは質問を重ねる。

「それともう一つ、お聞きしたいことがありました」

「なんじゃ？」

「宮みや坂さかがボールペンを投げたとき、サタン様はご自分が狙われていることをお気づきになっていましたか？」

「当たり前じゃ」

　何を今いま更さら、という口調である。

「では、なぜ避けようとなさらなかったのですか？」

「おかしなことを言いおるのう。ああいうときのために、お前がおるのではないか」

　サタン様のお言葉を聞いてわたしは一いつ瞬しゆん放心状態になり、じわじわと遅れてその意味を理解した。

　つまり、わたしを信頼してくれていたのだ。

　嬉うれしくなって、サタン様を抱だく腕うでに力を込める。

「や、やめんか！　苦しいじゃろうが！」

　腕うでの間から、割と真剣な苦情の声がもれてくる。

　おっといけない、つい加減を忘れかけた。うっかり、うっかり。

「うーむ……。やっぱり、育て方を間違えたかのう」

　腕の力を解くと、サタン様は荒い息を吐はきながらそんなつぶやきを口にしたのだった。

　やがてわたしたちは中庭を抜け、校門の前へと到着する。校舎の時計を見ると、今はもうお昼休みが終わる寸前だった。

　五時間目にはどこのクラスも体育の授業はないらしく、校庭には誰もいない。今なら学校を抜け出しても、見とがめられる心配はなさそうだ。少し速度を上げて、一気に校門を走り抜けようとする。

　しかしわたしたちはそこで、思わぬ相手によって行く手をさえぎられることになるのだった。













　　　第五章　対決！







「なんじゃ、あやつらは？」

　先に疑問の声をもらしたのは、サタン様の方だった。わたしの腕うでにぶら下がるようにしながら、その視線は一点へと注がれている。サタン様のお言葉を受け、わたしは足を止めて真正面を見つめた。

　校門の外には人の群れが広がっていた。

　見るからにガラの悪い、ソレと分かる連中だった。

　年ねん齢れい的にはおそらく十代後半の若者ばかり。ある者は髪かみを染め、またある者は身体からだに刺いれ青ずみを入れ、激しく自己主張している。数にして十、二十、いや四十人はいるだろうか。

　彼らは皆、大型のバイクに乗っていた。よく見るとどのバイクもマフラーやサスペンションなどに違法な改造がされてあり、もちろん全員ヘルメットなんてかぶってない。

　なかなか好感が持てそうな彼らの先頭には、ひときわ目立つ装そう飾しよくをほどこしたバイクがあった。全身を紫むらさき色いろにカラーリングし、他ほかとは一線を画したそのバイクにまたがっているのは、同じく紫色の特とつ攻こう服を着た女である。

　その女はタバコをくわえ、一筋の煙けむりをくゆらせたまま校舎の方へと視線を向けていた。

　さっきまでは白衣を着ていたはずの、あの保健室の先生だった。

　彼女はわたしたちに気付くと、バイクを降りて他の連中になにやら言い聞かせていた。

　男どもは無言だった。表情も変えず、黙もく々もくと女の指示を聞きながら首を振っている。

　まるで生気が宿ってないかのような、そんな彼らを残し、女はわたしたちに近づいてきた。

「サタン様、あれがさっき言っていた、自らを悪あく魔まと称する女です」

　わたしはサタン様を降ろしながら、小さくささやく。

「……ほう、なるほどのう」

　女がわたしたちの目の前で止まり、サタン様を見下ろす。その顔には保健室を出て行ったときと同じような、歓喜の表情が浮かんでいる。

「久しぶりだな」

　女はそう言って口を歪ゆがめる。女を見上げるなりサタン様は目を細め、険しい顔を作った。

「おぬしじゃったか。久ひさ方かたぶりじゃの」

　サタン様には女が何者か、もう判明したようだった。悪魔同士だけに分かる『匂におい』のようなものがあるのだろう。

「ご主人様、この方は何者なんです？」

　わたしが尋たずねると、サタン様は不ふ機き嫌げんそうに口を開いた。

「今から三千年くらい前かの、人間の中にも少しばかり骨のある奴やつがおってな。伝説や物語の中に出てくる、英雄と呼ばれる存在じゃ。その者によって封印された悪あく魔まのうちの一人。それがこやつの正体じゃよ」

　サタン様のお言葉に、女は苦笑いを返した。

「へっ、あたしとしたことが、あのときはちょっくらミスってしまってな。いやはや、恥ずかしい限りだよ。だが、なんとか魂たましいの一部だけは抜け出すことに成功して、それでこうして人間社会に溶とけ込んで、今日という機会を待ち続けていたってわけさ」

　なれなれしい口調で言いながら女は背後に視線を送り、親指で指差す。

「あたしは以前の力の大半を失ったけど、『兵隊』は健在だぜ。ほら、この通り」

　女が指を鳴らすと、男どもが一いつ斉せいにバイクをふかした。けたたましい音が周囲に広がる。

　どうやら彼らは皆、あの女の部下らしい。その盛り上がり方が気に入らないのか、サタン様はフン、と鼻を鳴らす。

　わたしはまだ話についていけてなかった。

「それで、あの」

　水を差すようで気が引けたけど、分からないことは聞くしかない。

「具体的には、なんという方なのでしょう？」

「なんじゃ、ここまで言ってもまだ分からぬか」

「申し訳ありません」

「……ま、いいじゃろ」

　ひとつセキ払ばらいをしてから、口を開く。

「こやつの姿をよく見れば分かるはずじゃ。多分、お前にも教えてやったことがあると思うぞ」

「はあ」

　サタン様からは悪魔に関する知識を直接教えていただいている。姿を見れば分かる、ということは、容姿に特徴のある悪魔なのだろう。目の前の女をじっくり観察する。

　サタン様ほどではないが、美しい女だ。野生的で、怠たい惰だな雰ふん囲い気きのある整った顔立ち。スタイルの良い肉体は、特とつ攻こう服の隙すき間まからのぞく胸元が情欲的である。

　右手にはタバコを持ち、口からは煙けむりをふかしている。背後には彼女が乗る大型の改造バイクと、四十名の配下。

　そこまで見て、わたしの中でようやく全すべての点がつながった。

「そう。魔ま界かいの四大実力者が一人、アスタロス。それが奴やつの名じゃ」

　サタン様はつぶやき、拳こぶしを小さく握にぎりしめた。

　アスタロス。この方がそうなのか。

　確かに以前、サタン様からお聞きしたことがある。

　大だい蛇じやにまたがり、四十もの悪あく霊りようの軍団を率いる、絶ぜつ世せいの美女。サタン様に次ぐ力の持ち主とも言われていて、右手には凶きよう暴ぼうな毒どく蛇じやを持ち、口からは猛もう毒どくのガスを吐はき出す。

　英雄ソロモン王によって封じられた、七十二柱はしらの悪あく魔まの一人である。

　彼女はかつての力を失ったと言っていた。おそらくいま身に着けている物は、代用品ということなのだろう。

　大蛇がバイク、四十の軍団が背後の連中、毒蛇がタバコ、毒ガスがタバコの煙けむりというわけか。

「それは失礼しました。すぐにお気づきになれなかった無礼をお許しください」

「気にするな。こんな姿してるんだし、分からなくて当然だ。それにかしこまる必要もない。普通に話そうぜ、普通に」

　アスタロスはタバコをくわえながら豪ごう快かいに笑う。悪魔ゆえの寛かん容ようさか、それとも単に面倒なだけか。ともあれ気にしなくていいのなら、言われた通り普通に話そう。遠えん慮りよするのはかえって失礼だ。

「で、アスタロスよ。おぬしはなんのために、あの連中を連れてきたのじゃ？」

　サタン様が依然として不ふ機き嫌げんなままそんなことを言う。

「決まってるだろ、地上侵しん攻こうのためだ。やるんだろ？　世界征せい服ふく」

　さも当然であるかのように、アスタロスは言い放った。
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「……リリスよ、こやつにそんな話をしたのか？」

　サタン様が呆あきれた目でにらんでくる。視線が痛い。

「えっと、言ったような、言わなかったような」

　うーん。遠くはない、とは言ったと思うけど、今すぐに侵しん攻こうを始めるとは言ってないはず、なんだけどな。話が上う手まく伝わってなかったみたいだ。

「でもサタン様。この兵たちは、わたしたちにとって大きな戦力の追加となるわけですよね。結果的にではありますが、良いことなのではありませんか？」

　アスタロスは力を失ったとは言ってるが、短時間でこれほどの兵を集める統とう率そつ力りよく、カリスマ性を持ち合わせているのだ。それだけでも彼女は頼もしい存在だと思う。

「だといいんじゃが」

　でも、サタン様のお考えはわたしとは違うものだったようだ。憂うれい顔はまだ晴れない。

「ところで、これだけの人数がいると騒そう動どうにならぬか？　あまり目立つことはしたくないんじゃがの」

　もっともなご意見だった。彼らが校門の前に集まってから、結構な時間が経たつ。いつ先生たちが気付き、なんらかの対処を取ろうとしてもおかしくない。そうなるとこの場にいるわたしたちも、巻き込まれる可能性が高い。

　だがアスタロスは、そのあたりのことも抜かりなかったようだ。

「心配するな、誰も何も気付かないさ。あたしが確率の操作を行ってるからな」

　アスタロスは悪あく魔まである。当然、サタン様と同様に確率を操れる。

　おそらく今は『この事態に気付く可能性』を低くしているのだろう。だから教師も生徒も皆、この異常な状況に気付いていないのである。

　ゆえに、この状況を理解できているのは、わたしたちのような人ならざる者か、人間の中でも特別な運命を背負った奴やつだけなのだ。

　こちらへ走ってくる、あいつのように。

「お前ら、何やってんだよ！」

　愛あい沢ざわ悟さとるはわたしたちの元へ駆かけ寄り、大きく息を吐はいて校門に視線を向け、続いてこちらをにらむ。ちょうどそのとき、授業開始のチャイムが鳴った。

「いつまで経っても戻ってこないと思ったら、んなところにいたのか。ほら、チャイム鳴ったぞ。教室戻れよ」

　彼は怒った顔で教室を指差すが、ここにいる誰も返事すらしない。

　このバカ、どうしてこんなところに来たんだ。話がややこしくなるじゃないか。

「そういえば、そっちの使い魔まがこいつを追いかけてたな。何者だ？」

　アスタロスがつまらなさそうに愛沢を眺ながめていたが、すぐにわたしたちの方へと向き直った。サタン様がわたしにしか聞こえないくらい、小さく舌した打うちする。

「放っておけ。おぬしには関係のないことじゃ」

「なんだ、それ。気になるな」

「なに、大したことではない。そんなことより、外の奴やつらを他ほかの場所へ連れてゆけ。騒さわぎにならぬとはいえ、魔ま力りよくの無む駄だ遣づかいじゃろ」

「あぁ？　せっかくお前のためにかき集めたんだぞ。魔力のことなんて気にするなよ」

　サタン様は話をぼかしながら、しきりに愛あい沢ざわについての話題を遠ざけようとしていた。どうもこの件に関してはアスタロスに触ふれられたくないみたいだ。

　でもそんな二人の間に、空気を読めてない愛沢が割って入ってくる。多分、自分が無視されていることにも気付いてないのだろう。

「先生も、いったいここで何やってるんですか？　危ないっすよ、こんなところにいちゃ」

　愛沢が校門の外にチラチラと目を向けながら、そんなことを言う。

　途と端たん、アスタロスがゆっくりと彼に視線を向け、その瞳ひとみが鈍にぶく光った。

「それとも、あの連中は先生の知り合いなんですか？　俺おれがどうこう言う筋合いはありませんけど、付き合うダチは選んだ方がいいっすよ」

　アスタロスに向かってそう言い放ち、わたしには「危ねえからさっさと教室戻れ」と小声でささやいてくる。

「……サタンよう、本当にこいつ、誰だ？　あいつらの存在に気付いてるってことは、ただの人間じゃないってことだよな」

「おぬしには関係ないと言っておろう」

「大アリだよ。こっちは後ろの連中との関係を、その男に知られたんだ。いくら確率を操作しても、わずかなヒビがあればそこから全すべて崩くずされる恐れはある。あんたもそんなことは分かってるはずだろ」

　アスタロスが厳きびしい目を向けてくる。彼女の言う通りだった。確率はあくまでも確率であって、絶対ではない。何かがきっかけとなって、アスタロスの正体が周囲にバレる可能性は充分にある。そうなると彼女も今の生活を続けることはできなくなるだろう。

「さっきから何を言ってるんすか？　よく分からないんすけど、とにかく外の人たちが先生の関係者なんだったら、どっか行ってもらってください。今は授業中っす」

　愛沢は同じ言葉を繰り返す。アスタロスは目を細めてそんな彼をしばらくの間見ていたが、やがてゆっくりとタバコの煙けむりを吐はきながらサタン様に目をやり、

「面倒だな。殺すか」

　言うと同時に、愛沢の頰ほおを平手打ちした。

　それは何気ないゆっくりとした動作だったが、平手打ちを食らった愛沢は盛大に吹っ飛び、グラウンドを何度も転がった。

「せ、先生……？　あ、ぐぅ……」

　愛あい沢ざわはうめき声を上げながらも、地面に手をついて力を入れようとした。だがアスタロスの一いち撃げきが足にきたのか、ガクガクと身体からだを震ふるわせ、立ち上がれないでいる。

　そんな愛沢には目もくれず、アスタロスは言葉を続ける。

「こっちの秘密を知られた以上、生かしておくと厄やつ介かいなことになるしな。あたし自身はどうでもいい。こうして決起した時点で正体がバレるのは覚かく悟ごの上だ。が、今後のためにも不安要素は取り除くべきだろ」

　これももっともな意見だった。アスタロスにとって、いや全すべての悪あく魔まにとって、愛沢のように世の理ことわりの埒らち外がいにいる者は、安全をおびやかす存在なのだ。だから本来なら、わたしも彼女に同意したいところである。

　愛沢悟さとるが、イエスの生まれ変わりでなければ。

　わたしは愛沢とアスタロスの間に入るようにして立ち、彼女を正面から見つめた。アスタロスの方が背が高いので、少し見上げる形となる。

「なんだお前。邪じや魔まするつもりか？」

　アスタロスの口調に鋭するどさが増した。彼女の身体からだから沸ふつ々ふつと殺気がにじんでくるのが分かる。

「あなたに彼を殺させるわけにはいきません」

　確かに愛沢が生きていれば、アスタロスにとって不利なことになるだろう。だけど、そんなものわたしの知ったことではない。わたしにとって最重視すべきは、サタン様のご意思のみ。サタン様が愛沢を必要とするのなら、わたしは彼を守るだけだ。

　わたしたちは真正面から見つめあった。しかしそれも一いつ瞬しゆんのこと、アスタロスは視線をサタン様に向け、口を開く。

「あんたの使い魔まはこんなことを言ってるが、いいのか？」

「……リリスの言葉はワシの言葉じゃよ。あの男には利用価値があるのでな。悪いがおぬしの好きなようにやらせるわけにはいかん」

「だから、その利用価値ってなんだって聞いてんだよ」

　アスタロスのまなざしが厳きびしくなる。二人は無言のまま、じっとにらみ合う。

「正確に言えば、あやつの魂たましいに利用価値がある。あやつは、とある人間の生まれ変わりでな。魂を悪に染めれば、多量の悪意を集めることができるのじゃ。だから、殺すな」

　サタン様がそうおっしゃると、アスタロスは小さく口を開け、放心したようにしばらくの間空を見上げていた。やがてタバコを一息吸って煙けむりを吐はき出すと、その目を再びサタン様に戻す。

「解げせないな。昔のあんたなら、間違ってもそんなことは言わなかったはずだ」

　彼女はつまらなさそうにつぶやき、言葉を続ける。

「あいつの魂がどれだけレア物か知らないが、たかが人間だろ。都合が悪くなったら殺して、また生まれ変わったときに利用すればいいだけじゃねえか。それをなんだ、殺すなだと？　いつからそんな腑ふ抜ぬけになっちまったんだ？」

　その侮ぶ蔑べつの表現に、わたしは思わず口をはさんだ。

「殺人は悪意を貯ためる妨さまたげとなります」

「ザコは黙だまってろ」

　しかし即そく座ざに言葉をさえぎられる。サタン様に視線を向けると小さくうなずいたので、そのまま黙ることにする。

「まあいい、あんたの言い分は分かった。ようするに、あたしの都合よりも自分の目的を優先させるってことだ。それなら話は簡単だ。意見が対立したときは力で解決する。それがあたしたちのやり方だったよな」

　アスタロスはそう言い放つと、手に持っていたタバコを地面に落とし、背後に目を向けた。

「おい、てめえら！　この三人を囲め！」

　かけ声と共に爆ばく音おんが生じる。男どもがバイクを駆かりながら、一気に回り込む。

　あっという間にわたしたちは、彼らに包囲されていた。

「大人おとなしくしておいた方が身のためだ。あたしが号令を下せば後ろの連中が一いつ斉せいに襲おそい掛かる。命が惜おしければその男を渡すんだな」

　アスタロスの瞳ひとみには冷れい徹てつな光が宿っている。彼女の言葉に偽いつわりはないのだろう。たとえ相手がサタン様でも、この女は殺すつもりなのだ。

「バカめ、大局が見えぬか。愛あい沢ざわには監かん視しが付いておる。下へ手たに手を出せば天界の奴やつらの知るところとなるのじゃぞ」

　サタン様が苦々しい声を出す。が、アスタロスは全く意に介かいさない。

「だからどうした。立ちふさがる敵てきは全すべて叩たたき潰つぶす。それがあたしたち悪あく魔まの生き様ざまだろうが。やっぱりあんた、変わっちまったよ」

　彼女は髪かみをかき上げ、はっきり聞き取れるほど大きく歯ぎしりを鳴らした。

「……気が変わった。これ以上、腑ふ抜ぬけたあんたを見ていたくない。あんたは殺す。何があっても殺す。その後で、あたしがあの男の魂たましいを有効活用してやるよ」

　蔑さげすみの目で見下ろす顔は、敵てき意いに満ちている。アスタロスの身体からだからみるみるうちに殺気が溢あふれてくる。

　でも、気のせいかもしれないけど、その声の響ひびきにはわずかに寂さびしさが混ざっているように聞こえた。

　サタン様は右手人差し指の指輪をさすり、口を固く結んだ。しかしすぐ思い直したように首を横に振り、顔を上げる。

「相変わらず血の気の多い奴じゃのう。そういうところはちっとも変わっておらんわ。だからおぬしと会うのは嫌いやだったんじゃ。こうなることが分かっておったからの」

　そこにあるのは、決意を固めた表情だった。

「じゃが、避けられぬ運命なら立ち向かうとしよう。リリス、何をすべきか分かるな？」

「はい」

　わたしはうなずき、精神を集中させる。

　アスタロスとは完全に決けつ裂れつした。もう戦うしかない。

　悪あく魔ま同士での争いなんて何の得にもならない、天界の奴やつらが利するだけの行為である。

　それでもご主人様が望むのなら、わたしはそれに従うまでだ。

「じゃあ、死ね」

　言葉と共に、アスタロスが右手を掲かかげて指を鳴らす。

　その瞬しゆん間かん、バイク集団は一いつ斉せいにわたしたちに向かって突っ込んできた。

「……待てよ、てめえら」

　そのとき、わたしの背後にいた愛あい沢ざわがフラフラとした足取りで立ち上がり、不良たちをにらんだ。

「女の子相手に、よってたかって何やろうとしてんだ！　てめえらの相手は、この俺おれだ！」

　気迫のこもった声を上げながら、愛沢はわたしたちの方へと歩いてくる。

　そんな彼の背後から、一台のバイクが迫ってきた。手に持っているのは鉄パイプだ。

「危ない！」

　わたしがそう言ったときにはもう遅かった。バイクに乗った男は、愛沢の後頭部を殴おう打だし、そのまま走り抜ける。

　殴なぐられた愛沢は吹っ飛び、仰あお向むけのまま地面に倒れ伏す。そしてそのまま起き上がる気配を見せなかった。

　一いつ瞬しゆん、嫌いやな予感が頭をよぎったが、大だい丈じよう夫ぶ、息はある。ただ意識を失っただけだ。

　愛沢の無事を確認しつつ、サタン様に目を向ける。

　サタン様は迫り来る敵てきを前にして、わたしに教え諭さとすように叫んだ。

「一つ教えておこう！　こやつらは皆、人間ではない！　人の姿を模しただけの、ただの悪あく霊りようじゃ！」

　悪霊。死した後もなんらかの理由で生まれ変わることができず、現世に留とどまり続けている魂たましいの成なれの果てのことだ。

　おそらくアスタロスはそういった悪霊を操あやつる力を持っているのだろう。本来なら特定の姿を保てない悪霊を、人の形に見せかけられているのも、彼女の成せる業わざなのだ。

「手加減など必要ない！　全力で戦え！」

　人間ではないから、倒しても魔ま力りよくの蓄ちく積せきに影響はない。サタン様がおっしゃっていることは、そういうことなのだろう。

　それどころか、考えようによっては魔力を増やすことにもつながるかもしれないのだ。

　悪霊には恨うらみや未練を残しながら、無念のうちに死んだ者が多い。自らの意思を持たず、言葉も通じず、生きていた頃の記き憶おくを頼りに本能のままこの世をさまよい続ける。

　だからといって悪事を働くかというと、そうでもない。彼らには思考できるほどの知性がないのだ。

　彼らの行動が結果的に悪となることはあっても、そういったことを故意に行うことはない。悪あく霊りようとは名ばかりの、悪を成すことなどできない浮ふ遊ゆう霊れいに過ぎないのである。

　ましてや誰かの支配下に置かれている間は、存在理由である記き憶おくさえも奪うばわれているかもしれない。

　そんな悪霊たちを現世に留とどまらせておいても、命のムダだ。それよりも力ずくで彼らの魂たましいを解放させた方が効率的である。

　解放された魂は再び命の循環に加わることになる。新しい命が生まれれば悪意が発生する可能性も増え、結果的に魔ま力りよくも貯たまる。

　彼らの魂を救うことは、立派な悪なのだ。

「分かりました、全力を尽くします！」

　遠えん慮りよは無用、ということである。だったら力の制せい御ぎよなんて考えず、思う存分暴れてやろう。わたしは悪霊たちに向き直り、小さく息を吐はいて身構える。

　悪霊が一体、正面から突っ込んできた。

　わたしはそれを避けようともせず、

「リリスパンチ！」

　叫ぶと同時に正せい拳けん突きを叩たたき込んだ。

　人間相手に放つのとは違う、腰こしの入った本当の全力パンチだ。

　目の前の彼は吹き飛んだりはしなかった。それ以前の問題だった。

　肉体がわたしの打だ撃げきに耐え切れず、粉々に砕くだけ散ったのだ。

　悪霊の手を離れたバイクはバランスを崩くずし、派手な音を立てながらグラウンドを転がる。

　霧む散さん消しよう滅めつする敵てきの後ろから、さらに二体の悪霊が迫る。

　彼らの攻こう撃げき方法は実に単純だった。バイクごと体当たりか、手に持った武器で殴なぐりかかってくるだけ。

　武器といっても金属バットやチェーン、鉄パイプといった殺傷力の低いものばかりなので、何も怖くない。人間相手ならともかく、わたしにはそんなもの通用しない。攻撃をかわして、カウンターで反はん撃げき。それで片が付く。

　悪霊の一体は金属バットを振り下ろしたが、しかしそれは地を削けずる結果となる。わたしは攻撃をかわした勢いのまま身体からだを回転させ、

「リリスキック！」

　姿勢の低くなったその頭に後ろ回し蹴げりを直ちよく撃げきさせた。

　もう一体の敵が、チェーンを持った手を振り上げる。その瞬しゆん間かんを狙ねらってわたしはさらに一回転し、

「リリス裏うら拳けん！」

　攻こう撃げきが届く前に裏拳をぶち当てる。二体はほぼ同時に肉体を粉ふん砕さい、跡あと形かたもなく消え去った。無に還かえった彼らは再び輪りん廻ねの中に組み込まれることだろう。

　悪あく霊りようどもの攻撃が単純なのと同様に、こっちの攻撃もシンプルなものだった。力任せに殴なぐる、蹴ける。ただそれだけである。ただし、その威い力りよくは並大抵のものではない。

　敵てきは悪霊である。そこいらの人間なんかよりはずっと強い。その上、今はアスタロスの支配下に置かれている。手下として使う以上、なんらかの強化がされているだろう。だから愛あい沢ざわもあんなにあっさり気絶させられたのである。

　だけどわたしは、サタン様の使い魔まなのだ。たかだか悪霊ごときが多少パワーアップしたところで、負けるはずがないのだ。このまま敵を返り討うちにし続けていれば、すぐに殲せん滅めつできることだろう。

　うーん、しかし、技わざ名めいがちょっと単純すぎたかな。

　いま考えたばかりだったんだけど、サタン様みたいにもっとカッコイイ名前にすればよかったかも。でも、まあ、いいや。

　と、そのとき、悪霊の一体が愛沢のいる場所に向かってバイクを走らせた。その手には金属バットが握にぎられている。

　見ると、愛沢はまだ気を失ったままだった。目の前に敵が迫っているというのに、ピクリとも動こうとしない。

　まずいな。今の愛沢は無抵抗だから、今度こそ本当に危ないかもしれない。

　すぐに彼の元へ走り、敵に飛び蹴げりでも食らわせれば助けられるかもしれない。でもわたしがあちらに向かうと、サタン様が無防備になる。それだけは避けなければならない。

　どうする？

　しかしそんな一いつ瞬しゆんの思案など無用のものだった。

「案ずるな」

　腕うでを組みながら、サタン様が落ち着いた声でおっしゃった。

「あやつとて無能ではないわ」

　バイクが愛沢に迫る。金属バットが振り上げられる。

　その瞬しゆん間かん、悪霊の身体からだが炎ほのおに包まれた。

「！」

　驚いたわたしは大きく目を見開く。

　全身を焼かれた悪霊はバランスを崩くずし、バイクから落ちて転げ回った。

　やがて悪霊は完全に動きを止め、それでも炎はその身体を焦こがし続けている。

　愛沢の頭上に影が差した。

　白い翼つばさを羽ばたかせながら彼女はゆっくりと地に足を着け、右手を広げて胸の前に突き出し、高らかに言った。

「悟さとるに手を出す輩やからは、この私が許しません！」

　その声は凛りんとして響ひびき渡り、周囲の悪あく霊りようどもは気迫に圧倒されて動きを止める。

　女の頭には真しん円えんのリングが浮かんでいて、神こう々ごうしく輝いていた。また、彼女の着ている服はところどころ焼け焦こげており、ここに来る前になんらかのトラブルがあったであろうことを示している。

　異様な姿だった。白い翼つばさに、光るリング、そして焼け焦げた服。

　だがそれ以上に目を引いたのは、その顔だ。

　彼女は、真っ白な覆ふく面めんをかぶっていたのだ。

　口と目の周り以外の全すべてが布状のマスクで覆おおわれ、さらにその上からフチの無い眼鏡めがねをかけている。

　どう見てもまともな人には思えなかった。怪あやしさ抜群だった。

「ふん、やはり来たか。対象の危機には駆かけつけるあたり、守護者を名乗るだけはあるのう。その心意気は評価してやってもよいかもしれぬ」

　腕うでを組んだままサタン様は薄うすく笑った。

　わたしは声を震ふるわせながら、尋たずねる。

「サ、サタン様……！」

「ん、なんじゃ？」

「あの女、いったい何者なんでしょう!?」

「はあ？」

　わたしの問いに、サタン様はすっとんきょうな声を上げた。

　あ、あれ？　そんなに変なこと聞いたかな？

「……リリスよ、本気で言うておるのか？」

「え、はい。あんな覆面をかぶった女なんて知りませんし」

「……この状況でここに現れる奴やつなど、一人しかおらんじゃろ」

「ストップ！　それ以上言ったら許さないわよ！」

　サタン様の言葉をさえぎり、謎なぞの女がこちらをにらんでくる。

　誰だか分からないが、とにかく彼女は愛あい沢ざわを援護しようとしているらしい。覆面をしているのは、何か正体を知られたくない理由でもあるからなのだろう。

　そしてそういう存在がいることを、サタン様は分かっていらしたのだ。だからこの『大勢の敵てきに囲まれる』という状況にも余よ裕ゆうの態度だったのである。

　さすがはわたしのご主人様、なんでもお見通しだ。

「へえ。こいつか、監かん視し者しやとやらは」

　謎なぞの女の登場に、アスタロスが感嘆の声を上げた。だがその口調はのんびりとしたもので、戸と惑まどいや焦あせりはない。それどころか見み下くだした様子さえ感じられる。

「監かん視し者しや？　なんのこと？」

　そんな態度を気にした様子もなく、覆ふく面めんの女はしらばっくれた調子で答え、腰こしに手を当てて叫んだ。

「私の名前は覆面天使・ガブリエル子！　あなたたちを悪と見なし、成せい敗ばいします！」

　見るからに怪しい覆面の女は、正義の使者らしかった。

「たしかあなたはこの学校の先生でしたね。不覚だったわ、まさか先生が悪あく魔まだったなんてね。でも正体が判明した以上、あなたを野放しにすることはできません！」

　ガブリエル子と名乗ったその女は、盛大に前まえ口こう上じようを述べる。

　その隣となりで、

「う、うう……」

　愛あい沢ざわがうめきながら目を覚まし、ゆっくりと上半身を起こした。

　ガブリエル子は愛沢へと視線を向け、声をかける。

「気が付いた？　危ないから悟さとるは私の側そばを離れないでね」

「えっと……、なんで俺おれの名前を？　というか、お前、誰？」

　現状をいまいち把は握あくしきれていない愛沢は、それでも素そ朴ぼくな疑問を口にした。

「こ、細かいことは気にしないで！　今は目の前の危機を乗り越えることだけ考えて！」

「あ、ああ。分かった」

　戸惑いながら愛沢はうなずく。その異様な姿に、ある種の怖さを感じているのかもしれない。

　ともあれ、こちらの戦力はわずかながら増強されたみたいだった。

「えっと、それじゃあガブリエル子さん、愛沢くんのことは任せましたよ」

「……あんたに言われるまでもないわよ」

　ガブリエル子は不ふ機き嫌げんそうな声で答えた。なんだか分からないけど、わたしに対する敵てき意いのようなものを感じる。

　まあ、なんでもいい。彼女が誰なのかも、わたしのことをどう思っているのかも知らないけど、利用できるものはなんでも利用するべきだ。それが悪魔としての正しいあり方である。

「……おしゃべりはそこまでだ」

　わたしたちのやり取りを眺ながめていたアスタロスが、一言そう言って腕うでを振り下ろした。それを合図に、動きを止めていた悪あく霊りようたちは再びわたしたちに襲おそい掛かってくる。

　戦闘再開だ。

　迫り来る敵をさっきまでと同じように撃げき退たいする。サタン様はわたしのことを信じてくださっているのか、腕うでを組んだまま一歩も動く気配がない。その期待に応こたえるべく、わたしは悪霊退治にさらなる力を注ぐ。

　敵の攻こう撃げきに穴が開いた隙すきに、ガブリエル子の方へと視線を向けた。

　彼女は手の中に炎ほのおを生み出し、まさに今それを撃うち出そうとしているところだった。

　そして、かけ声と共に腕うでを振り下ろす。

「ジャ、ジャスティスファイヤー！」

　わたしと同程度のネーミングセンスだった。

　ちょっと親近感がわいてきた。

　炎ほのおを食らった悪あく霊りようは肉体を燃やし尽くし、地面を転げ回っている。

　ガブリエル子はわたしと同じように、近づいてきた悪霊を迎え撃つという戦法を取っていた。攻こう撃げき方法もシンプルなもので、手のひらの上に発生させた炎を敵てきにぶつけるだけ。

　似たような攻撃をついさっきどこかで見たような気がするんだけど、気のせいかな。

　まあいいや。

　時々狙ねらいを外して飛んでいった炎が校舎やら何やらを焦こがしていたが、大きな被害はないようなので心配いらないだろう。正義の使者の行動として正しいかどうかは疑問だけど。

　とにかく、悪霊の群れはもはや脅きよう威いではなかった。

　わたしは再び目の前の敵に集中し、渾こん身しんの一いち撃げきを繰り出し続けた。




「これで、ラスト！」

　叫びと共に上段回し蹴げりを悪霊の頭にクリーンヒットさせる。

　悪霊は勢いで吹っ飛びながら、そのまま姿を消した。

「ふう……。一段落ってところかな」

　腰こしに手を当て、一息つく。

　周囲の状況は数分前までとは大きく変わっていた。

　確率の操作が続いているためか、校舎の中の様子に変化はない。しかしけたたましく鳴り響ひびいていた騒そう音おんはすでに止やみ、グラウンドには乗り手のいないバイクがいくつも転がっている。

　四十もいた悪霊の軍ぐん勢ぜいは、今はもう一体も残っていなかった。

　ちょっと時間はかかったけど、なんとか撃げき破はできたみたいだ。わたしは振り返ってサタン様の無事を確認する。

　サタン様は鋭するどい目でまっすぐ前を見つめていた。悪霊たちを全ぜん滅めつさせた今も、その瞳ひとみの中に緊きん張ちようの色は消えていない。

「油断するでないぞ」

「はい、分かってます」

　視線の先にいるのはアスタロスだ。

　アスタロスはわたしたちが悪霊の集団と戦っている間も自らは動かず、じっと傍ぼう観かんを決め込んでいた。今ものんびりとタバコをふかしているだけだ。

　何を考えているのか分からないが、気を抜くわけにはいかない。

　わたしはアスタロスから目を離さず、サタン様を抱だっこして愛あい沢ざわたちの元へと近づく。相手の考えが読めない以上、戦力は集中すべきだ。

　愛沢はしゃがみこんだまま傷口を押さえ、ぼんやりとした表情を見せていた。そのすぐそばでは覆ふく面めん天使・ガブリエル子が彼を見下ろしている。

「おケガは大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……まだ痛えけどな。平気だよ、これくらい」

　わたしが声をかけると、愛沢はこちらに顔を向け、すぐに目をそらした。

「何やってんだろうな、俺おれ」

　ふてくされた顔で彼はつぶやく。

「調子に乗ってこんなところに飛び出してきて、あっさりぶっ飛ばされて、そのうえ女の子に助けてもらって。いいところなしじゃねえか」

　自じ嘲ちよう的なその言葉は、風に乗って消えてゆく。

　愛沢の胸の中は今、無力感に支配されているのかもしれなかった。

　人間が悪あく魔まや悪あく霊りよう相手に力比べで勝てるはずなんてないんだから、本当は気に病む必要なんてない。だけどそれをわたしが言っても、きっと彼の心には届かないだろう。

　だから何も言わないでおいた。

　彼自身が答えを出すしかないのだ。

「でもまあ、アスタロスのことは抜きにしても、あんなバイク集団がいるのに飛び出してきたのは無む謀ぼうでしたね。勝てると思ってました？」

「知るかよ、んなこと。あれはただ、あんたが危ないと思ったから……」

「え？」

「なんでもねーよ！　ったく」

　愛沢は顔を赤くしてそっぽを向いた。声を張り上げるくらいには体力が回復してるみたいだ。

「……」

　視線を横に向けると、ガブリエル子がわたしをにらんでいるのが見えた。

「何か？」

「いえ、何も」

　彼女は強く握にぎりしめていた拳こぶしを背中に隠かくし、ブツブツと何かをつぶやきながらまだわたしを見ている。

　なんだろう？　気になったけど、愛沢との会話を続けることにする。

「確認しておきますけど、現状は把は握あくできてますか？」

　わたしがそう尋たずねると、愛沢はすぐに表情を引き締めた。

「ああ。詳くわしくは分かんねえけど、狙ねらわれてるのは俺なんだろ？」

「はい。生命いのちの危機です」

「説明はしてくれるんだろうな？　手品みてえに炎ほのおが飛び交かったり、人が吹っ飛んだりしてること。しかもこんなにも派手なことをやらかしてるのに、まったく騒さわぎにならねえこと。それどころか、校舎にいる奴やつらがこのことに気付いた様子もねえってこと。そして、どうして俺おれが、こんな訳の分かんねえ連中に殺されそうになってるのかってことを」

「えっと、それはですね……」

「それは言えないわ」

　わたしが言葉を続けるよりも先に、ガブリエル子が口をはさんできた。

「言えば悟さとるの運命を大きく狂わせることになる。それは悟自身も望むことではないはずよ」

　反論を受け付けない、強い口調だった。

「いずれ悟にも全すべてを話せる日が来るわ。だからそれまで待って欲しいの」

「……」

　愛あい沢ざわはガブリエル子をにらむように見つめていたが、やがて「ちっ」と舌した打うちして頭をかき、短く息を吐はいた。

「んじゃ、いいよ。理由は問わねえ。とにかく、いま俺は狙ねらわれている。そういうことだな？」

「……うん」

「分かったよ。あんたが何者か知らねえけど、助けてくれたことには感謝してるんだ。無理は言わねえよ」

「悟……」

　ガブリエル子はつぶやくと、指を組んでモジモジさせた。しかしわたしの視線に気付くと、彼女は小さくセキ払ばらいをして顔を背そむける。さっきからいったいなんなんだろう？

　まあ、愛沢のことに関しては、本人が知らなくていいと思っているのなら、わざわざわたしから真相を話す必要もないだろう。余計なことを言ってガブリエル子に絡からまれても面倒だし。

　そんな愛沢に、サタン様が呆あきれたような声をかける。

「愛沢よ、本当におぬし、この女の正体に気付いておらんのか？」

「知らねえよ。でも別に誰だっていいだろ。命の恩人だってことは変わらねえし」

「……そうか。おぬしだけは真まっ当とうな感性の持ち主かと思うておったのじゃが、似た者同士ということかのう」

「なんだよ、それ」

「気にするな、独り言じゃ。ま、何はともあれ、あやつを倒さんことにはどうにもならぬな」

　そう言ってサタン様はアスタロスに視線を向けた。

　アスタロスはわたしたちに何かを仕掛けてくる様子もなく、ぼんやりと空を眺ながめていた。

　本当になんのつもりなのだろうか。手て勢ぜいを失い、攻せめる手段がなくなったのか？　ならば、いっそこちらから仕掛けてみるべきだろうか？

　そんなことを考えていたそのとき、聞き覚えのある爆ばく音おんが校門の外から聞こえてきた。

　何者かの姿が校内へと現れる。無表情にこちらを見つめ、いかにもな格好で違法改造したバイクを乗り回すそれは、アスタロスの配下である悪あく霊りようだった。

　倒し損ねた奴やつがいたのだろうか。一いつ瞬しゆんそう思ったが、そんな甘あまい考えは、すぐに裏切られることになった。

　遠くの方から、さらにバイクの排はい気き音おんが聞こえてくる。それも一つや二つではない。

　徐じよ々じよに近づいてくるその音の主たちは、グラウンドまで入ってきたところで止まるとこちらに目を向けた。

　悪霊たちだ。

「な、なんだ？」

　愛あい沢ざわが驚きの声を上げる。

　驚いているのは彼だけじゃなかった。わたしやガブリエル子、そしてサタン様でさえ、驚きよう愕がくのために目を見開いている。

　そんなわたしたちに構わず、悪霊たちは続々と集まってくる。数が増えるにつれ排気音は次第に大きくなり、耳をふさぎたくなるほどの喧けん騒そうとなる。

　悪霊の数が百体を超えた頃から、わたしは人数を数えるのをやめた。彼らはあっという間にグラウンドを埋うめ尽くし、しかしそれでもまだその数は増え続けていた。

　わたしたちは、完全に取り囲まれていた。

「おう、てめえら遅いぞ。待ちくたびれたぜ」

　アスタロスは口にくわえたタバコをその場に吐はき捨て、面倒くさそうに言う。

「どういうことだ。あなたの配下は四十名だったはず」

　数を増やし続ける悪霊を目で追いながら、アスタロスに尋たずねる。すると彼女は口元をゆがめ、片手を胸元に持っていった。

「なんだそりゃ。あたしがそんなこと言ったか？　勝手に決め付けてんじゃねえよ」

　そう言ってアスタロスは懐ふところからタバコの箱を取り出し、その中の一本を口にくわえてライターで火をつける。

「ま、全員集めるのには手間がかかるし、だからこその時間稼かせぎだったんだが、ご覧の通りってやつだ」

　紫し煙えんをくゆらせながら周囲を眺ながめる。そんなアスタロスの姿を、わたしは後悔の目で見つめていた。

　彼女はサタン様に次ぐとさえ言われていた実力者だ。敵てきとなった以上は決して油断してはならない相手である。それなのに、今は力を封印されているということで、心のどこかで侮あなどっていたのだろう。だから思い違いをしていた。

　四十の軍団というのは、四十名という意味ではなかったのだ。

　タバコをふかしながら、アスタロスは言った。

「四十名から構成された軍団が四十隊。計千六百体の悪あく霊りようがあたしの配下だ」

　わたしたちは、かなり危機的な状況に陥おちいったみたいだった。
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　　　第六章　いつもあなたのそばで







「リリスよ、自分を責める必要などないぞ。ワシでさえ奴やつの力を見誤っておったのじゃからな。まさかここまで力を取り戻しておったとは思わなんだ」

　サタン様の悔くやしげな声を聞きながら、わたしは少なからず動揺を感じていた。

　悪あく霊りようの群れはわたしたちから一定の距離を保ったまま、その数を増やし続けていた。

　彼ひ我がの戦力差は圧倒的なものだった。勝てない。真正面から戦ってもまず勝てない。

　さっきのように、迫る敵てきを迎え撃うつ、なんて戦法は通用しない。四十と千六百では桁けたが違いすぎる。一度に対処出来る数ではない。

「さて、いよいよあたしが覇は権けんを握にぎる瞬しゆん間かんがやってきたわけだが、何か言い残すことはあるか？」

　アスタロスがそんな言葉を口にする。その口調はとてもつまらなさそうで、もう勝敗が決した戦いに退屈さを感じているかのようだった。

　アスタロスが保健室を出て行ったのは三時間目が終わる前。それから二時間ほどしか経たってないはず。こんなにも短い時間でこれだけの人数を集めることができたのだから、さすがは魔ま界かいの四大実力者の一人といったところか。

「リリス、やるべきことは分かっておるか？」

　わたしにだけ聞こえるように、サタン様がささやく。わたしはゆっくりとうなずいて、それに答える。

　ここは一度退たい却きやくするしかない。勝ち目がない以上は逃げるしかない。

　もちろん、逃げ切れる可能性はきわめて低い。

　四十体の悪霊が相手のときだって守りに専念するしかなかったのに、今度は千六百。この包囲網もうを突破するのは容よう易いなことではない。

　それでも、やるしかない。

　他ほかに選択肢しはないのだ。

　本当なら、最初の四十体を倒した時点で即そく座ざに逃げるべきだったのだが、今いま更さらそれを言っても仕方がない。今はやれるだけのことをやるのみだ。

「ガブリエル子さん、協力をお願いできますか？」

　視線をアスタロスから離さず、覆ふく面めん天使に声をかける。彼女はわたしの真横に立つと、同じように真正面を向いたまま答えた。

「気が乗らないけど、背に腹は代えられないわね。役割分担は……、聞くまでもないか」

　小さく首を振ってその言葉に応じる。作戦は単純かつ、それ以外に選びようがないので、わざわざ確認を取る必要はない。

　わたしが先せん陣じんを切り、無理やり突破口を開く。そして殿しんがりをガブリエル子が務める。

　これで間にいるサタン様と愛あい沢ざわは比較的安全に進むことが出来るはずだ。

　なんだか、ガブリエル子と気持ちを共有しているような心境だった。

　お互いに言わずとも分かる。わたしとサタン様との間にあるような、忠ちゆう誠せいとはまた違った関係。

「こういうのを、戦友って言うんでしょうか？」

　わたしが尋たずねると、ガブリエル子は覆ふく面めんの下でわずかに頰ほおを赤らめた、ような気がした。

「……今だけなんだからね、協力するのは。あんたたちだってあいつと同じ、悪あく魔ま側に属する存在なんだから」

　確かにその通りだ。サタン様は全すべての悪魔を統すべる魔ま王おうで、わたしはその使い魔ま。そして、ガブリエル子は正義の使者。わたしたちは、決して相あい容いれない存在。

　でも、今だけは仲間だ。

「では、いきます」

　後ろを振り返り、それだけを言う。

　サタン様は腕うでを組んでうなずいた。愛沢はツバを飲み込み、覚かく悟ごを決めたように拳こぶしを握にぎりしめる。

　作戦開始だ。

　わたしは悪あく霊りようの群れへと視線を向けると、短く息を吸い込み、

「はっ！」

　かけ声と共に息を吐はき出しながら、一気に踏み込んだ。

　目の前に悪霊たちの姿が迫ってくる。わたしはその包囲網もうの一部に向かって、無む造ぞう作さに右拳を突き出した。

　ドン、という音と同時に、壁が割れる。突破への第一歩だ。

　サタン様と愛沢が、わたしの後に続こうとする。

　──背後から強烈な殺気が生まれたのは、そのときだった。

「逃がすわけねえだろ」

　瞳ひとみに赤い光を宿らせ、アスタロスがものすごい速度でこちらに迫ってきていた。

　どうやらこちらの動きは読まれていたみたいだった。

　当然と言えば当然だ。わたしたちが取るべき手段は一つしかなかった。アスタロスに察知されない方がおかしい。

　だからこそ、『この作戦は通用する』のだ！

　アスタロスの行動を確認すると同時に、わたしは踵きびすを返してもう一歩を踏み込んだ。

　これこそが突破への二歩目。

　狙ねらうは総大だい将しようの首だけだ！

「何!?」

　アスタロスの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

　そう。わたしたちの作戦とは、『逃げると見せかけて反はん撃げきに転じる』というものだったのだ。

「ジャスティスファイヤー！」

　アスタロスが動きを止めたところへ、ガブリエル子は炎ほのおを叩たたき込む。

「くっ！」

　不意打ちに近い攻こう撃げきをまともに食らい、上半身を燃やされながらアスタロスがもがく。

　そんな彼女めがけて、わたしは全力の蹴けりを浴びせた。

　悪あく霊りようどもを相手にしたときよりもさらに強く、限界まで力をこめたキックだ。

　わたしの足はアスタロスの腹部にめり込み、その衝しよう撃げきで彼女の身体からだは盛大に吹き飛んだ。

　すかさずガブリエル子は二発目の炎を生み出し、とどめとばかりに倒れているアスタロスへと投げ込む。

　燃えさかる炎がアスタロスの全身を包み込んだ。彼女を燃やし尽くし、浄じよう化かするかのように、赤い火柱となって周囲に熱を撒まき散らす。

　やったか？

　わたしが勝利の可能性をほんのわずかに感じたそのとき、突然アスタロスの姿が消えた。

　目を離したつもりはなかった。が、一いつ瞬しゆんの心の隙すきを突かれたのだ。

「なめるなよ、ザコどもが！」

　いつの間にかアスタロスはガブリエル子の目の前にいた。彼女は右手の指をまっすぐに伸のばして振り上げると、その手をガブリエル子めがけてなぎ払はらった。

「きゃっ！」

　声をもらしながらも、ガブリエル子はその攻撃を紙かみ一ひと重えの差でかわす。右の二の腕うでに赤い線が走ったが、直ちよく撃げきはまぬがれたみたいだ。

　その傷を見届けるなり、アスタロスはわたしへと狙いを変えた。一いつ足そく飛びにこちらへと迫り、突きを繰くり出してくる。

　速い。

　その手しゆ刀とうがはっきり見えたわけじゃない。それでも勘かんと本能だけでなんとかして避け、後ろに飛びのいて彼女との距離を取る。

　アスタロスの身体を覆おおっていた炎は、すでに消えていた。彼女の着る特とつ攻こう服はところどころ焼け焦こげている程度だ。

　目の前の敵てきと真正面から向き合う。彼女がまとう圧倒的な闘とう気きに気け圧おされそうになるところを、なんとか踏みとどまる。

　すさまじい重圧だった。アスタロスの周囲だけ重力が強くなったようにさえ感じさせる、そんなプレッシャーだ。

　無視される形となったガブリエル子は、すぐさま右手を頭上に掲かかげ、再び炎ほのおを生み出そうとする。

　そのとき、彼女の身体からだが突然その場に崩くずれ落ちた。

　まるで操あやつり人形の糸が切れたかのように、受け身も取らずうつ伏せに倒れる。

　そしてそのまま、ピクリともしなかった。

　いったい何が起きた？

　わたしは思考をめぐらし、すぐに一つの可能性に気付いてアスタロスへと顔を向ける。

　すると彼女はガブリエル子には目もくれずに口を開いた。

「神経に効く毒だ。かすっただけでも、しばらくは指一本動かせないだろうな」

　おそらくさっき受けた傷から毒が侵入したのだろう。アスタロスの指先、あるいは腕うで全体に即効性の毒が施されているのだ。

　ガブリエル子へと意識を向けたのは、ほんのわずかな間だった。しかしそのわずかな間は、アスタロスと対たい峙じする上では大きな隙すきを生む時間だった。

　気が付いたときには、アスタロスはわたしの眼前まで迫っていた。

「蹴けりってのは、こうやるんだよ！」

　わたしの頭が追いつくよりも早く、彼女は前蹴りを繰くり出す。よける間もなく、アスタロスのカカトがわたしのお腹なかに食い込む。

　わたしの足は地面を離れ、身体は何メートルも吹っ飛んだ。しかし、なんとか空中で体勢を立て直し、無事に着地。転倒だけは回かい避ひする。

　蹴られたお腹を押さえながら、隙を作らないように立ち上がろうとした。

　が、力が入らずその場でヒザをつく。

　足が震ふるえていた。手で押さえてもその震えは止まらず、愕がく然ぜんとしながら、アスタロスを見上げる。

　重い蹴りだった。表情には出していないつもりだが、かなり足にきている。致命的とまではいかないものの、すぐさま次の行動へ移ることはできそうにない。

　強い。なんでもないただの前蹴りが、この威い力りよくとは。

　これが、本気のアスタロスなのか。

　わたしたちの奇き襲しゆうは確かに成功した。だけど、それでもアスタロスは倒せなかった。

　それほどの力の差があったということだ。

　わたしは大きな勘かん違ちがいをしていた。

　悪あく霊りようの群れは今もひしめき合い、わたしたちを取り囲んでいる。彼らの存在は脅きよう威いだ。

　でも、そのことばかりに目がいきすぎて、もっと肝かん心じんなことについて考えるのを忘れていた。

　千六百の軍ぐん勢ぜいよりも、恐るべきはアスタロスただ一人だったのだ。

　見通しが甘あまかった。まるで勝てる気がしない。

「もう思い残すことはないか？　なら、さっさと死ね」

　言葉と同時にアスタロスの姿が消える。

　次の瞬しゆん間かん、背後から膨ぼう大だいな殺気があふれだした。

　振り返りざまに見えたのは、わたしのノド元に向けて手しゆ刀とうを繰くり出す悪あく魔まの姿だった。

　とっさに対処出来たのは、毒どく手しゆによる攻こう撃げきをすでに目まの当たりにしていたからだろう。

　右手を広げながら振り上げ、アスタロスの手首に当てて攻撃の軌き道どうを変える。

　その無防備な体勢のところへ、彼女はさらなる一いち撃げきを繰り出してきた。

　──確実に殺される。

　直感的に判断する。そして即そく座ざに結論を下す。

　この攻撃を避けないこと。それが最良の選択だった。

　アスタロスの手刀がわたしのノドに突き刺ささる。刹せつ那な、彼女の腕うでをつかんで動きを封じる。その隙すきに、サタン様が攻撃を食らわせる。それが理想的な決着だった。

　そう、わたしが囮おとりとなって死ねば、この戦いを終わらせることが出来るのだ。わたしの命一つで済むのなら安いものである。

　サタン様ならこの好機を逃すはずがない。

　わたしではアスタロスを倒せない。でも、サタン様なら必ず倒してくださる。そう信じて、わたしは命を捨てる。

　そのつもりだった。

　けれど、現実にはそうならなかった。

　わたしのノドに手刀は刺さらなかったし、アスタロスの肉体にも傷一つつかなかった。

　わたしの目の前には、一人の女の子が立ちふさがっていた。

　それが誰なのか、すぐには理解出来なかった。

　だって、そんなはずがなかったから。

　サタン様がわたしをかばうなんて、ありえないことだったから。

「ご主人、様……？」

　呆ぼう然ぜんと声に出し、眼前の光景を見つめる。

　サタン様の胴体には一本の異物が食い込んでいた。

　それは、脇わき腹ばらへと突き刺さったアスタロスの腕だった。




　一年前のことを思い出していた。

　わたしが生まれて間もない頃のことだ。

　なぜ急にそんなことを思い出したのかは分からない。とにかく今わたしの脳裏に浮かんだのは、サタン様と一緒に初めておでかけをした、あの日のことだった。

　目的地は商店街だった。これからの生活に備えて、必ひつ需じゆ品ひんを手に入れておかなければならなかったのだ。

　色んなお店を見て回って、必要な物を買い揃そろえていった。そのときのわたしは買い物に注意が向いて、サタン様のことが少しだけおろそかになっていたと思う。

　気が付いたとき、サタン様のお姿はどこにもなかった。

　わたしがちょっと目を離した隙すきに、はぐれてしまったのだ。

　焦あせった。本当に焦った。そこら中を走り回ってサタン様を探した。

　やがて走り回った末にたどり着いたのは、商店街の中央にある噴ふん水すい広場だった。

　サタン様は噴水の側そばで、悠ゆう然ぜんと仁に王おう立だちでたたずんでいらした。

「うむ、なかなか早かったの。よしとしておこう」

　わたしが駆かけ寄ると、サタン様は軽い口調でそんなことをおっしゃった。

「なぜここでお待ちになっていたのですか？」

　疑問をそのまま口にする。わたしはてっきり、突然いなくなった部下を叱しつ責せきするため、目をつり上がらせながら辺りを歩き回っておられるものだと思っていたのだ。

　サタン様は小さく笑みを浮かべながら、口を開く。

「必ず迎えに来ると分かっておるのに、ワシ自らが動く必要などあるまい」

　そのお言葉で、わたしは電でん撃げきに打たれたかのような衝しよう撃げきを受けた。

　サタン様はそれほどまでに信頼してくださっていたのだ。

　何があってもこの方を守ろう。

　その日わたしは、そう心に誓ちかったのだ。




「ふん」

　アスタロスは腕うでを振り下ろし、サタン様の身体からだを地面に叩たたきつけた。

「んあ……っ！」

　赤い雫しずくをまき散らしながら、サタン様はうめき声を上げて転がる。

「ご主人様！」

　その声でわたしは我に返り、すぐさま駆け寄って容態を確かめる。

　サタン様の瞳ひとみは固く閉じられ、脇わき腹ばらに置かれた両手は小刻みに震ふるえていた。息遣づかいは荒く、声を押し殺して痛みに耐えている。傷口から溢あふれる朱しゆ色いろは、黒い衣服をさらにどす黒く染め上げてゆく。

　見るからに重傷だった。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ご主人様」

　呼びかけるとサタン様はうっすらと目を開き、口を動かす。が、何をおっしゃっているのか聞き取ることができない。

　それでも口を動かせるということは、毒どくには侵おかされてないということなのだろう。左手での突きだったことが幸いしたのかもしれない。おそらく毒どく手しゆは右手だけだ。

　だがいずれにせよ、サタン様が深ふか手でを負ったことには変わりない。

　心の中で自らを激しく叱しつ責せきする。何をやっているんだ、わたしは。

　わたしは自分で決めた誓ちかいを守れなかった。何があってもサタン様をお守りすると決めたのに、果たせなかった。これでは使い魔ま失格だ。

「ずいぶん手間をかけさせられたな」

　こちらの思いなど意に介かいさず、アスタロスはつまらなそうにつぶやいて指先にぬめる血を舌したでなめ取った。そしてゆるりと自分の軍ぐん勢ぜいを眺ながめ回し、こちらへと歩いてくる。

「でもまあ、これで終わりだ。あとは貴様を殺せば、もうあたしの邪じや魔まをする奴やつは誰もいない」

　わたしは振り向き、サタン様をかばうようにして立ち上がり、身構えた。

　どうする？　どうすればいい？

　ガブリエル子は倒れ、サタン様も重傷。わたし一人ではもう、このピンチを乗り越えることなんて出来そうにもない。

「さて、一つはっきりしたことがあるな」

　アスタロスは懐ふところからタバコを取り出そうとして、思い出したようにその腕うでを下げる。タバコはガブリエル子の炎ほのおで箱ごと燃やされたのだろう。

　彼女は視線をサタン様に移し、ひどく不ふ機き嫌げんな顔で言った。

「お前、サタンじゃないだろ」

　──一いつ瞬しゆん、奇き妙みような静せい寂じやくが訪れた。

　アスタロスが何を言っているのか、すぐには分からなかった。やがてその言葉の意味が頭の中に入ってくるが、あまりにもバカバカしすぎて反論する気すら起こらない。

「最初は腑ふ抜ぬけたんだとばかり思っていたが、よく考えたらそんなわけがないんだよな。サタンじゃないから、こんなにも弱っちいんだ。それでこの違和感にも合点がいくってもんだ」

　聞き流すつもりだったけど、さすがにその言葉にはカチンときた。サタン様が弱いだと？

「サタン様は来たるべき日のために力を蓄たくわえておいでなのだ。何も知らないくせに、好き勝手なことを……」

「だったらなぜその力を、いま使わないんだ？　死んだら元も子もないだろ」

　口を挟はさまれ、言葉に詰まる。

「疑問はもう一つある。どうしてそいつは貴様なんかをかばったんだ？　本物のサタンなら、使い魔の身を案じたりしない。そんな甘あまっちょろいことは決して考えない。迷わず貴様を囮おとりにして、あたしを殺していたはずだ。それが最善の策だったんだからな」

　淡々と考えを述べる彼女に、何も言い返すことができない。

　同じことを、わたしも考えていたからだ。

　わたしが殺されそうになるあの瞬しゆん間かんは、アスタロスを倒す最大の好機だったはず。なのに、なぜサタン様はそのチャンスを自ら手放し、わたしなんかをかばったのか。

「……ご主人様、何かおっしゃってください。目の前の失礼な相手に、ご主人様こそが悪あく魔まの頂点に立つ者だと、証明してやってください」

「……」

　アスタロスから目をそらさず、サタン様に呼びかける。だけど、背中からは何の返答もなかった。痛みに耐える荒い息遣づかいが聞こえるだけだ。

「そいつがサタンだって証明するのは簡単だろ。その蓄たくわえた力とやらを使ってみればいいんだよ。サタン様のお力とやらで、この状況を切り抜けてみろよ」

　言われるまでもなかった。それが窮きゆう地ちを脱する唯一の方法かもしれないのだ。

「ご主人様、こんな奴やつの言う通りにするのは気に入りませんが、ここは力をお使いになってください。この減らず口を黙だまらせてやりましょう」

　すがるような声で、再度呼びかける。

「…………」

　が、やはり返事はない。

「ご主人様！」

「はん、やっぱり使えないか。そりゃそうだよな。魔ま力りよくを蓄えてるなんて、ウソっぱちなんだからな」

「ウソなもんか！　この一年間、ずっと悪事を働き続けてきたんだ！　貴様一人を倒すくらいの魔力は充分にある！　そうですよね、ご主人様！」

　ほとんど祈いのるような気持ちで、叫ぶようにして声をかけ、返事を待つ。

　それでも、サタン様からのお言葉は返ってこなかった。

「そいつからは確かにサタンの『匂におい』を感じてるんだけどな。どんな小細工をしたのか分からないが、ま、今となってはどっちでもいいさ。そいつが何者だろうと、これから死ぬという事実に変わりはない」

　アスタロスはつぶやきながら、さらに一歩近づく。

　今は敵てきが目の前にいるんだ、動揺しちゃダメだ。そう思いながらも、身体からだが動かない。

「そろそろ散れ」

　そう言ってアスタロスは小さく息を吸い込んだ。その動作を見て、わたしは思い出す。

　毒ガスによる攻こう撃げき。それは毒どく手しゆと同じく、アスタロスが得意とする能力の一つだった。

　まずい！

　わたしは反射的に、サタン様をかばうため背を向けようとした。

　そのとき、視界の隅すみに立ちふさがる影が見えた。

「……なんのマネだ？」

　アスタロスは攻こう撃げきを中断し、いぶかしむような目でその影を見つめていた。

　それは、両手を広げてわたしたちの前に立つ、愛あい沢ざわ悟さとるの姿だった。

「愛沢くん、危ないから下がってください！」

　突然のことに驚き、叫ぶ。何をやってるんだこの人は。

「…………」

　アスタロスは無言で愛沢を見下ろす。見下ろしながら静かに、それでいて素人しろうと目めにも分かるほど激しく、殺意をぶつける。

　愛沢の頰ほおには冷たい汗あせが伝っていた。きっとその心は恐怖で満たされているはずだ。

　それでも彼は動じなかった。立っているだけでも精一杯なはずなのに、臆おくすることなくアスタロスをにらみ返している。

　愛沢はこちらを振り向かず、

「俺おれのことは放っといて、早く逃げろ」

　あっさりとそんなセリフを言った。

「正気ですか！　あなたがどうこう出来る相手じゃないって、分からないんですか!?」

「うっせえな、もう決めたんだ。早く逃げろよ」

「そんなわけにはいきません。守ってもらう理由がありません」

　愛沢はただ巻き込まれただけなのだ。わたしたちのために身体からだを張る必要なんて、どこにもない。

　だけど彼は、そんな些さ細さいなことは全く考えていなかった。

「どうしてこんなことになったのか、今の俺には分からねえよ。でもな、知り合いが困ってるから助ける。理由なんて、それだけで充分だろ」

　裏返った声で愛沢は言った。見ると、彼の足はガクガクと震ふるえている。

　おそらく無意識のうちに飛び出していたのだろう。彼の魂たましいが、そうせずにはいられなかったのかもしれない。

「ほら、さっさとそのお嬢じようちゃんを病院に連れていけ！　あんたにも、そのお嬢ちゃんにも、これ以上傷ついて欲しくないんだ」

　愛沢は小さく笑みを浮かべながら言った。

　胸が詰まる。

　サタン様は愛沢の魂を狙ねらう悪魔であり、わたしはその使い魔まだ。そんなわたしたちに対して好意的な感情を抱いだいてくれていたなんて、考えもしなかった。

　頼もしいと、ほんの少しだけそう思った。

　でもその心は、一いつ瞬しゆんにして凍こおりついた。

「あのな、人間。勇気と無む謀ぼうは別のものなんだよ」

　言葉と同時に、アスタロスの手しゆ刀とうが愛あい沢ざわの胸元を貫つらぬいていた。

　アスタロスが腕うでを引き抜くと、愛沢はこちらに顔を向け、口を動かした。

「逃げろ」

　と、そう言っているように見えた。だけど言葉は声になることはなく、彼はその場に崩くずれ落ちる。

　わたしは呆ぼう然ぜんとして、何も考えることができなかった。身体からだも思うように動かず、目の前の光景をただ見つめるだけだ。

　そんなわたしの前で、アスタロスは手のひらを広げる。

　彼女の手には銀色に輝く球体が握にぎられていた。不定形に揺らめき、強い光を放つそれは、愛沢の肉体から抜き出されたものだった。

「これがそのレア物の魂たましいってやつか。なかなかいい輝きをしてるな」

　アスタロスはその球体をまじまじと眺ながめている。そしてこちらに目を向けると、薄うすい笑みを浮かべた。

「貴様にも教えておいてやろう。こいつの魂を汚そうとしていたみたいだが、そんなことをしなくても、魔ま力りよくを増大させる方法はあるんだよ」

　そう言って彼女は、おもむろにその球体を口の中に入れた。

「レアな魂には膨ぼう大だいな魔力が宿っている。悪あく魔まだったらそんなの常識だぜ。そんなことも知らないなんて、お前のご主人様は一体……」

　つまらなそうにつぶやいていたアスタロスは、だが突とつ如じよとして目を見開き、身体を震ふるわせる。

「お、おおおっ……。なんだ、これは。なんだこの、みなぎる力は！」

　アスタロスの全身から、洪こう水ずいのように魔力が噴ふき出す。溢あふれんばかりのその力を、彼女は歓喜の表情と共に受け入れていた。

「ククッ、クククッ！　そうか、イエスの魂か。こいつは確かにレア中のレアだ！　おかげでソロモンのクソヤロウにかけられた封印が解けたぞ！　クックックックックッ！」

　アスタロスの口から吐はき出された紫し煙えんが、瘴しよう気きとなって周囲に広がる。紫むらさき色いろに濁にごったそれは、触ふれただけで生命活動に支し障しようをきたす毒だ。

　いつの間にか彼女の右手には毒どく蛇じやが巻きついており、鎌かま首くびをもたげて赤い舌したをチロチロと覗のぞかせている。目を輝かせ、髪かみを逆さか立だたせ、むき出しの殺気を隠かくそうともせず、アスタロスは深く静かに笑った。

　魔ま界かいの四大実力者の、真の姿だった。

　辺りには雷らい鳴めいが轟とどろいていた。雨は降らず、ただ黒々とした雲だけが、世界の終わりを告げるかのように空全体を覆おおっていた。

「……なんということじゃ。恐れていた、最悪の事態となってしもうたわ」

　嬉き々きとした叫び声を上げるアスタロスを、サタン様が暗い眼差まなざしで見つめていた。傷のせいか立ち上がることができず、半身を起こして荒い息を吐はいている。

「む」

　アスタロスは不意に笑いをやめると、突然背後へと振り向き、その勢いのまま左手を振り抜いた。

　アスタロスの左腕うでに、突とつ如じよとして炎ほのおが発生し、特とつ攻こう服を燃やし始める。が、彼女がもう一度手を振り払うと、それは一いつ瞬しゆんのうちに消え去った。

「ふん、さすがは天使といったところか。こんな短時間で起き上がれるなんて、大したもんだ」

　アスタロスの目線の先には、全身を憎にくしみで満たすガブリエル子が立ち、右手を前に突き出したまま真正面をにらんでいた。彼女の放った炎が、アスタロスを襲おそったのだ。

　翼つばさを広げ、滑すべるように空を舞いながら、ガブリエル子はアスタロスへと迫った。

「よくも悟さとるを！」

「いいぜ、遊んでやるよ……。久しぶりに全力を出せるんだ、少しは楽しませろよな！」

　アスタロスが口元をゆがめる。それはまるで悪そのものを体現しているかのような、敵てき意いと殺意に満ちた形ぎよう相そうだ。

　瘴しよう気きをまき散らしながら、彼女はガブリエル子に向かって突っ込んでゆく。ガブリエル子は両手に炎を生み出すと、その両方を同時に投げ放った。

　炎はアスタロスの全身を包み込むが、しかし彼女はヤケド一つ負わずそのままガブリエル子の目前まで迫り、手しゆ刀とうを繰くり出す。ガブリエル子はその手をいなすと翼を羽ばたかせて距離を取り、再び火か炎えんを生み出す。

　正義の使者と、封印を解かれた悪あく魔まによる、本気同士の戦いが繰り広げられていた。

　その戦いをぼんやりと眺ながめながら、わたしはその場にへたり込む。

　何も出来なかった。

　サタン様の使い魔まとして生まれておきながら、ご主人様には手傷を負わせてしまった。その上、キーパーソンである愛あい沢ざわの命も救えなかった。

　そう、愛沢悟は死んだのだ。

　変えようのない現実に打ちのめされる。

　自分が恥ずかしかった。役立たずと呼ばれてもおかしくなかった。

　わたしに出来ることがあるのなら、なんだってやりたかった。でも、もう何もかもおしまいだった。

　ガブリエル子は健闘しているが、おそらくアスタロスには勝てない。この包囲網もうも突破できない。

　わたしの心は絶望感に支配されつつあった。

「すまなかったな、リリス」

　打ちひしがれるわたしの肩かたに、小さな手が置かれる。

　サタン様はよろめきながら立ち上がると、大きく息を吐はいた。

「お前には教えていない真実がいくつかある。隠かくしていたことは詫わびよう。じゃがそれは、決して話すことのできないものなのじゃ」

　サタン様はまっすぐにわたしを見ていた。いつの間にかその目には、強い輝きが宿っていた。

「そんなワシでも、信じられるか？」

　真しん摯しな瞳ひとみを見ているうちに、わたしは落ち着きを取り戻してゆく。

　アスタロスはご主人様のことを「サタン様じゃない」と言った。その言葉が本当かどうかなんて、わたしには分からない。

　でもそんなことは関係なかった。

　わたしが仕つかえるべきお方は、目の前にいるこのご主人様以外にいないのだから。

「主人が臣下の者に頭を下げてはいけません。頼みごとなんてもってのほかです。サタン様はただ、わたしに命じてくださればいいんです」

　姿勢を正し、片ヒザをついてサタン様を見上げる。

　サタン様はわずかに目を見開くと、小さくうなずき、右手の人差し指から指輪を抜き取った。

　そして一言、

「この指輪をはめよ」

　そうおっしゃった。

　理由なんて考える必要はなかった。ただ、命じられた通りのことをやればいいんだ。

　差し出された指輪を受け取り、赤く輝く宝石をじっと見つめて意を決する。

　ご主人様の人差し指にピッタリだったそれは、わたしの小指にすっぽりとはまった。







　その瞬しゆん間かん、闇やみがはじけた。







　それは、遠い過去の記き憶おくだった。

　荒廃した大地にわたしは横たわり、その側そばで誰かがこちらを見下ろしている。

　はっきりとした姿は見えない。黒いシルエットが、ぼんやりと視界に映っているだけだ。

「完敗だな」

「はい。完敗でございます」

　わたしがつぶやくと、よく通る声で影は答えた。

　脇わき腹ばらに激痛が走る。見ると、胸元まで届かんばかりの大きな切り傷から、黒い血が止とどまることなく溢あふれ続けている。

　おそらくこれが致命傷となったのだろう。わたしの命の灯ともし火びは、まさに消えかかろうとしているところだった。

「他ほかの奴やつらはどうなった？」

「皆、似たようなものです。軍ぐん勢ぜいの大半を失い、自身も深ふか手でを負い、散り散りに逃げ回っていることでしょう。今の彼らなら、いずれ人間ごときの手によって封印されたとしてもおかしくはありません」

「そうか、そいつは愉ゆ快かいだ。アスタロスあたりなんかは案外あっさりやられそうな気がするぜ」

「その光景が容易に想像できますな」

　わたしたちは顔を見合わせると、同時に笑い合った。

　ひとしきり笑った後、真顔に戻ったわたしは影に話しかける。

「後のことは任せるぞ」

「はい。どれほどの時間がかかろうとも、必ず作ってみせます。エネルギーの供給を必要とせず、強きよう靱じんな身体からだと明めい晰せきな頭脳を持つ、魔ま王おうに相応ふさわしい器を」

　影は言葉を続ける。

「天界の奴らに察知されぬよう、深く静かに事を進めます。サタン様の名を名乗り、我が身を幼き頃の肉体に戻し、非力な姿を晒さらすことで、奴らの警けい戒かいを解かせましょう。たとえ命の危機が迫っても必要最小限の魔ま力りよくしか引き出せぬよう、自らに封印を施し、目立たぬほどの小さな悪事を重ね、魔力を蓄たくわえ続けます」

　これ以上の勢力の拡大を牽けん制せいするために、わたしはまだ健在だと思わせておく必要があった。かといって、奴らにとって脅きよう威いとなる存在は排はい除じよの対象となりかねない。

　そのための苦肉の策だった。

「苦労をかけるな」

「何をおっしゃいますか。臣下として当然のことをするまでです」

　影の声に不満の色はなかった。むしろわたしの態度に怒っているようにも思えた。

　だからわたしはそれ以上のことは言わなかった。

「まずは東へ向かおうと思っております。天使どもの勢力が弱い島国に渡り、屋や敷しきを構えるつもりでございます」

「へへっ、『館やかたの王』の名に相応ふさわしいその屋敷、見てみたいものだな」

　わたしはもう一度笑うと、目を閉じて大きく息を吐はく。

「少し眠ねむる。快適な目覚めを楽しみにしておるぞ」

「お任せください。サタン様の魂たましいはこの指輪の中で生き続けます。だから、どうかご安心を」

「信じてるぜ」

　次第に意識が薄うすれてゆく。

　まどろみの中で、わたしはいずれ出会うであろうもう一人の自分のことを想像した。

　その姿は、黒い長ちよう髪はつが似合う少女のように思えた。







　目を開けてまず視界に入ったのは、ボロボロになった天使の姿だった。

　ガブリエル子、いや、宮みや坂さかとかいう名前だったか。

　彼女はアスタロスと距離を取り、隙すきを見せぬよう真正面から敵てきの動向を見つめている。その瞳ひとみに余よ裕ゆうの色はない。

　かぶっていた覆ふく面めんはすでに破れ落ち、眼鏡めがねは地面に転がり、純白だった翼つばさは薄うす汚よごれ、羽根はほとんど抜け落ち、身体からだ中に擦すり傷、切り傷、ヤケドの痕あとが見受けられる。毒に侵おかされているのか、顔色も悪い。

　一方のアスタロスは外傷らしいものはほとんどなく、笑みさえ浮かべている。どちらが劣勢なのかは、火を見るより明らかだった。

　封印の解けたアスタロスを相手に、宮坂は善戦していたと思う。だが元々の強さに差がありすぎた。勢いだけでどうこうできる次元ではない。一いつ介かいの天使ごときが敵かなう相手ではないのだ。

　そんな彼女に向かって、オレは言った。

「手を貸してやろうか？」

　オレの言葉を聞いた二人の反応は、全く違うものだった。

　宮坂は相手をする元気がないのか、振り向こうともしない。対してアスタロスの方は、遊びを邪じや魔まされたことに対して不ふ機き嫌げんさをあらわにし、こちらをにらんでいる。

「ザコが何を言ってる。貴様から先に殺して……」

　だがアスタロスの表情はすぐに一変した。隠かくそうともしないオレの殺気を、肌はだで感じたのだ。

　害虫を見る目から、獲物を狩る者の目へと、その顔つきを変える。

「それとも一人で戦うか？」

「……お願い」

　再度の問いかけに、宮坂はゆっくりと口を開く。

　深く考えての答えじゃない。多分、本当に切せつ羽ぱ詰つまっていたのだろう。

「はい、決まりね」

　オレは頭をかきながら無む造ぞう作さに二人のところへ近づく。

　そして全身に充満した魔ま力りよくを、一気に開放した。

「何っ……！」

　アスタロスは驚きの声を上げ、左手で顔を覆おおう。魔力の波が刃やいばとなり、彼女に襲おそいかかっているのだ。

「ちっ！」

　アスタロスの判断は早かった。彼女は右手を胸の前まで持ってくると、手の先に魔ま力りよくを集中させた。するとアスタロスの腕うでに巻きついていた蛇へびは霧きり状じように変化し、紫むらさき色いろの瘴しよう気きとなって腕全体を包み込む。

　アスタロスの顔からは一切の表情が消えていた。怒りや憎にくしみといった感情を全すべて排はい除じよして、ただ目の前にいるオレを殺すことだけを考えた顔だった。

　オレが間合いに入った瞬しゆん間かん、アスタロスは無言で手しゆ刀とうを繰くり出した。彼女が持つ最強の技、毒どく手しゆによる攻こう撃げきの最終形態だ。

　オレはその手刀を、避けようともしなかった。

　腹部にアスタロスの腕が食い込む。

　そこに含まれているのは致死レベルの毒だ。触ふれただけでも命を落としかねないような、そんな類たぐいのものである。

　でもそれは、桁けた違ちがいな力量差の前では何の意味もない話だった。

　会心の一いち撃げきに顔をほころばせたアスタロスは、しかしすぐにその笑みを凍こおりつかせた。

「惜おしかったな。相手がオレじゃなきゃ、確実にしとめていただろうなあ」

　オレはアスタロスの腕を摑つかむと、軽く力を入れて身体からだから引き抜いた。すると致命傷に思えたその傷口は、あっという間にふさがってゆく。

「でもな、アっちゃんよ。姿が変わった程度でオレのことに気付かなかったなんて、そいつはちょっと悲しいよなぁ？」

　腕を摑んだまま、アスタロスの身体を引き寄せる。

「あっ」

　そこでようやく正体に気付いたのだろう。アスタロスは声をもらし、彼女の顔から一いつ斉せいに血の気が引いてゆく。

　だが、遅かった。

「悲しすぎて、せつなさが炸さく裂れつしちまうぜっ！」

　叫ぶと同時に、オレは魔力を爆ばく発はつさせた。

　爆発はすさまじい勢いで広がり、周囲を巻き込んでゆく。

　全ての音をかき消し、全ての風景を飲み込み、あらゆる命に死を届ける、圧倒的な威い力りよくの爆発だ。

　それは、破は壊かいそのものだった。

　やがて爆発が収まると、オレはゆっくりと辺りを眺ながめた。

「ふむ、まあこんなものか」

　焦しよう土どが広がっていた。

　木々は焼け落ち、グラウンドの土は全て砂と化した。

　そして、千六百もの悪あく霊りようは跡あと形かたも無く消し飛んでいた。

　振り向いて見上げる。

　背後にある校舎は薄うすい光のようなもので覆おおわれていた。

　爆ばく発はつは全すべてを破は壊かいし尽くしたが、それもこの校庭に限ることだった。力を使う寸前、オレは魔ま力りよくによる防ぼう御ぎよ壁へきを作り、破壊の拡散を防いだのである。

　いずれはオレの物になる世界なんだ、無意味に傷つける必要はない。

　校舎の中にいる人間は何も気付かず授業を続けていた。

　当然だ。あの校舎は今、オレによる確率の操作の支配下に置かれているのだから。

　アスタロスの奴やつも同じようにここで確率をいじっていたみたいだが、そんなものはオレが上書きしてやった。

　本当ならここまでの大事となると、あいつほどの悪あく魔までもごまかしきれるものではない。

　だがもちろんオレなら可能だ。その理由については語るまでもないだろう。

　久々に力を使ったが腕うでの鈍にぶりを感じることもなく、その手ごたえに満足して小さくうなずく。

　視線を元に戻す。

　焦しよう土どには三つの影がうずくまっていた。言うまでもなく、愛あい沢ざわたちのことだ。

　彼らもまた、オレの力によって薄い光に全身を覆おおわれていた。

　オレが指を鳴らすと瞬しゆん時じに壁は消え、彼らに自由が戻る。それを確認してから、今度は眼前にいる相手へと視線を移す。

　爆発を間近でまともに食らったアスタロスは、しかしさすがは魔ま界かいの四大実力者が一人だけあって、命だけは現世につなぎとめていた。だがその息は絶え絶えで、焦しよう点てんも定まっていない。

「とりあえず、こいつは返してもらうぞ。アっちゃんには贅ぜい沢たくな代しろ物ものだ」

　そう言ってオレは空いた手を、アスタロスの胸元に突き刺さした。

「あぁ───っ！」

　アスタロスが苦く悶もんの叫びを上げる。だが構わずオレは突き刺した手で、彼女の中をまさぐる。

「ひゃあっ！　だ、ダメッ！　そんな、かき回さないで！　あ、あぁっ、壊こわれちゃうっ！」

「おっ、あったあった。これだ」

　腕を引き抜くと、その手には輝く球体が握にぎられていた。

　愛沢の魂たましいだった。オレはそれを一いち瞥べつすると、あえぐアスタロスを投げ捨て、歩を進める。

　我が忠臣のすぐ側そばまで近づくと、彼女はヨロヨロとした動作で片ヒザをつき、うやうやしく頭を下げた。

「よう、久しぶりだな」

「お懐なつかしゅうございます、サタン様」

　彼女は厳おごそかにオレの名を口にした。

「ずっと見ていたぜ、この指輪の中からな。だから大体のことは理解しているつもりだ」

　オレは目の前の少女の頭に手を置き、金色に輝く髪かみをクシャクシャとかき乱した。

「まずは礼を言おう。よくぞ願いを果たしてくれた。そしてよくぞ生き延びてくれた。こうして再会できたことを、嬉うれしく思うぞ」

「もったいなきお言葉、痛み入る次第です」

　少女は目をつぶり、くすぐったそうに身体からだをモゾモゾと動かす。その頰ほおにはわずかに朱しゆ色いろが混じっていた。

　安心しきった表情だった。自身の肉体には深ふか手でを負ったというのに、もう恐れることなんて何もないかのような、そんな顔だ。それほどまでにオレを信頼してくれているのだろう。

　オレの復活という悲願を成し遂げ、反逆者のアスタロスも無力化された。

　これから地上への侵しん攻こうが始まる。悪あく魔まと天使による全面戦争が、再び巻き起こる。世界は新たな局面を迎える。

　もしかしたら、そんなことを頭の片かた隅すみにでも思い描えがいていたのかもしれない。

「だが、お別れだ」

　しかし再会を懐なつかしむ時間は、それほど残されていなかった。

「は？」

　少女は顔を上げて、オレを見上げる。何を言われたのか理解できないといった表情だ。

「なんだよ、その顔。本当はお前自身も分かってるんだろ？　まだ時期じゃないんだよ。全然魔ま力りよくが貯たまってない。これでは天界の奴やつらに太た刀ち打うちできない」

　オレの言葉に、少女はうなだれて力なく口を開く。

「安あん易いにサタン様を頼ろうとするあまり、不完全な形でのご復活となったこと、言い訳しようもありませぬ」

「原因はなんだ。リリスか？」

「……はい。これ以上傷つけまいとして、判断を鈍にぶらせました」

「情が移ったか。変わったな」

「申し訳ありませぬ」

「責めてるわけではない。よっぽど気に入ってるのだな、この子が」

「……ワシの最高傑けつ作さくでございます」

「へへっ、そういうのを親バカって言うんだよ」

　オレは口元を緩ゆるめ、大きく息を吸って伸のびをした。

「あー、久々のシャバだってのに、もうおしまいか。つまんねーなーったくよう」

「この度の過ちについては、いかような罰ばつもお受けするつもりでございます」

　深々と頭を下げる少女を無視して、オレは振り向く。

「さて、監かん視し者しやとしてのお前さんに提案があるんだが、聞く気はあるか？」

「ひえっ？」

　オレのすぐ後ろにいた宮みや坂さかはその言葉で身体からだを硬こう直ちよくさせ、変な声を上げる。彼女はいつの間にか眼鏡めがねをかけ直し、今にもオレに襲おそいかかろうとしていたのだ。

　宮坂は戸と惑まどいの顔を浮かべたが、しかしすぐに冷静さを取り戻し、眼鏡を軽く押し上げて話の先をうながした。

「お前さん、今回の件を黙もく秘ひしろ」

「……は？　何言ってんのよ。そんなことできるわけないじゃない」

　オレの言葉に、宮坂は不ふ機き嫌げんな表情で答える。地上へと派は遣けんされた天使には、何か事が起きたときに天界へ報告する義務があるのだ。

「まあ聞けよ。お前さんが今回やらかしたことを思い出せば、考えも変わるはずだ。アっちゃんの暴走を止められず、監かん視し対象を死に追いやり、オレまで復活させてしまった。このことをそのまま上に伝えたら、お前さん、謹きん慎しんや降格処分どころじゃ済まないぜ」

「うっ、それは、確かに……」

「だから黙だまってろって言ってんだ。そうすりゃお前さんは助かるし、オレだってこっちの動きをあいつらに知られたくないしな。お互いに都合がいい話だと思うんだが、どうだ？」

「私に、悪事の片かた棒ぼうを担かつげと？」

「もちろんタダとは言わない。お前さんがこの案を飲むのなら、オレは愛あい沢ざわ悟さとるを生き返らせてやる」

「えっ？」

　驚きの声をもらした宮坂は、真しん偽ぎを確かめるようにオレの顔を眺ながめ回す。

「なんだよ。死者の蘇そ生せいなんて、お前たちが得意とする、ありふれた奇き跡せきだろ。お前たちにはできてオレにできないなんて道理があるとでも？　元は天界の住人だぜ、オレ」

　宮坂は口元に手を当てて頭を巡めぐらせたが、すぐに答えを出す。

「……し、仕方ないわね。いいわ、その案を採用します」

「よし、契約成立だ。賢けん明めいな判断だと思うぜ」

　オレは右手を差し出し、握あく手しゆを求める。しかし宮坂はそっぽを向いて顔を赤くした。

「勘かん違ちがいしないでよ。私はただ、天界と人間にとって、一番メリットのある選択をしただけなんだから」

「オッケー、オッケー。でも、約束は約束だからな。天使が約束を破るなんて真ま似ねするなよ？」

「うるさいわね、分かってるわよ。ほら、早く生き返らせてよね」

　ぶつぶつと不満をもらす宮坂をニヤニヤと眺める。からかい甲が斐いのある奴やつだ。

　それじゃ、生き返らすとするか。

　オレは手に持った愛沢の魂たましいを目の前に持ってくると、何の感かん慨がいもなく口の中に放り込んだ。

「あっ」

　宮みや坂さかが声をもらすが、その一いつ瞬しゆんの間に、オレは愛あい沢ざわの側そばへと移動している。

　そしてしゃがみ込んで彼の身体からだを抱だき起こすと、ためらうことなくその唇くちびるに口づけした。

「あ─────────────っ！」

　盛大な叫び声が聞こえたが、全く意に介かいさない。舌したを使って魂たましいを愛沢の体内に送り込み、押し込むようにして口の中をかき回す。

「ん……、ん、ん……」

　やがて愛沢はうめき声と共に、うっすらと目を開ける。

　その瞳ひとみには、確かな生気が宿っていた。

　愛沢の蘇そ生せいを確認すると、彼を投げるようにして手放した。そして立ち上がり、怒りで顔を赤くする宮坂へと向き直る。

「ほら、終わりだ。こいつを連れて、とっとと帰れ」

　そう言ってまだ意識のはっきりしない愛沢に、蹴けりを入れて転がす。

「ちょっと、乱暴しないでよ！」

　文句を言いながら、宮坂は愛沢の元に駆かけ寄る。

「悟さとる、大だい丈じよう夫ぶ？」

「お、おう、なんだ？　いったい何が起きて……。よ、よく分かんねえけど、助かったのか？　というか、お前、なんでここに？」

「えっ!?　そ、それは、その、そう、偶ぐう然ぜんよ、偶然！　とにかく、今日はもう帰りましょう。先生には私から言っておくから」

　宮坂はまだ意識が混こん濁だくしている愛沢に肩かたを貸して立ち上がり、わたしたちに背を向けて立ち去ろうとする。

　その背中に向かって、オレは言葉を投げかけた。

「忘れてた。もう一つ条件を追加だ」

「……何よ」

　ひどく不ふ機き嫌げんな顔を見せてくるが、気にせず話を続ける。

「これから先、オレたちがやる悪事を見み逃のがせ。大した損害は与えてないだろ」

「そんなの、認められるわけ……」

「お前さんも校舎やら何やらに放火未み遂すいをやらかしたりしてるし、それに比べりゃあかわいいもんじゃねえか」

「あれは、じ、事故よ、事故」

「その代わり、愛沢に手を出さないことを約束しよう。もっとも、そいつから求めてくる分にはどうしようもないかもしれないけどな」

「～～～～～～っ！」

　宮みや坂さかの顔は真まっ赤かだった。相当はらわたが煮えくり返っているのかもしれない。でもそんなことは知ったことではない。

　愛あい沢ざわは訳が分からず、ぼんやりとこちらを眺ながめるだけだ。

「……………………条件を飲みます」

　熟考の末、宮坂が結論を出す。

　苦く渋じゆうの選択だったのだろう。でもそんなことは知ったことではない。

「それと、最後に一つ」

「もう、なんなのよ、一体！」

「オレのことをリリスに話すなよ？　これは取引でもなんでもない、命令だ」

「最後は恐きよう喝かつ？　魔ま王おうともあろう方が、ずいぶん器の小さい真ま似ねを……」

「もしバレるようなことがあれば、後悔という言葉では言い表せないような体験をさせてやる」

　言いながらオレは、宮坂に対して無む造ぞう作さに殺気をぶつける。

　赤くなっていた宮坂の顔から、一気に血の気が引いた。

「に、任務に関係ないことなら、余計なことなんて、し、し、しないわよ……」

　恐怖のためか、宮坂は足取りをフラつかせた。額ひたいからは汗あせが噴ふき出し、悪お寒かんを感じたのか、ガタガタと身体からだを震ふるえさせている。

　少し怖がらせすぎたかな。ま、せっかくだからあいつの正体も愛沢には黙だまっておいてやろう。その方が面白そうだ。

　そのとき、愛沢が何かに気付いたように立ち止まり、こちらを振り向いて言った。

「リ、リリスさん」

　愛沢はオレに向かって声をかけてきた。リリスだと思い込んでいるのだ。

「明日あした、また学校で会おうな」

　そう言って彼は、小さく笑った。

　オレはにっこり微笑ほほえむと、親指を立てて腕うでを前に突き出しながら、言った。

「愛してるぜ」

　唐とう突とつなその言葉に、その場にいる全員が思いっきり噴いた。

「そ、そ、そうか。じゃ、じゃあな」

　愛沢は顔を真っ赤にして、逃げるようにして走ってゆく。一度死んだはずなのに、すっかり元気になったようだった。

「ちょ、悟さとる！　ああ、もう！　あ、あんたなんかには負けないんだからね！」

　愛沢を追いかけながら、目をつり上げた宮坂が捨てゼリフを吐はく。

　それはオレに向けての言葉なのか、それともリリスに向けての言葉なのか、はっきりとは分からなかった。そしてこちらに背を向けた彼女の姿からはもう、どっちだったのかを確認しようがなかった。

「──さて」

　二人の影が見えなくなるまで見送った後、踵きびすを返して視線を落とす。そこには、依い然ぜんとして頭を下げる忠臣の姿があった。

「今度こそ本当にお別れだ。なかなか楽しいひと時であったぞ」

「お名残なごり惜おしゅうございます」

　オレたちはしばらく無言だった。言葉では言い表すことのできない多くの想いが、心の中を駆かけ巡めぐっていた。

「ところでさっき、どんな罰でも受けると言ったな。その言葉にウソ偽いつわりはないか？」

「は。なんなりと」

　すでに覚かく悟ごを決めていたのだろう。目を閉じ、オレが下す裁さばきを受け入れる心積もりのようだった。

「いい返事だ。では判決を言い渡す」

　オレは感情を消した表情で見下ろすと、右手を振り下ろしながら、言った。

「リリスのことを、少しだけいたわってやれ」

「………………は？」

　答えが意外だったのか、少女は言葉を失った。何も言い返せず呆ぼう然ぜんとするだけだ。

「なにしろ、このオレ様の器となる存在なんだからな」

　腰こしに手を当て、高らかに言い放つ。

「さあ、仕上げだ」

　オレは大きな笑みを浮かべると、今度は両手を真上に掲かかげて空を見上げた。

　その刹せつ那な、オレの身体からだはまばゆい光に包まれる。強烈な光に耐えられず、少女は手のひらで目を覆おおう。

　やがて光が収まり、少女が目を開けたとき、そこにはさっきと全く違う光景が広がっていた。

　木々は緑の葉を繁しげらせ、グラウンドの砂は土に戻り、破は壊かいされた器物は元の形を取り戻している。

　今け朝さと変わらぬ晴せい嵐らん高校が、目の前に広がっていた。

「あの天使を言いくるめただけでは不安だからな、全部元に戻しておいたぜ。これで天界の奴やつらに気付かれることはないだろう。お前の傷もふさがってるはずだ、確かめてみろ」

　オレの言葉を受けて、少女は服をまくり上げる。そこには白い肌はだがあるだけで、ケガなんてどこにも見当たらなかった。

　自分の仕事に満足を覚え、何度かうなずくと、ゆっくり髪かみをかき上げる。

「今ので残っていた魔ま力りよくは打ち止めだ。悪いがまたゼロから貯ため直してくれ。いいか、今度は中ちゆう途と半はん端ぱなことはするなよ。オレを完全に復活させられると確信できるまで、絶対に起こすんじゃないぞ。分かったな？」

　そう言ってオレは小指から指輪を引き抜き、目の前の少女に向かって放り投げた。地面へと落ちる前に拾おうとして、慌あわてて転んだ少女を、目を細めて見つめる。

「また会える日を楽しみにしているぞ、ゼブ」

　その言葉に彼女は顔を上げ、驚きと喜びの混じった表情を見せた。

「今でも、その名で呼んでくださるのですか」

「当たり前だろ。お前はオレの、一番の側近なんだからな」

「サタン様……」

　少女は言葉を詰つまらせ、顔を伏せる。その声は小さく震ふるえていた。

「リリスよ、聞こえてるかどうか分からないが、一つ言っておく」

　オレは心の中で、もう一人の自分に語りかけた。

「お前の主人はこんな頼りない奴やつだけど、これからも支えてやってくれよ」

　返事はない。

　そのことに少しばかり寂さびしさを感じつつも、そんなことは顔に出さず、前を向く。

「じゃあな」

　誰に言うでもなくつぶやき、白い歯を見せて笑った。

　威い厳げんも何もあったもんじゃない、子どものような表情だったと思う。

　その笑顔を見た奴は、オレが魔ま王おうだなんて気付かないかもしれなかった。




　そこで意識が途と切ぎれた。







　目を開けると、赤い空が視界に入ってきた。

　どうやらいつの間にか眠ねむっていたみたいだ。

　意識が戻ってくるにつれ、頭の後ろから温かい感覚が伝わってくる。

　見上げると、正座をしてわたしの頭をなでるご主人様のお顔が見えた。

　これは、もしかして、膝ひざ枕まくら？

　とても失礼なことをさせてしまっていることに気付き、すぐさま身体からだを起こす。

　驚いたのか、ご主人様は目を丸くしてわたしを見つめる。少し、充血しているみたいだった。

「リリスか？」

　呼びかけに応じて振り向き、ヒザをついたまま頭を下げようとしたところを、サタン様は手で制した。

「よい。どうやら完全に目が覚めたようじゃな」

「はっ。なにやらご迷めい惑わくをおかけしたみたいで、本当に申し訳ありません」

「よいと言うておろう」

　言いながらサタン様が立ち上がったので、わたしもそれに続く。

　それにしても、一体何があったんだろうか。状況を把は握あくするため、周囲に目を向ける。

　あれからどれくらい経たったのだろう。下校時間を過ぎたのか、生徒たちの姿はない。愛あい沢ざわの姿も見当たらない。

　いや、それはいい。問題はアスタロスだ。

　封印が解けたはずのアスタロスも、その配下の悪あく霊りようたちも、どこを見渡してもその姿を確認することは出来なかった。

　──あ、そうか。

　わたしはそれ以外に考えられない結論に達し、歓喜で心を満たした。

「サタン様が全すべて蹴け散ちらしたのですね！」

　尊敬の眼差まなざしで見つめると、サタン様は戸と惑まどいの表情をお作りになった。

「いや、あのな」

「だって、そうじゃないですか！　こんなことが出来るのは、サタン様以外にいませんよ！」

「あー、まあ、言ってること自体は間違っておらんが」

「ほら、やっぱり！　さすがはサタン様、わたしがのんびり寝てる間に、見事に事態を収拾なさったのですね！」

　絶賛の嵐あらしに対して、サタン様は複雑な顔を見せる。

　そしてためらった末に、ゆっくりと口を開いた。

「あのな、リリスよ……」

　そんなご主人様の口を、わたしは人差し指で押し留とどめた。
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「夢を見ていたような気がします」

　サタン様はわたしを見上げ、瞳ひとみを揺らめかせる。

「内容は覚えてませんけど、誰かがわたしに話しかけているような、そんな気がしたんです」

　サタン様に背を向け、言葉を続ける。

「本当のことなんて、わたしは知りません。でも、サタン様がおっしゃったんですよ、わたしには話せないって。だからわたしは聞きません。聞きたくありません」

　そう言ってわたしは再びサタン様に向き直り、両手を後ろで組みながら笑顔を見せた。

　緩ゆるやかに吹く風が、長い黒くろ髪かみをなびかせる。

「わたしのご主人様はサタン様だけ。それでいいじゃないですか」

　サタン様の頰ほおを冷たい雫しずくが伝う。

　慌あわてて顔を伏せながら、サタン様は目元をぬぐう。

　わたしはそれに気付かないフリをする。

「さあ、帰りましょう、ご主人様」

「……そうじゃな。帰ろう、我が家へ」

　ご主人様は顔を上げると口元を緩ゆるませ、手を差し出した。

　わたしはその手を握にぎり、ご主人様と並びながらゆっくりと家路を歩いてゆく。

　真しん紅くに染まった太陽が、二人の影を長く延ばしていた。

　短いようで長い、わたしたちの二日間は、こうして幕を閉じるのだった。













　　　終章







　使い魔まの朝は早い。

　日が昇る前にベッドを抜け、わたしは作業着へと着替えた。

　黒のワンピースに、フリル付きの白いエプロンを組み合わせたエプロンドレス。世間で言うところのメイド服だ。

　腰こしまで伸のびた黒くろ髪かみを簡単にまとめ、これまたフリルの付いた白いカチューシャをセットし、部屋を出る。向かう先は玄げん関かんである。

　昨夜から用意していたゴミ袋ぶくろを抱かかえ、扉とびらを開ける。長く続く庭を抜けて門を開き、目的の場所へと足を進める。

　使い魔の朝は早い。

　今日は燃えないゴミの日だからだ。




「おはようございます、ご主人様。本日も爽さわやかな曇り空が広がる、心地よい一日ですよ」

　屋や敷しきに戻り、寝室のドアを開けて、お決まりの挨あい拶さつをする。

　ご主人様からの返事はない。が、眠ねむっているわけではない。明かりは点ついてるし、ベッドの上にご主人様の姿はない。

　部屋を見回すと、案の定わたしのことなど全く気にせず、寝巻き姿のまま、正座をしながらテレビの前にかじりついていた。

　テレビにはゲーム機が一台接続されていて、ご主人様はコントローラを握にぎりながら一心不乱に操作なさっている。

　そのお姿を見て、ようやく心の中に実感が広がってゆく。

　いつもの日常が、戻ってきたのだ。

　ご主人様が今プレイしているゲームは、ハンバーガーの間に手作業でピクルスを挟はさんでいくという、ただそれだけのゲームだ。作業台に流れてくるバンズの上に、ピクルスを置く。再び流れてくるバンズの上に、ピクルスを置く。その繰くり返しである。

　タイトルは『ミスター・ピクルスの冒ぼう険けん』というらしいが、それは割とどうでもいい。

「ご主人様、そろそろ朝食の時間です。準備なさってください」

　熱中しているゲームを中断させることに心苦しさを感じながらも、これも務めと割り切って用件を伝える。

　いつものように、ここでお菓か子しを召めし上がるのだろう。そう思っていた。

　でも何の心境の変化か、サタン様は思案にふけると、わたしに顔を向けて口を開いた。

「たまにはリリスの手料理を食いたいのう」

「え？」

　サタン様はそれ以上は何もおっしゃらず、ゲーム機の電源を切ってテレビを消すと、大きく伸のびをして自室を後にする。その後ろ姿を目で眺ながめながら、ようやく思考が追いつき、言葉の意味を理解した。

「はい、ただいま！」

　スカートをはためかせ、厨ちゆう房ぼうへと向かう。

　どうしてこんなことになったのかは分からない。

　だけど唐とう突とつに、わたしはサタン様に料理を振る舞う機会を得たのだった。

　胸が躍おどった。




　サタン様は今、わたしの作った手料理と対たい峙じしていた。アサリの味み噌そ汁しるに玉子焼き、サンマの塩焼きに白ご飯という、シンプルな内容である。

「むむ……」

　うなり声を上げて目の前の料理をにらんでいたが、やがて意を決して箸はしを手に取り、不器用な持ち方で玉子焼きをつまんで口の中に運ぶ。

「……」

「お味のほどはいかがでしょうか？」

「…………」

「ご主人様？」

「………………」

「ご主人様？」

「ばっ、ばっかも───ん！　こんな美う味まいメシが食えるかぁ──────っ！」

　突然、サタン様の叫びが屋や敷しき中に響ひびき渡った。

　顔を真まっ赤かにしながらテーブルをひっくり返し、料理をぶちまける。

　わたしはそれら全すべてを空中でキャッチし、床ゆかには一つも落とさない。

「リリスよ、スナック菓が子しを出せ。賞味期限が切れていて、ふやけて歯にくっつくような、そういう安っぽいやつじゃ」

「はい、ただいま」

　サタン様は二十分で前言を撤てつ回かいし、駄だ菓が子しを要求した。

　やっぱりいつものご主人様だった。

　わたしは安心して、スナック菓子の袋ふくろを開けるのだった。




　食事が終わり、着替え終えるとわたしたちは屋や敷しきを出て歩き始めた。向かう先は当然、晴せい嵐らん高校だ。

　愛あい沢ざわの動向を探さぐるため、そして宮みや坂さかが余計なことをしないよう監かん視しするため、引き続き登校することになったのである。

　どうやら昨日きのうわたしが寝ている間に愛沢たちとの間では取引が成立したらしく、彼をオトす作戦は自じ粛しゆくすることになった。少し残念だが、それでもまあ、なんとかなるだろう、きっと。相手の裏をかくのが悪あく魔まのやり口なのだから。

　そういえば、あれからガブリエル子の姿を見てないけど、どうなったのだろうか。

　分からないけど、正義の使者は今日もどこかで悪を成せい敗ばいしているのかもしれない。

　あんまり興味がない、というのが正直なところではある。

　通学途と中ちゆうで、ゴミ捨て場の近くを通った。

　そこにはさっきわたしの捨てたゴミが、まだ残っていた。

　今日は燃えないゴミの日である。

　でもわたしは、燃えるゴミを捨てたのだ。これ以上ないくらいの悪事である。

　見ると、ちょうどゴミ回収車が来たところだった。せっかくだから、係の人がどんな困る顔をするのか、この目で確かめてやろう。

　そう思ってしばらく眺ながめていたけど、しかし係の人はなんのためらいもなく、わたしの捨てたゴミを他ほかのゴミと一いつ緒しよに車に積み込んでいった。

　……あれ？　おかしいな。

「どうしたのじゃ？」

「あ、いえ、ちょっと」

　車が去った後にゴミ捨て場に駆かけ寄る。そしてそこに貼はってあるゴミ出しの予定表を見て、わたしは驚きよう愕がくのために目を見開いた。

　なんと、今日は燃えるゴミの日だったのだ！

　そしてわたしが燃えるゴミの日だと思っていたのは、実は燃えないゴミの日だったのだ！

　つまりわたしは、予定表通り規則正しくゴミを出していたことになるのだ！

　ああああ、わたしは何をやってるんだ！　これじゃ善良な一般市民じゃないか！

「何かあったのか？」

　両ヒザと手のひらを地面につけ、敗北感を抱いだくわたしにサタン様がたずねる。

「……いえ、なんでもありません」

　あまりにも恥ずかしすぎて、口にすることが出来なかった。

　ああ、お許しください、サタン様。

　わたしは今まで、いいことをしていました……。




　なんとか気を取り直して、わたしたちは再び歩き始める。

　その途と中ちゆうで、今度は見知った顔とばったり出会った。

　サングラスを外し、髪かみ型がたを七しち三さん分けにして、服装がスーツ姿に変わっていたからすぐには分からなかったけど、間違いない。

　路上駐ちゆう車しやをしていた、あのパンチパーマの男だ。

　向こうはわたしたちに気付くと、露ろ骨こつに引きつった顔を見せた。

「あのー」

「すみませんでした！」

　わたしが声をかけると、男はものすごい勢いで頭を下げた。

「へ？」

「いや、もうホント、あれから何も悪いことしてないんで。足洗ったんで、ホント勘かん弁べんしてください」

　何度も頭を下げながら、目を合わせようともせずに、男はそそくさと立ち去っていった。

　わたしに吹っ飛ばされたことがそんなにショックだったのだろうか。どうやらあの様子だと、今後も悪あく事じに手を染めることはなさそうだ。

　つまり、わたしがやったことは最終的に、一人の男を改心させる結果になったというわけだ。

　──もしかしてわたしには、悪人としての素質がないのではないだろうか。

　なんか、自信がなくなってきたな。

　わたしはますます意気消沈しながら、重い足を動かし続けた。




　学校に到着したわたしたちは、校門のところでアスタロスと遭そう遇ぐうした。

　突然のことに驚き、慌あわてて身構えたが、彼女はつまらなそうな目でこちらを見つめるだけだ。

「安心しな。お前らとやり合う気はないよ」

　アスタロスは口にくわえたタバコをふかしながら、ぼんやりと空を眺ながめた。

「というか、やり合うだけの力が残ってない」

「え？」

　戸と惑まどうわたしに、彼女は何か言おうとして、サタン様に軽く目をやる。そして小さく舌した打うちすると、あの後のことを簡単に説明してくれた。

　要点だけをかいつまむと、アスタロスはサタン様に、悪あく魔まとしての力の根源や魔ま力りよくを根こそぎ奪うばい取られたのだそうだ。

　そのおかげで、アスタロスは本来持っていた力のほとんど全部を失った。今はもう、ちょっと力の強い人間程度の能力しかない、とのことである。

　さすがはサタン様、反逆者なぞ本来なら極刑ものなのに、命だけは助けてやるという寛かん大だいなお裁さばき。その懐ふところの深さに魔ま王おうとしての余よ裕ゆうと威い厳げんを感じる。

　それとも、もしかしたらサタン様たちにとっては、こういう関係が普通なのかもしれない。

「そういうわけだから、あたしには構わないでくれよ。こんな状態で騒そう動どうに巻き込まれるのはゴメンだからな」

　そう言ってアスタロスは再びわたしを見つめ、薄うすく笑った。

「ま、お前らのことでも見守りながら、人間としての怠たい惰だな生活を楽しむさ。これはこれで、結構面白いもんだしな」

　彼女はタバコを投げ捨てて足で火を踏み消すと、わたしに向かって指差した。

「それとな、今のあたしはアスタロスじゃない。養護教きよう諭ゆの、井いの上うえ明あ日す菜なだ。校内で呼ぶときは気をつけろよ」

　高らかに宣言する彼女に、背後から誰かが肩かたを叩たたいてくる。

「井上先生、校内では禁煙だとおっしゃったでしょう。ほら、タバコ拾ひろって」

　生活指導の先生だった。

「あ、はい。すみません、気をつけます」

　平謝りするアスタロスを、いや、明日菜先生を目で追いながら、わたしは教室へと歩みを進めるのであった。




「はぁ……」

　大きくため息をつくと、サタン様が眉まゆをひそめながらわたしに顔を向けた。

「なんじゃ、さっきからずいぶん機き嫌げんが悪そうじゃのう。何かあったのか？」

「いえ、自分は本当に役立たずだな、と思いまして」

　昨日きのうの戦いのことを思い出す。あのときわたしは、最低限の仕事しかできなかった。肝かん心じんな場面では意識がなかったし、結局ケリをつけたのはサタン様だ。

　日常生活でも全然ダメダメだ。チンピラは改心したし、ゴミだって規則通りに出していた。これはもう、努力でどうにかなるレベルではなく、才能が無いとしか思えない。

「ふむ……」

　落ち込むわたしを見ながら、サタン様はポケットに手をやると、中からスナック菓が子しの箱を取り出した。

　封を開けると一本つまみ、わたしの目の前に突きつける。

　それは、チョコレートでコーティングされたスティック状のお菓子だった。

「ま、これでも食え」

　サタン様の口調は投げやりなものだった。

　頭の中で情報を整理し、その意味を理解すると同時に、さっきまでの暗い気持ちは一気に消し飛んだ。

　つまり、

「駄だ菓が子しを食らい、その身を悪に染めよ」

　と、そうおっしゃっているのだ。

　ああ、サタン様はわたしのことをそんなにも考えてくださっているのか。

　感激したわたしは、思わずサタン様を抱だきしめていた。

「く、苦しい！　苦しいから離せ！」

　何かおっしゃっているが、喜びに心を支配されたわたしの耳には届かない。

　暴れるご主人様の手からスティック状のお菓子を受け取り、口にくわえる。

　舌したの上に広がる甘あまさを感じながら、わたしは教室に向かって駆かけ出した。

　わたしはまだまだ半人前だ。命じられた仕事もロクにこなせない、未熟な存在である。

　けれど、いつかきっと立派な使い魔まになってみせる。

　今はまだ自信がないけど、胸を張って「サタン様の使い魔だ」と名乗れるその日まで、自分にできることを精一杯やるだけだ。

　教室のドアに手をかけ、ゆっくりと開く。窓から差し込む光が、わたしたちを照らす。

　見覚えのある顔が二つ、こちらを見ていた。

　一人は不ふ機き嫌げんそうに口をへの字に曲げると、フチのない眼鏡めがねを軽く押し上げながらそっぽを向いた。

　もう一人は軽く眉まゆをひそめると、時には勇ゆう敢かんなその顔に、少しだけ笑みを浮かべた。

　わたしは口元を緩ゆるめ、拳こぶしを振り上げて叫んだ。

　それは、これから毎日言い続けようと思っている言葉だった。

「おはよう！　今日も一日、楽しく過ごそうね！」
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　　　あとがきのようなもの




　はじめまして、麻あさ宮みや楓かえでと申します。

　この度は『リリスにおまかせ！』をお買い上げいただき、本当にありがとうございます。

　……えーっと、他ほかに何を書けばいいのか分かりません。

　何も思いつきません。

　ここで終わっちゃダメですか？




　そうですか、ダメですか。

　編集様が「もっと書け」とおっしゃっているので、そうですね、何を書きましょうか。




「この本が出版されたら結けつ婚こんするんだ」




　などと、死亡フラグを立ててみたり。




「べ、別にこの本を読んでくれなくても構わないんだからねっ！　ただ、その、ちょっとでも手に取ってみてくれると、嬉うれしい、かな。……って、恥ずかしいこと言わせないでよ、バカッ！」




　などと、ツンデレってみたり。




　はい、もうネタ切れです。

　まだ終わっちゃダメですか？




　そうですか、ダメですか。

　えーっと、えーっと、それじゃあ、軽く作品の紹しよう介かいでもしてみましょうか。

『リリスにおまかせ！』は第十四回電でん撃げき大賞小説部門の最終選考において落選した作品です。

　ようするに受賞を逃のがしたわけで、本来ならシュレッダー行きは免まぬがれないのですが、担当編集様のご厚意により、こうして出版させていただくことになった次第であります。

　原稿には投とう稿こう時じから大幅に加筆修正をしています。

　もはや原形を留とどめているかどうかすら疑問です。

　というか、もう完全に別の作品です。断言します。

「リリスにおまかせ！」とは言えない代しろ物ものなのです。

「リリスにおまかせ？」くらいがちょうどいいのかもしれません。

　いっそのこと「リリスにはまかせてられない」にすべきでしょう、逆に。逆にね。

　とまあ、本編もこういう感じのゆるいノリなので、細かいことは気にせず、お気軽に読んでくださると嬉うれしいです。

　リリスたちの過ごす日常を楽しんでやってください。




　出版にあたり、多くの方のお世話になりました。

　担当の和わ田だ様、三み木き様、本当にありがとうございます。

　お二ふた方かたがいなければ、『リリス』は日の目を見ることがなかったでしょう。

　イラストを描かいてくださった梱こり枝えりこ様、本当にありがとうございます。

　ありがとう。ただただ、ありがとう。それ以上の言葉は浮かびません。

　その他ほか、この本に関わってくださった全すべての方に、大きな感謝を。




　今度こそ本当に書くことがなくなったので、これで締めとさせていただきます。

　いいですよね？　ね？

　……え？　いいんですか、本当にこれで終わっていいんですか？

　まだ書かなきゃいけないことって残ってませんでした？

　もう無い？　そうですか、ありませんか……。

　分かりました。では、ホントのホントに終わります。

　な、名残なごり惜おしくなんかないんだからねっ！




　それでは、読者の皆様方にまたお会いできることを祈いのって。

　これからも応援よろしくお願いします。











麻あさ宮みや 楓かえで　　　
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麻あさ宮みや 楓かえで

大阪在住の世捨て人。弱点はお酒と甘い物。担当様に「小説のタイトルを『サタン様がみてる』に変更していいですか？」と尋ねたら「コ●ルト文庫にケンカを売らないでください」と真顔で一蹴されました。

（この文章には一部脚色が含まれています。弱点とか）
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イラスト／梱こり枝えりこ

東京出身の２月２日生まれ。普段はケロキュウさんで原画＆グラフィック担当しているのですが、時間が空いては地方だろうとライブにお出かけします。気づくとＶ系ライブ日記が山のように……。最近色々な入浴剤を試すことがお気に入り！　日記も読めるサイトはこちら（http://nekomimi.ws/~non-girl/）
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リリスにおまかせ!








麻あさ宮みや 楓かえで
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